















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







一章　再会の夏、新緑の芽吹く頃に

二章　星の子守歌

三章　日向と夏の魔女

幕間　出発一週間前

四章　線香花火

五章　旅立ちと再起

幕間　剣と盾を置いた、小さな勇者。

六章　一歩目

エピローグ　おかえりなさい

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編『暑い日の御褒美』







[image: 一章　再会の夏、新緑の芽吹く頃に]




　前期の終業式の日、小お野の寺でら教諭が教卓の前で一同を見渡す。

　この時ばかりは、普段騒がしい生徒もじりじりと何かに耐えるように私語を止めて前を向いている。

「以上で前期の課程は終了となる。明日より夏期休暇に入るが、くれぐれも大きな怪我や余計な過ちを犯さぬように。何事もなく、楽しく過ごして来なさい。以上、帰宅して良し」

　そう言ってクラスの名簿をパタンと閉じた途端、教室内は一気に騒がしくなる。

　本日この時より、夏休みが始まった。




「きたきたきたー！　ここからが高校生の本番だよね！」

　日向ひなたの背後で唯ゆいの咆ほう哮こうが聞こえる。それを合図にしたかのように、教室の中もざわめき始めた。

「さって、夏休みといえば……やっぱりあれだよね、あれやるしかないよね！」

　唯の言葉が一体誰に対してのものなのか、大方悠ゆう里りであろう。そうであって欲しいと願いつつ、日向は手元の成績表に目を通していた。

　学業の評価は全く問題なく、唯一最高評価ではないのが美術だった。日向は安あん堵どの息を吐き、教師からのコメント欄を見る。

《前年度に引き続き優秀な成績と良好な生活態度を保ち、非常に印象が良い。行事等への積極的参加があれば尚なお良い》

　内容は実に小野寺教諭らしい、シンプルな文面だった。

「行事への積極的参加か……」

　一人呟つぶやいてみるも、なかなかに難しい問題でもある。何故ならば、この問題は応こたえれば応えるだけ、蕾つぼみとの時間が失われる事になるのだ。とりあえずは出来る範囲での積極性を持とうと結論付けて、根本的な解決は後回しにした。

　そんな風に日向が一人、物思いに耽ふけっていると、思いの外近くから、唯の声が突然聴こえてきて、日向は思わず身体を縮こまらせた。

「新あら垣がきくーん！　おーい、聞こえてる？　……ほう、行事への積極的参加」

「いっ?!」

　驚いて反射的に首を捻ひねると、自分の顔のすぐ傍に唯の横顔がある。振り向き方を間違えていたら、肌や唇が触れてもおかしくなかった。

「うわ、っと！」

　更に仰のけ反るようにして距離を離すと、その反応が面白かったのか、唯はお腹を抱えて笑い出した。

「ぷっ……ふふ！　新垣君さ、反応いちいち面白いんだよねー。そんなんだから普通に声掛けるのを躊躇ためらっちゃうんだよ」

「いや、今のは誰だってあんな反応になるよ……それと、他人ひとの成績表を覗のぞきこむのは……あー、うん、いいや。何か用だった？」

　言い含めようとしたものの、唯が相手では説得は期待出来ないので諦あきらめ、用件を聞き出す事に専念する。すると、何故か唯が顔を赤らめて一通の折り畳まれた紙を差し出してきた。場所と相手を選べば心躍るシチュエーションだが、唯が相手だと嫌な予感しかしない。

「あ、えーっとね。その前に、あたしのも見る？　あたしだけが新垣君のを見たんじゃ不公平だし。……あたしの恥ずかしい部分、新垣君になら、見せても……」

「何か、用だった？」

　日向は心を無にし、完かん璧ぺきな作り笑いで再び問い掛けた。ここで下手な反応を見せると蟻地獄となるのは先刻承知済みだ。

　唯は「ぶぅ……」と口を尖とがらせたが、すぐに平静に戻ると。

「あんね、夏休み、……空いてる？」

　あまりにも直球な訊きき方に、周りを見ると数名の生徒が日向と唯を凝視している。

　その中で、二人のやり取りが聴こえたのか、悠里もまた顔を青ざめさせて日向を、むしろ唯を見ていた。口くち許もとが「あわわ」と震えている。どう考えても訊き方がまずい。

　咄とつ嗟さに日向は隣に助けを求めようと視線を向けるが、他の生徒より日向に近い位置に居る雅みやびは、ただ一人窓の外を見ていた。スケープゴートにはならないという、徹底抗戦の構えだ。

「と、特にこれといった予定はまだ入れてないけど。……何か、用事だった？」

　日向は持ち得る演技力の全てを総動員し、さもただの同級生同士の日常会話ですよ、というような平へい坦たんな口振りで、機械的に言葉を発する。

　特定の異性に休みの予定を聞く、文面だと簡単だが内容はかなり際どい。以前の勉強会も際どいが、あれは試験という名目と、席が近い四人という免罪符が存在した。

（頼む、事務的な言葉か、それともいっそ適当に濁して後で聞かせてくれ……）

　今ほど誰かにテレパシーを送りたいと思った事は無かった。しかしそんな日向の願いは空しく、そして儚はかなく散る事になる。

「あのね……新垣君と一緒に、キャンプ行きたいなーって思って！」

（最悪の結末を迎えた！）

　教室がざわめくのが分かり、日向は自然と頭を抱えて真っ白い教室の天井を見た。自分が第三者でも間違いなく二人の仲を疑う。夏休み明けにはいつもと雰囲気の違う二人になっている未来まで予想出来る。

　さて、ここからどうやってこの場を収めたものか、考えるだけで面倒臭くなった時。

「この前の勉強会メンバーでさ！　なんかパパが新垣君ちのおじさんと話したみたいで、今年の夏休み中に行くかーって盛り上がってさ！　来年受験だし！　大勢で行く方が楽しいだろうって！」

「わざと？」

「なにがぁ？」

　きょとんと口を開ける唯に、日向はもう何も言わずに場が収まるのを待った。

　先程より幾らか日向と唯に向けられる好奇の目が薄らいだ所で、二人は教室を出て歩き出した。そして少しして立ち止まると、悠里も遅れてやってくる。

「唯……あの言い方はダメでしょ、完全に誤解されるわ……」

「あはは、ごめんて！　皆にそんな注目されてるとは思わなかったわー」

　がっくりと肩を落とした悠里に、日向は同情の視線を向ける。とりあえず三人で動いても目立たない場所までと思惑が一致した事で、そのまま下駄箱へ行き外へ出た。




　夏休み前のロングホームルームだけで終わった今日は、下校時間といってもまだ正午より前である。グループで帰宅する生徒が多いのは、日向達のように夏休みの相談や、早速これから遊びに行くのだろう。

「とりあえず、詳細は後から送るねー、なるべくどこでも行けるように日程空けといてね！」

　そうして部活のミーティングがあるという唯は、さっさと部室棟へ走って行ってしまい、後には日向と悠里だけが残された。

「流石さすが、唯のお父さんだよね。……エマージェンシー、だっけ」

　二人で連れ立って校門へと向かう道中、悠里が思い出したかのように笑い出す。

「やってくれるよね、初対面ですらないのに巻き込まれている。しかも何だ、うちの父親絡みでもあるとか……どんな状況だろうね、これは……」

　日向も釣られて笑い出す。大方、お互いの子供がクラスメイトだと知って盛り上がったのだろう。酔いの回った赤ら顔で適当な事を言い合う二人の中年が頭に浮かんだ。

「でも、ちょっと嬉うれしいね」

　そんな事を言い出す悠里の横顔を日向がそっと盗み見ると、悠里も日向を見ていたのか、視線が合う。

「日向君のお父さんがもし来るなら……それでなくても大勢で行けるなら、蕾ちゃんも一緒に行けそうじゃない？　今度は前みたいに、遊んで蕾ちゃんだけお別れ……じゃなくって、一緒に寝るまでお話とかも出来るもん」

　日向から目を逸そらさずに悠里は言い切る。

「それに、高校生の想い出としては、絶好のイベントだよね！」

「発案者が危険物とその娘だから、安全に終わるかは全く謎になったけどね」

　なんとなく気恥ずかしくなった日向が、そんな憎まれ口を叩たたく。

「でもまぁ、何にも予定がない夏休みより、いいかな」

　それは間違い無く、日向の本心だった。蕾と二人でゆっくりと過ごす夏休みも悪くない。悪くないのだが、それでは、後で思い返した時には少しだけ寂しい気持ちになるかもしれないと思ったのだ。そんな日向の内心を知ってか知らずか、隣を歩く悠里が一歩前に出て、日向を振り返った。

「ねぇ、日向君」

「うん？」

「楽しい夏休みに、しようね」

　そして夏が、始まった。




　その日の夜、日向は蕾と一緒にアイスを食べながら父の帰りを待っていた。

　今日唯から聞かされたキャンプの事について、幾つか訊いておくべき事があるのだ。

　テレビに映るバラエティ番組を見ながら、チリンチリン、と鳴る風鈴の音色に耳を澄ます。リビングから庭に通じる窓の軒先で、涼しげに透き通る水色で着色されたガラスが、静かに揺れている。

　アイスを食べ終えて、うつらうつらと頭を揺らしながら歯を磨いている蕾にお腹を枕にされながら、日向は玄関が開く音を聞いた。

「父さん帰ってきたね」

「んー……」

　日向に寄り掛かる蕾は、もう既に半分が夢の中だ。

　蕾の歯磨き最終チェックを行っていると、父より先に帰宅していた母がリビングへと顔を出す。

「蕾、布団用意したからもう寝られるわよ、寝ちゃいなさい？」

　明あか吏りのその言葉に釣られるように、蕾が立ち上がって明吏に摑つかまると、そのまま口をゆすぐ為に洗面台へ連れて行かれた。

「日向が甘やかすから、五歳児なのにまだ赤ちゃんみたいになっちゃってるねぇ」

　蕾を抱えた母が日向を呆あきれた目で見る中、日向は肩を竦すくめると露骨に視線を逸らした。




　その後、帰宅した仁ひとしが風ふ呂ろから上がり夕食を摂とるタイミングで、日向は仁の向かい側に座ると口を開く。

「父さん、恵え那なさんからキャンプの話聞いたんだけど、あれ本当？」

　晩酌のビールを手酌していた仁は、日向の言葉に一度視線を向けると、コップを呷あおり息を吐いた。

「本当だ……と言いたい所だが、どっちかってーと純じゆん基きに押し切られた感が強いなぁ」

「どういう事？」

「この前、唯ちゃん送ってったろ。その時に少し話したんだけどな。お互いの子供が同級生で、しかも顔見知りってんで舞い上がっちまって。勿もち論ろん、純基がな。そうしたら、なら子供達をキャンプに連れて行ってやろう！　学生の夏休みと言えばキャンプだろ！　って感じに盛り上がって」

　何故だろう、会った事が無い筈はずなのに、ニュアンスやテンションが想像出来てしまう。

　唯がそのまま大きくなり、男性の姿をしていたら恵那家の父になるのだろうか。

「そういう訳だが、俺は流石に仕事が抜けられん。だから引率は純基にお願いする事になるって話してたら、構わないの即答でな。まぁ後は、お前が唯ちゃんから聞いた話の通りだよ……ったく、あいつだけ中身が学生から進化してねぇ」

　仁が食べ終わった食器を台所へ運び、片付けが終わった所でソファーに座る。

　表情は疲れているが、本気で困っている感じでは無さそうだ。

「まぁそういう事だから、行きたいなら行っていいぞ。蕾の事も話してあるから、一緒に連れて行ってもいいし。後は唯ちゃんはともかく、女の子が来るには親御さんの了承が必要になるだろうけど、そこはまぁ恵けい子こちゃんが上手うまく説明するだろ」

「恵子ちゃんって？」

「純基の嫁さんだよ。唯ちゃんのお母さんだ。あいつの嫁が務まるぐらいの才さい媛えんだからな、任せておけば大概の問題は片付くだろ」

　言い切るとソファーに身を預けるようにしてもたれかかった仁が、あぁそうだ、と呟つぶやく。

「そうだ、日和ひよりちゃんにも声掛けたらどうだ？　仲直りしたんだろ、いい機会じゃないか」

「と言っても、初対面が二人ほど居るけど……」

「行くか行かないかは任せて、話だけしてあげてもいいんじゃないか？　お前と一緒なら安心するだろう。日和ちゃんの御両親には俺達から連絡すれば大丈夫だろうしな。……むしろお前が黙って別の女の子と出掛けたとあれば、また絶縁状態に戻りかねんぞ……」

「そんな大おお袈げ裟さな」

「大袈裟なもんかよ。そういう細かな気配りがな、女の子の気持ちを惹ひきつけるいい男の原則なんだぞ。もう少し目を掛けてやれよ、日和ちゃんだって寂しかっただろうよ」

　母ほどではなくても、仁も十分に日和の事を幼少期より可愛がっていた。もう一度接点が復活した事で、何かと目を掛けてやりたくなるのかもしれない。

「分かった、話してみる。ありがとう、父さん」

「おう、上手くやれよ。大人の口添え必要なら、遠慮なく言えや」




　そうして自室に戻った日向は、先まずは唯へと連絡を取る。電話帳から唯の番号を呼び出すと数回のコール音の後、唯が出た。

「恵那さん、こんばんは。夜更けにごめんね、キャンプの事で、まだ詳細を貰もらってない内からちょっとお願いしたい事があるんだけど……」

『はいはーい、こんばんは！　なになにー？　丁度今、パパとキャンプの事話してた！』

「うん、その事で一つ相談があるんだけど……。俺の後輩の女の子なんだけど、もし行きたがったら一緒に連れて行ってもいいかな？」

『あ、例の後輩女子ね！　いいよー、っていうかね、もう新垣君のおじさんがパパに言ってたみたいだよん。もう一人、新垣君の幼おさな馴な染じみが来るかもって』

「え、そうなんだ。全然そんな感じの事は言ってなかったけど……」

　日向が唯に打診するよう誘導しておいて、発案者の親同士は事前に話を通していたらしい。確かにその方が突然お願いするよりは断然スムーズなのだが、仁の掌てのひらの上で踊らされているようで、日向としては若干してやられた感が強い。

『そそ、そういう訳だから、こっちからその子に予定聞いて貰うようにお願いしようと思ってたし丁度いいや、よーろしくー！』

「うん、分かった。ありがとう……その時は宜よろしく」

　唯との軽いやり取りを終えた後、日向は続けざまに日和へ電話を掛ける。

　今度はコール音が鳴った直後に日和の声が聞こえてきた。

『は、はいっ！　日向先輩ですか!?　こんばんは！』

　何やら物もの凄すごく慌てている、もしかしてタイミングが悪かっただろうか。

「こんばんは……ごめん、なんか良くない時間だった？」

『あ！　いえ違います、そうじゃなくて、いきなり着信があったので……』

「あぁそういう事か、メッセージでも良かったんだけど、長くなり過ぎると、時間が時間だったから」

　スマートフォンを耳に当てながら、日向は自室の窓を軽く開いて網戸を閉めた。

　外からの涼しい夜風が部屋の気温を下げてくれる。耳に聞こえてくる日和の声は、鈴のように鳴り響いた。

『いえ、電話で嬉しいです。どうしよう、連絡しようかな、声聞きたいなってスマホ見てたら、着信音が鳴ったから、驚いちゃって』

「そ、そっか……」

　日和から出たその言葉に、日向の方が何を言えばいいのか分からなくなった。こうしてストレートに声が聴きたいと言われると、流石に照れるのだ。

『あ、あー……ごめんなさい、今の無しで……はぁ、もう。……それで、何か御用だったんですよね、どうしました？』

　仕切り直し、とばかりに一度息を落ち着けた日和の吐息が、スピーカー越しに伝わってくる。日向はその音にくすぐったいものを堪こらえながら、唯や父とのやり取りを日和へ説明した。

「……という訳で、近々キャンプに行くんだけど。もし部活の都合とか付きそうなら、日和も一緒に来ない？　その、初対面の人達で日和にとっては先輩になる人達ばかりだけど、二人とも良いい人達だから楽しいと思う」

　日向の提案に、日和は数秒考えた後。

『……行きます。うん、行きます、連れて行って下さい！　部活も休日がちゃんとあるので、タイミングが悪くなければ平気です！』

　予想外に力強い返事に日向は面食らったが、とりあえずこれで日和の参加が決定した。

「分かった、詳細は多分明日あしたか明後日あさつてぐらいには出せると思うから」

『はい！　キャンプ、楽しみです。最後にやったのいつだったかな……虫むし除よけとか、用意しないといけないもの沢山ありますね』

「うん、買い出しとかも事前に皆で行く事になるかもね」

『いいですね、そういうの……楽しみです』

　その後も暫しばらく続く日和の楽しそうな声を聴きながら、父親の計らいに日向は心の中で密ひそかに感謝するのだった。




　そして後日、唯からの連絡を受けたキャンプ参加者達は買い出しへと向かう事になる。

　夏休みが始まり五日目。日向達は、週末に予定されているキャンプに必要な物を買い揃える為、駅前のモールへ集合していた。

　当日顔合わせするよりも今の内に、という理由で日和も参加することになっている。

「雅も良かったね、部活が午前中に終わって。荷物持ちが俺だけだとキツかったかもしれない」

「荷物持ち要員として『良かったね』と言われるのが、果たして俺にとっては幸運なのか」

　照りつける日差しから隠れるようにモールの入り口に入り、日向は頭に帽子を載せた蕾、そして先に合流した雅と一緒に他の三人を待っていた。

「すずしー……」

　モール入口にある風除室は、外気が時折通り過ぎて汗ばんだ皮膚を優しく撫なでてくれる。冷房の効いたモール内とは比較にならないが、それでも十分に涼しい。

「ほら、冷えるからお腹出さないように……」

　少しはみ出している蕾のシャツを日向が丁寧に仕舞っていると、雅が遠くを見て声を上げた。

「お、来たみたいだ、日和ちゃん。すげー走ってる、律儀だなぁ」

　その声に日向が顔を上げて同じ方向に目を向けると、雅の言う通りにこちらへ走ってくる日和の姿があった。ややあって日和が日向達の元へ辿たどり着き、膝ひざに手を突く。

「ご、ごめんなさい、ちょっと遅れちゃいました！」

　慌てたように挨あい拶さつをすると、すっと息を整える。

　そして足元で自分を見上げる蕾へと視線を向けると、膝を折って視線を合わせた。

「つっつ、こんにちは、今日は一杯色んな物を買おうね」

「……うん」

　記憶にあるけど、うろ覚えでどう反応していいのか分からない相手に、蕾は恥ずかしそうに俯うつむきながらもじもじと答える。

　日和はそんな蕾に微笑みながら、そっと蕾の頭に手を乗せて優しく撫でる。

　前に日和が言った『関係をやり直す』というのは、日向相手に限定される事ではなかったのだろう。蕾との間にも横たわる空白の二年間すらも内包しているのだ。日和の表情と仕草からは、そんな決意が垣かい間ま見みえた。




　それから五分程経ち、悠里と唯が揃って姿を現す。

　こちらは日和とは違い、辿り着いた頃には二人とも息を切らせ、膝に手を置いている。

「ごめんなさい！　もう、唯ったら待ち合わせの時間を、間違えちゃってて……」

　悠里が両手を合わせて四人へ謝罪するポーズを取る。一方で遅刻の元凶となった唯も最初こそは頭に手を乗せて苦笑いをしていたが、日和の存在に気付くと一目散に駆け寄った。

「おー！　噂の後輩ちゃんだ！　あたし恵那唯、宜しくねー！」

　挨拶された日和は、両足を揃えて手を膝に置き、礼儀正しく背筋を折る。

「上こう月づき日和です、この度は余所よそ者の私を快く誘って下さり、先輩方には本当に感謝しております。至らない所があると思いますが、宜しくお願い致します」

　その仕草を見て、唯は一瞬仰のけ反ると日和の背後に回って両肩に手を置いた。

「堅い、堅いよ！　カッチンカッチンじゃん！　これから同じ釜かまのご飯を食べるんだからさ、そんな畏かしこまらなくてもいいよ！」

　そのまま日和の肩を叩たたくと、隣に居た悠里が同じく日和の前に立ち、日和の緊張を解ほぐすかのように両手で握手をして上下に軽快に振ってみせた。

「私は芹せり沢ざわ悠里、日向君と同じクラスの二年です。キャンプ、楽しもうね！」

「はい、宜しくお願いします、芹沢先輩！」

　そこに蕾が割り込んで行き、二人の手の上に小さな掌をぽんと乗せた。

「ふふ、つっつも自己紹介したいの？」

「あらがきつぼみです、このたびはよろしくおねがいしまーす！」

　蕾の気が抜けそうな挨拶を聞いて、その場に居る全員が顔を綻ほころばせた。




　そうして中に入ると、自然と前方を歩く女子四人と、後方を歩く男子二人に分かれる。

　モール内を歩き回り、先ずはキャンプ系の用具を扱うアウトドアショップで、消耗品系の燃料や日用品を取り揃えて行く。

　道具は基本的に恵那家のものを使うので、唯がメモを見ながら足りないものを指差していく感じで買い物が進んだ。




「ハンモックがある」

「こっちは防犯ブザーがあるよ。最近は女子だけでキャンプする事も多いって聞くけど、私はまだちょっとおっかないなぁ」

　日向がハンモックのモデルをしげしげと眺めていると、悠里が防犯グッズ方面を指差した。キャンプ当日は、男子用と女子用のテントがそれぞれ用意されるらしいのだが、万が一の為に防犯グッズも必要だろうかと考えてしまう。

　男子用テントは女子用と比べて手狭なので、唯の父は車をフラットシートにして寝るらしい。

「まーでも、私達のテントに不ふ埒らちな人が入って来ても、日向君が助けに来てくれるもんね」

「お、俺？」

　突然名指しされ、日向が驚いて悠里の方を振り向く。

「私達のテント、蕾ちゃんも一緒だもん。蕾ちゃんに何かありそうなら、日向君は寝てても助けに来るでしょ？」

　そう言って笑われるが、日向はその言葉を聞いて若干驚く。

「蕾、女子用のテントで寝るの？」

「うん！　じょしかいするの！　……だめ？」

「いや、駄目じゃないけど、女子会か……まぁ、折角の機会だし。三人が迷惑じゃないなら構わないけど。……そうか、じゃあ防犯グッズ、必要だね」

　言いながら日向が手に取った警棒のように長いフラッシュライトを見て、悠里は慌てて止めに入る。その光景を少し離れた所から見ていた日和が、溜ため息いきを吐きながら傍に寄ってきた。

「日向先輩……夜中に心配だからって私達のテントに入って来ないで下さいね。先輩と言えど本気で蹴けりますからね」

「わ、分かってるよ。あ、でも寝かせるの大変なんだよ、特にはしゃいだ後は。前もってトイレにも行かせた方がいいし、やっぱり俺が寝かせてから、後でそっちに……」

「い・い・か・ら！　どうしても、ってなったらちゃんと連絡しますから！　今からそんな心配しても仕方無いでしょ？」

「は、はい！」

　日和に一喝され、日向は背筋を伸ばして返事をする。

「日向先輩って本当、今はつっつ相手に子煩悩全開なんですね……」

「子煩悩っていうか、最優先事項というか……そんな感じかなぁ」

　日和と悠里は、顔を合わせてやれやれと笑い合った。




「それじゃ、今日はこの辺りで解散ね。当日まで風邪引くんじゃないよ、皆！」

　一通りの買い物を終えた日向達がモールの入り口まで戻って来ると、唯が腰に手を当てて一人一人に言い聞かせた。

「は、はい！　気を付けます！」

「うんうん、日和ちゃんは本当に素直でいい子だね！　それに引き換え、あんたらは何なのその目は！　死んだ魚みたいな！」

　唇を尖とがらせて眉まゆを顰ひそめる唯に対し、日向と悠里、雅の三人はお互いに目を合わせると『だってねぇ』という言葉を含んだ視線を交わし合う。どう考えても当日までに何かやらかしそうなのは注意している本人だ。言っても聞かないので、誰も言葉にはしない。

　その後、女子達はまだ買い物があるという事で、三人揃って再びモールへと歩いて行った。他にもあるなら手伝うよ、という日向の言葉は、女子三人の冷たい視線によって封殺された。つまるところ、そういう事らしい。

　雅はこのまま別の場所へ向かうらしく、最終的に直帰するのは日向と蕾の二人だけとなった。蕾がぐずって残ると言い出すかと思いきや、その心配は杞き憂ゆうだった様子で、

「おうちにかえって、おかあさんにかったものをほうこくするの！」

　と意気込んでいた。蕾が素直に帰宅してくれるよう、ミッションという名の遊びで蕾に帰宅意識を植え付けたらしい。

　そうして二人でモールの外へと出た後、公園を横切ろうかという時だった。

　真夏の暖気の中に混じって、どこからか軽快な弦楽器の音色と女性の歌声が聴こえてきた。

「おうた、うたってる」

　蕾がきょろきょろと辺りを見回すと、公園の一角を指差した。遠目からでは分かり辛づらかったが、確かにそこには人垣が出来ており、音色もその中から聴こえているらしい。

「ちょっと見てみる？」

「うん！　いこー！」

　蕾に手を引かれて近くまで寄っていくと、音色がはっきりと聴こえる距離になる。日向は音楽の技巧的な教養を持ち合わせてはいなかったが、素人が聴いても十分に上手いと思える演奏だ。

「み、みえない……」

「あー。……肩車しちゃうか」

「かたぐるま！　する！」

　日向が屈かがむと、蕾は意気揚々と日向の背中から肩によじ登る。落ちないように腕で蕾の足を固定して立ち上がると、頭上から蕾の嬉うれしそうな声が聴こえてきた。

「おにいちゃん！　うたってるひといた！　おんなのひと！」

「弾き語りなんて珍しいなぁ……」

　日向も人垣の合間を縫うようにして中心部に目を向けると、そこには長い黒髪を靡なびかせる女性が一人、ギターを抱えてベンチに座っていた。

　演奏は既に終盤に差し掛かっていたのか、軽快な旋律が段々と緩やかになったかと思うと、最後に、ポロンポロン……と弦を数度弾はじいた後、静かに終わってしまった。

　パチパチパチ、と周囲から拍手が聴こえる中、女性は一礼するとギターをケースに仕舞い、ゆっくりと立ち上がってケースを背負うようにして歩き始めた。

　拍手が響く観衆の合間を縫うようにして歩み出た女性は、やがて日向達の方へと歩いてくると、その横を颯さつ爽そうと過ぎ去る。その背中に、蕾が思わずと言った様子で声を掛けた。

「おうた、じょうずでした！」

　蕾の声が届いたのか、女性は立ち止まると、きょろきょろと辺りを見回す。傍に居た日向と目が合うと、その肩に乗る蕾を見付けて微笑んだ。

「おっと……これは可愛いお客さんだ。ありがとう、そう言って貰もらえると演奏して良かったと思うよ。……親子、じゃないよね？」

　女性が日向と蕾を交互に見て日向に確認すると、日向は頷うなずいてみせた。

「妹です。この辺りで弾き語りは珍しいので、一緒に聴かせて貰いました。途中からでしたけど……凄すごく良かったです」

「ふふ、ありがとう。お兄ちゃんが肩車なんて、二人は随分と仲が良いいんだね」

　肩車された蕾を見ながら、女性が眩まぶしそうに目を細めた。その表情は、単純に仲の良い兄妹きようだいを眺めているだけではなく、どこか懐かしむような雰囲気も同時に纏まとっていた。

　歳の近い家族が居るのだろうか、そう質問しようとして、咄とつ嗟さに口を噤つぐむ。人様の家庭の内情はこんな所で、しかも初対面の相手が尋ねる事ではない。何を言おうか迷っている日向を他所よそに、返答したのは頭上の蕾だった。

「つぼみとおにいちゃん、なかよしだよ！　おにいちゃんいっつも、つぼみにごはんつくってくれたり、あそびにつれてってくれるの！」

「君が食事を？　……あぁ、御免。あんまり訊きいて欲しくない話題もあるよね」

　蕾の言葉に疑問を覚えた女性が日向を見るが、家庭の事情を変に勘違いさせてしまったのか、女性は少しだけバツが悪そうに苦笑いをする。

「あ、いえいえ。単に両親の帰りが遅いので、俺が色々と妹の相手をしているだけなんです。好きでやってる事なので、お気遣いなく」

「あぁ、なるほど……そういう事か。そうか、君達も……」
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　女性は納得したように頷くと、どこか昏くらい表情をしながら、最後の方は消え入りそうな声を出した。けれどすぐにその表情は引っ込んでしまい、先程の柔和な笑顔に戻る。

「それじゃ、私はそろそろ行くよ。偶たまにこの辺りで演奏してるから、見掛けたら聴いてやってくれると嬉しい。あぁ、これ名刺ね」

「あ、どうもすみません、お忙しい所を引き留めるような形になって……、えぇと、『初はつ島しま霧きり子こ』さんですね。分かりました、俺は新垣日向で、こっちは妹の蕾と言います。見掛けた際は、是非聴かせて頂きます」

「日向君と蕾ちゃんね。日向君は随分と礼儀正しいというか、肩かた肘ひじ張ってるね。学生なんだから、もっと気楽に喋しやべっていいのにさ……と、ごめん、迎えが来るからもう行かなきゃ。二人とも、またね」

「はい、また……ありがとう御座いました」

「おねえさん、またねー！」

　霧子が横を通り過ぎる際、一礼した日向が顔を上げると、すぐに霧子と目が合った。

（…………え？）

　その視線を受けて、日向は思わず声が出そうになった。先程までの優しい年上の女性という印象から真逆、其その時の霧子の視線を日向はどう形容すればいいのか分からない。

　憐れん憫びん、後悔、友愛、怒り……様々な感情を凝縮したような瞳ひとみが一瞬だけ、日向を射い貫ぬいていた。

　そのまま立ち去る霧子に日向が頭を下げ、蕾が片手を振って見送ると、霧子は蕾に手を振り返しながら歩き去って行った。

　最後に見た霧子の表情は、最初と変わらぬ優しい年上の女性のものだった。




　迎えたキャンプ当日、天気予報も今日明日の二日間は晴天マークが付いており、天候悪化の懸念は見事に払ふつ拭しよくされた。大きめの旅りよ行こう鞄かばんに二人分の着替え等を詰め込み、日向と蕾は靴を履くと玄関まで見送りに来た明吏と共に家を出る。

「二人とも、気を付けてね。恵那さんには私からまたお礼を言うけど、ちゃんとお世話になります、って礼儀正しくするのよ。蕾もね、お兄ちゃんの言う事をちゃんと聞いて、絶対に危ない事をしない事」

「はーい！」

「分かってるよ、任せて」

　いつもより長めの母の注意事項に、二人とも素直に頷く。そして蕾に麦わら帽子を被かぶせると、二人揃って家を出る。

「それじゃ、母さん。行ってきます」

「いってきまーす！」

　蕾が元気な声を響かせながら、日向の手をぎゅっと握る。日向もまた、その手をしっかりと握り返して、二人は揃って家の門を飛び出した。




　集合場所は高校の駐車場となっていたので、そこで全員の荷物を詰め込み、現地まで約二時間弱の行程を車で進む。今日使う食材は恵那家があらかじめ用意してくれるとの事で、この先はのんびりと移動だけになる。

「きゃんぷ、たのしみだねー！」

　テンションが既に天井を突き抜けた蕾を抑えつつ、日向は学校を目指す。ぴょんぴょん跳ねる蕾を見て、日向も少しずつ心が高揚していくのを感じる。

　やがて見えてきた校門の前に、一台の白いミニバンが停まっていた。

「日向くーん、蕾ちゃーん、こっちー！」

　大きな声と共に悠里が手を振るのが見えた。その隣には唯、日和が並び、雅が恐らく唯の父と思われる人物と荷物の点検をしている。

「ゆーりちゃーん！」

　その姿を見た蕾が一気に走り出すと、悠里が膝ひざを折って両手を差し出し、蕾のタックルを受け止めた。

「ぐっ……ふ……」

　恐らく悠里としては、テレビドラマや映画の再会シーンのように、ふわっと子供を抱き締めたかったのだろうが、現実はそこまで甘くは無い。ノンブレーキで全加速をそのまま威力へと繫つなげる地上版マスドライバーは、安全に受け止めるのにそこそこの鍛錬を必要とするのだ。

　それでも悠里は蕾を抱き締められた事が幸せらしく、苦く悶もんの表情をすぐに綻ほころばせた。

「蕾ちゃん、おはよう！　キャンプだねキャンプ、楽しもうね！」

「うん、いっぱいあそぼうね！」

　両手を合わせて飛び跳ねる蕾に、悠里の笑顔も釣られるかのように満開になっていく。

　後ろから遅れて到着した日向に、日和が近寄ってきた。

「先輩、おはようございます！　いい天気になって良かったですね！」

「うん、おはよう。日和が居ると大概晴れだからなぁ、流石さすがだね」

　日向がそう言うと、日和も「えへへ……」とはにかんで笑う。彼女もいつもよりテンションが高い。

「つっつも、おはよう。今日から暫しばらく一緒だから、宜よろしくね！」

　日和が両手の掌を蕾に向けると、蕾は一瞬だけ戸惑ったものの、その意味を正しく理解したのか、自分の両掌を日和のそれと合わせて握った。

「……うん！　ひよりちゃん、よろしくねー！」

　買い出しで暫く一緒に居たのが良かったのか、蕾も大分日和に慣れた様子だった。その反応に日和はまた嬉しそうな顔をして、そのまま蕾と話し始めた。入れ違いに悠里が立ち上がり、日向へと改めて挨あい拶さつに来る。

「日向君も、おはよう！　荷物、そんなに多くないね、二人分がそれで収まるんだ？」

「子供の服は小さいからね、といっても数だけは用意したけど。絶対に予備が必要になるからね。……それより、お腹平気だった？　かなり強めにタックルが来たと思うけど」

　日向がバッグを覗のぞきこむ悠里へ質問を返すと、悠里は少しお腹をさすって答える。

「子供のタックルって凄いね、毎日あれを受け止めてる日向君を少し尊敬するよ」

「ありがとう。悠里も毎日受け止めると慣れると思うよ」

「ふふ、なら……毎日受け止めに行っちゃうけど、いいの？」

　楽しそうに訊いてくる悠里に、日向は思わずどう答えようか迷ってしまう。そんな折、背後から唯の叱しつ責せきが飛んできた。

「はいそこー！　今は準備時間なんだから、こんな時間からいちゃつかない！　ほら新垣君、荷物荷物！」

　背中を突かれて日向は車へ向かうと、唯のお父さんと思われる男性が居たので一度荷物を置いて挨拶をする。

「ご挨拶遅れました、新垣日向と、あっちの小さいのが妹の蕾です……すみません、早々から騒がしくて……」

　そう言って頭を下げる日向に、唯の父、純基はにこにこと笑って応こたえる。

「初めまして、恵那純基です。わー、君が日向君で、そちらは娘の蕾ちゃんだね、仁より断然いい男だなぁ！　今日は来てくれてありがとうねー！　唯ちゃんに友達誘っておいでーとは言っていたけど、だーれも来てくれなかったらどうしよーって感じだったからさ、やっぱ高校生はキャンプしないとねー！」

　間延びした声で話す純基は、唯とはまた違った穏やかそうな感じで、一見すると仁が言うようなトラブルメーカーにはまるで見えないな、というのが日向の感想だった。

　挨拶を済ませた純基は、車の荷台で荷物を整理している雅を見て感嘆した声を上げる。

「いやあ、雅君が居て助かったよ。男手は数揃えた方がアウトドアは楽だからさ。やっぱりいいなー息子は。うちの長男はもう大学生で家を出ちゃったしなぁ」

　吞のん気きに独り言を言いながら、純基も運転席へ乗り込む。それを合図に日向達も一度車の傍に寄り、各自乗り込もうとした所で唯が「ちょっと待ったぁ！」と叫びだした。

「何よ……早く乗らないと、車内が暑くなっちゃうでしょ？」

「席順、席順よ！　道中の楽しみを左右する大事な要素があるじゃない！」

　唯が指差した先には、車の座席が並ぶ。助手席、中央席二名、後部座席三名。身体の大きさから、蕾は後列だろうし、中央席と助手席には男子が望ましい。

「後列に三人並びで座るなら蕾ちゃんが一人と、他二人がいいわよね。という事は、隣に日向君？」

「じゃあ成なる瀬せはパパの隣ね！　よし、後はじゃんけんして、最後まで負けた人が後部座席ね！」

　唯のじゃんけん提案が出た瞬間、悠里と日和がそれぞれ手を挙げた。

「あ、それなら私が」

「私、後ろでもいいですよ？」

　ほぼ被った声に、いそいそと雅が振り返らずに助手席へ向かう。その足取りは何故だか非常に軽く、地震を予期した動物のような動作だった。

　一方、二人の顔を見た唯が大きく両腕でバツ印を作る。

「だーめ！　こういうのはランダムに決めるからこその公平性なのよ、だからここは──」

「ゆーりちゃん、いっしょにすわろ？」

「……あたしと日和ちゃんで中央ね！」

　唯のキャンプイベント第一号の提案は、鶴の一声により呆あつ気けなく雲散霧消した。




「それじゃ、いいかい、出発するよー。途中で一いつ旦たんコンビニ寄るけど、他は何も無ければそのまま行っちゃうから、止まって欲しい時は言ってねー」

　純基による一言を皮切りに車が発進する。車内は各々のカバンや、ルーフキャリアに入りきらない用具などもあり正直狭いのだが、逆にそれがキャンプの雰囲気を高めていた。

「それじゃ、先まずは歌だ！　歌っていこー！　成瀬ーそこのＵＳＢメモリをオーディオに挿して、なんか適当に掛けてー」

「はいはい……はぁ、俺の立場は一体……」

　右手を大きく挙げて宣言する唯の声を受けて雅がセッティングを開始する。心なしか最後尾から覗けるその背中が小さく見える。

「じゃあ先ずは一曲目！　あ、これは流行はやりだから分かるよね、はーい日和ちゃん！」

「えぇぇぇ私ですか、私なんですか!?　今の流れだと絶対に恵那先輩ですよね!?」

　日和も唯のキラーパスに対処出来ずに動揺する。その席の後ろで、蕾は早速自分の小さな鞄かばんに入れて来たチョコレート菓子を開け「はい、どーぞ」と隣の悠里へ渡し、日向は蕾の手て拭ふき用ウェットティッシュを用意し始めたのだった。




　発車して一時間程が経つが、車内で仮眠を取る者は一人も居なかった。

　あれから三十分以上もの間、車内カラオケ大会が続き、それが終わると次は各自が持ち寄ったお菓子の検分タイムとなった。

「おおー、きらかーどでたー」

　蕾が開けたのは、昔からあるシール入りのウェハースチョコ菓子だ。女の子向けではないが、パッケージが気に入ったのか手に持って離さなかったので、日向が一緒に購入したものだ。このキャンプにおける蕾のおやつはおよそ五百円、ワンコイン分となっている。

　ウェハースチョコを出した辺りで、日向は素早く蕾の胸元に中身の入っていないコンビニ袋を広げて置いた。この手のお菓子は非常に危険で、放っておくとあちこちに破片が散らばる。

　振り返ってその様子を見ていた日和が、若干顔を引き攣つらせる。

「て、手慣れていますね……準備が良すぎるし反応が早すぎる……」

「皆も一度体験したら分かるよ、大方の問題は事前に対処する、これがどれほどに正しいのか……お菓子の残ざん骸がいの処理がどれほど大変か、会話のネタは沢山あるよ……？」

「い、いえ、結構です」

　しみじみと語る日向は、先程から逐一蕾の様子を見ている。周囲がそれぞれ小腹を満たしている中、日向だけは蕾に掛かりきりで何も口にしていない。

「……よし」

　日和は何かを決意したように、自分の鞄からポッキーを出した。その中の一本を手に取ると、もう一度後ろを向く。

「日向先輩、はい。お菓子、全然食べてないみたいだからお裾すそ分わけです」

「え？」

　ウェットティッシュで蕾の口元を拭いていた日向へ差し出す。

　日向は一瞬きょとんとして、受け取ろうと手を伸ばし……ウェットティッシュをどこに置くか迷った。

「そのままで大丈夫ですよ」

　耳が少し赤くなった日和から、そんな発言が出る。

　その様子を、ペットボトルのお茶を飲みながら悠里が、スマートフォンを触っていた唯が、助手席のヘッドレストの隙間から雅が覗いていた。

「……先輩、手が疲れちゃうので、早く食べて下さい。こ、こんなの昔はよくやっていたんだから、今更気を遣う事無いじゃないですか」

　語尾が消えそうな声で、日和が呟つぶやく。

「あ、あぁ、ごめん、ありがとう……」

　そうして日和の手に握られたチョコレート菓子を軽く咥くわえて受け取ると、いそいそと蕾の手と口を拭く作業に戻った。

「こ、この状況下でその行動……何というメンタルの強さを持った子……！」

「おにーちゃん、こどもみたい」

　唯が呆ぼう然ぜんと呟き、蕾はお菓子を食べさせられている兄を見て、ケタケタと笑った。

　日向は何も言わずに、ペットボトルのキャップを開けてお茶で喉のどを潤した。視線が不自然に窓の外を見ている。

「………」

　その光景を見て何を思ったのか、いそいそと自分のお菓子を漁あさり始めた悠里だったが、次の瞬間には。

「はーいコンビニ着いたよー、この先は何もないから、必要なものあったら買っておいてねー。必要ならその時は車出すけど、なるべく今の内に買っておいた方がいいよー」

「え、もう!?」

　ショックを受けたような悠里を尻しり目めに、車内のメンバーは順番に凝り固まった身体を伸ばしながら車の外へと出て行ってしまった。




　車の外は蒸し暑く、夏の日差しが燦さん々さんと照りつけている。その為、皆揃ってアイス棚を物色し、好き好きに買い物を済ませた。

　車内はクーラーが効いているとは言え、暑いものは暑いので、誰か一人が買うと連鎖的に全員が買うという状況だ。

　それぞれが再び車に乗りこみ、一度開いたドアから入り込む熱気から逃げるように、買ってきたアイスを開け始めた。

「つめたーい、おいしーい！　きゃんぷたのしーね！」

「アイスを食べるのは別にキャンプじゃないんだけどね、まぁ細かい事はいいかぁ、これもキャンプ！　そうキャンプなの！」

　蕾と唯は二人揃ってアイスを掲げる。それに釣られるように、日和も顔を綻ほころばせながら、購入してきた抹茶味のカップアイスに手を付けた。

「この時季のアイスって、放っておくといつまでも食べられますよね……ほんと太っちゃいそう……」

「何故かこういう時って、抹茶以外を選び辛いんだよな。抹茶をアイスにしようって考えた人は天才だと思う」

　日向も日和と同じく、いつも通りの抹茶味のカップアイスをスプーンで突つついている。

　蕾が興味深そうに覗のぞきこむので、少し掬すくって口に運んでやると、眉まゆを顰ひそめて微妙な顔をした。僅わずかな抹茶の青臭さがまだ気に入らない年頃なのだ。

「蕾ちゃん、ちょっと苦かった？　こっちのアイス食べてみる？」

　悠里が手に持っているストロベリーのソフトアイスを差し出した。

「いいの？　ゆーりちゃんありがとー！」

　お口直しに、と悠里のアイスを小さい口で齧かじった蕾はご機嫌になり。

　そんな蕾を満足気に眺めてにこにこと笑っていた悠里は、ちらりと横目で日向の手元を見た後に少しだけ視線を泳がせ、そっと日向へアイスを差し出した。

「……日向君も、どう？　抹茶以外も……」

　ぐいっと突き出された悠里のアイスを見て、日向は一瞬動きが止まる。悠里のアイスは半分程が本人に齧られ、反対側はまだ蕾の歯型しか付いていない。

　流石さすがにこれは断る方がいいのかと考えるが、それはそれで意識し過ぎている感じもするのだ。押しても引いても恥ずかしいのなら、と日向は心を落ち着けた。

「じゃ、じゃあ一口だけ……。うん、美味おいしい、ありがとう」

　すっと、なるべく反対側を食べないように一口を口に運んだ。

　いそいそと腕を引っ込める悠里と、少しの間だけ目を合わせる事が出来ずに日向は再び外を見る。

　その光景を見ていた日和が、口をぽかーんと開きながら、自分の持っている物を一瞬だけ日向に差し出そうとしたが、その手に持っているのが日向と同じ抹茶味のアイスだという事を思い出し、しまった、という顔で固まっていた。

「なんかこの車内、やけに暑くないですかね！」

「そう？　クーラーもっと強くする？　でも男は体温高いからねぇ、寒がりの女の子たちに悪いし、このぐらいにしておいた方がいいよ」

「……そっすね」

　後部座席の熱気に業を煮やした雅の一言は、やんわりと純基によって流されるのだった。




　そして車が目的のオートキャンプ場に着き、それぞれ下車した後に大きく身体を伸ばす。

「つーいーたー！」

「着いたー！」

　蕾と唯が、大きな声で叫んで両手を挙げる。後に続いて車を降りた日向達も、見える風景が心なしか涼しさを運んでくれているように感じて、気持ち良さそうに天を仰いだ。

　入場料を受付に払い、ざっと周囲を散策するとちらほらとテントが見えるが、そこまで混雑はしていなそうだった。

　程よく開けた場所を見つけたので、そこを設営地に決めると、先ずはテントを設営してしまおうという事で女性陣は大きな石が無いかを入念に調べ、日向と雅がペグを打ち込んでいく。

「二人とも、手慣れているね。これなら大抵任せちゃっても平気そうだ」

　純基が感心して二人を褒めると、日向と雅は顔を合わせて拳こぶしを突き笑い合う。

　こういうアウトドアになると男子というのは単純で、野生に返った動物のようになる。

　手で何かを作る、という作業は面白く、テントは二張とも大きな問題も無くスムーズに完成し、男女共に内装を整える為に手荷物等を中に仕舞い込んだ。

「よっし、こんなもんだね。それじゃあ、僕は火を起こしておくから、皆は一時間ぐらい遊んできていいよ。戻ってきたらお昼ご飯にしよう」

　軍手を嵌はめて木炭を持った純基が、日向達を見渡して笑顔で告げる。

　時計を確認すると時刻はまだ午前十一時。朝方に出たので、丁度これからが陽射しの強くなっていく、散策するには丁度いい時間帯だった。

「しゃー！　さーって、先ずはどこに行こうか！　アスレチックもあるし、川もあるし、レンタルすればサイクリングも出来るよ！」

　唯が待っていました、とばかりに満面の笑みで手を広げて空を仰ぐと、蕾も釣られたように唯の周囲をくるくると走り回る。

「一時間ぐらいなら、軽く散策して戻れば丁度いいかな。昼を摂とってから本格的に遊びだす、って事で先にどんなものがあるのか見てみない？」

　日向が提案すると、唯は笑って頷うなずく。他のメンバー達も特に異論は無いようで、興味深そうに周りを見渡している。

「そだね、先ずは現地の情報収集タイムといきますかぁ。それじゃ、ぐるーっと一周する感じでいこー！」

「おー！」

　唯が右手を挙げて歩き出すと、同じく蕾も手を振り上げて唯の後ろを歩いて行く。

　唯の先陣に付いて行く形で歩き始め、先ずはテント設営が可能な宿泊圏内を横切り、外周のサイクリングロードと並行する歩道に出る。

　アスレチック公園、森林浴コースの道、遠くにはアクティビティ体験を申し込む為の事務所が見える。ラフティング等も予約をすれば行えるらしい。

「あ、見て下さい先輩、テニスコートも併設されていますよ。……向こうにあるのは、展望台ですかね？」

　服を軽く引っ張られる感触と一緒に、日和のはしゃいだ声が響く。指の差す先を見ると、緩い坂の上に広い足場のようなものが見えた。

「見晴らし良さそうだなぁ、場内施設を一望するなら、あれがいいかもね。行ってみようか」

「うんうん、ここまで十五分ぐらいだし、見て戻れば丁度いいね！」

　日向の提案に唯が乗っかると、一同はそのまま坂道を歩いて展望台を目指す事にした。




　然さ程ほど傾斜のきつくない坂道を歩く事およそ五分で、目的の場所まで辿たどり着く。坂の上は先程よりも風を感じられて、ほんのりと汗ばんだ肌を冷やしてくれる。

　日向は蕾が柵さくの外に落ちないよう、しっかりと手を繫つないで外縁へと歩き出した。

「うわぁ……いい景色……！」

　感激の声を上げた悠里の隣へ立ち、見渡すと大自然のパノラマが広がる。遠くに見える山も、カラフルに彩られたテント達も、この景色を飾っている。

「いい場所だね、凄すごく気持ちいい。夏休み入ってすぐこんな所に来られるなんて、贅ぜい沢たくだなぁ」

　柵に手を突いて上半身を一杯に伸ばした悠里の顔は、晴れやかだった。

　悠里の髪が風に靡なびくと、一枚の絵画のような光景を生み出す。

「ね？」

　見上げてくる悠里の顔は、こんな非日常的な風景の中だからだろうか、とても綺き麗れいに見えた。

「うん、道中は相変わらずバタバタしてたけど、皆と一緒にここに来られて、良かったよ」

「こんな所に来なかったら、今頃日向君は何してたの？」

「何……だろう、多分、蕾と公園にでも行って、後は勉強してたんじゃないかなぁ。でも断然、こっちの方が面白そうだね」

　日向も素直な気持ちを吐露すると、悠里は目を細めて笑ってみせた。

「おにーちゃん、あっちあっち！　みやびくん、たかいところにいるよー！　いってみていい？」

　ぐいぐいと後ろに手を引かれたので、日向は蕾の指差す方を見上げると、更に上に続く階段の先に一回り小さい足場があった。雅と唯、日和が既にそちらで周囲の景色を堪たん能のうしている。

　日向が頷いて手を放すと、蕾は階段の元へ行って手足を使って器用に階段を上る。

　そして頂上に着いた蕾が、雅をせっついて肩車して貰もらっている姿が見えた。

「俺達も行こうか、悠里。あっちの景色も良さそうだよ」

「うん！」

　二人連れ立って歩き、階段を上る。

　全員が集まると、唯が鞄かばんの中から伸縮式の棒を出す。俗に言う自撮り棒だ。

「随分と準備がいいですね……」

「こういう時の唯はね、普段の何倍も用意がいいの。大体のものは持ってきてるから、そこは信頼していいと思うよ……」

　悠里が半ば呆あきれた声で笑うと、日和は戦せん慄りつしたように唯を見やる。既にこの短期間で唯の暴走っぷりをまざまざと目の当たりにして、その底知れなさに畏い怖ふしたのだろう。

「こらぁ！　人の事をこそこそ言ってないで、早く撮るよ！」

　唯が唇を尖とがらせながら全員を呼びつけ、風景が良さそうな一か所に集まる。

「それじゃ、皆寄って寄ってー！　……はーい、どーん！」

「どーん!?」

　微妙な掛け声での撮影に、それぞれタイミングを計りかねてしまった。

　唯のスマートフォンで今の写真を全員で確認すると、視線が揃っていなかったり半目になっていたりと散々な有様が映し出されている。

「あっはははは！　なにこれ、ひどい！　でもいい！」

「私、目を閉じ掛けましたよ！　恵那先輩、どーんってなんですかどーんって！　そんな掛け声、初めて聴きましたよ！」

「俺の顔、蕾ちゃんの脚で隠れてるんだけど」

「いいのいいの、これからまだまだ撮るんだから、こういうのも一枚ぐらいね！」

　周りから出る不平不満を、唯の笑い声が一いつ蹴しゆうし、こうして最初の記念撮影は終わった。




　景色を堪能してテントの場所へ戻ると、炭火のいい匂いが漂ってくる。見るとバーベキューコンロには赤く燃える火が灯っており、周囲には椅子がセットされているのが見えた。

「おかえり、みんなお腹すいたろー、お待ちかねのお昼ご飯だよー」

　間延びした純基の声に、期待を膨らませて何が出てくるのかを見ると、純基は「じゃーん！」と言いながら包装された正方形の物体を複数差し出した。

「……インスタントラーメン？」

　雅が手に取ってしげしげとそれを見るが、どう見てもそれはインスタントラーメンだ。

　組み上げられたテーブルの上には、紙のお椀わんと鍋なべが用意されている。

「ちょっとパパぁ、こんな所まで来てインスタントラーメンだなんて……」

　腰に手を当てて抗議する唯に、純基は困ったように笑う。

「そうは言ってもね、お昼の食材まで積める程のキャパシティが無かったんだよ。それに、自然の中で食べるラーメンは美味おいしいんだよ。登山者でもラーメン食べる人居るでしょ？　それと同じ同じ！　大丈夫、自然は最高のスパイスだから！」

「そうかもしれないけどさぁ……」

　親指を立てて一気に話す純基に、唯はまだ少し不満そうだ。

「なんかあの強引さ、親子だよな」

「分かる。けど、確かにこういうシチュエーションだと何でも美味しくなりそうじゃない？」

　苦笑いを浮かべて日向に耳打ちする雅に、日向は期待を籠こめた眼差しを向ける。

「とりあえず作ってみようよ、腹が減っては何とやら、だろ？　それに夕飯はバーベキューとカレーの豪華二本立てなんだ、お昼ぐらい軽くいこうよ」

　純基がテーブルの上にあるガスコンロに水を張った鍋を置くと、日和はバーベキューコンロを見ながら首を傾げた。

「あれ、炭火は使わないんですか？」

「うん、鍋を炭火に掛けちゃうと、黒くなっちゃって洗うの大変だし、何より時間が掛かるからね。カレーを作る時も、鍋はこっちのガスコンロを使うといい、ボンベの予備はあるから、足りなくなる事は無いと思うよ。炭火はそれ以外、網で焼いて食べる時に使うといいよ」

　へー、と感心する日和の声に、横に居る悠里と唯も納得したように頷いた。

　そうしてお湯が沸き、インスタントラーメンを大きめの鍋で人数分一気に作る。各々のお椀にラーメンが行き渡ると、純基がクーラーボックスから弁当箱を取り出した。

「それで、こっちは我が家のママさんから、おにぎりだよー」

　蓋ふたを開けると、そこには三角と丸形、俵形のおにぎりが幾つも並べられていた。

「梅じゃこ、鮭いくら、牛肉しぐれ煮。あとなんだったっけな、うーんと、草」

　草ってなんだろうと日向が眉まゆを顰ひそめて観察していると、唯が補足した。

「草ってパパ、もう……野沢菜漬けね。好き嫌い激しくて、嫌いな食べ物の名前覚えようとすらしないんだから。好きなの食べてねー、ママのおにぎり超美味しいんだよ！」

　呆れた口調で唯が純基を窘たしなめる。そして雅が一つおにぎりを手に取り、口に運ぶと目を見開いて固まる。

「雅、どうしたの？　詰まった？」

「いや……とりあえず食ってみろ、死ぬほど美味うまくて驚いた。恵那の母ちゃんなのに」

　日向の問い掛けに、雅が震えながら答える。

「こぉら成瀬、あたしのママだからってなんでそんな意外そうなのよ！」

　やり合う二人を尻しり目めに、日向も試しにと一つ手に取って食べてみると、梅じゃこの爽さわやかな風味と塩気が口の中に広がる。炊き加減も絶妙で、掛け値なしに美味しいと言えるおにぎりだった。

「ほんとだ、おにぎり一つでと思ったけど、これ凄いね……父さんの言ってた事の片へん鱗りんを見た気がする」

　家で父の仁は、純基の奥さんを才さい媛えんという一言で表していたが、それは学業方面だけではなく、家事全般にも言える事なのだろう。

「らーめんもおいしー！　そとでたべるのはたのしいねー」

「あーつっつ、ほら……ほっぺた出して、んーって」

　麵めんを啜すすった拍子にスープが飛んでしまったのだろう蕾の顔を、日和が拭ふいている。

　夏場の炎天下、爽やかな風に晒さらされながらの食事は心もお腹も一杯に満たしてくれるのだった。




　昼食を摂とり、満腹になった日向達は暑い日差しを避けるように川辺へ移動した。

　木々の間の小道を抜けると、水が流れる音が大きくなり、やがて視界には清流が広がる。

「綺麗ー！　それに、涼しいですねここ、うわー！」

　日和が歓喜の声を上げて、砂利の上をゆっくりと歩く。その後ろを悠里と唯も続き、水辺に屈かがんで手を差し込む。

「冷たい！　気持ちいいー！　ここ、水深もあまり無いし、水着とか無くても全然平気そうだね！」

　川の中に入れた手をじゃぶじゃぶと搔かき混ぜるように回しながら悠里が笑顔を咲かせると、唯も一緒になって手を川へ突っ込んだ。

「釣つり竿ざおあれば、岩いわ魚なとか釣れるのかなぁ」

　日向は水の中を観察するように、じーっと目を凝らすが、水面は陽光が反射しており魚影は見えない。隣を見ると、蕾がうずうずと日向の手を離したがっているのが目に見えたので、そっと手を離してから屈んで視線を合わせた。

「蕾、水辺は滑ったり、急に深くなる所があるから、兄ちゃんの傍から離れる時でも必ず誰かの近くに居る事。いいね？」

「はーい！」

「替えの服はあるけど、あまりじゃぶじゃぶ濡ぬれると風邪引くからな。あと、トイレが近くなったらすぐに言う事、いいね？」

「はーい！」

　二度三度と念を押すと、蕾がさーっと川辺の悠里の元へと走る。

　その姿をしっかりと観察しながら、日向も後ろから川辺へ歩いて寄って行く。

「蕾ちゃん、ほらほら、ここカニさんがいるよ。あ、指出すと挟まれちゃうからね、そっと見守ろうね」

「かにー……」

　悠里が石の間を歩く蟹かにを見つけて蕾に見せている。日向が後ろから覗のぞきこむと、悠里は「ほら、これ」と指を差して蟹の居場所を教えてくれた。同じ場所を見ていた唯が、眉を寄せて真剣に悩み始める。

「沢蟹とかって、焼いたら食べられるって聞いた事がある」

「止めなさい。見守っていた蟹が焼かれたら、蕾ちゃんのトラウマになるわよ……」

　そうしていると前方からバシャバシャと音が聴こえたので、日向が視線を向けると、靴を脱いだ日和が足首まで川に浸つかる姿があった。

「足、冷たくて気持ちいいです、この辺りなら深くなってる場所もありませんよ」

　こちらに呼びかけながら、手元で水をぱしゃりとすくい上げて、飛沫しぶきを上げた。

　ハーフパンツから覗く健康的に日焼けした素足が、器用に川の中を移動する。

「いいねー、日和ちゃん！　その脚……水辺、いいねいいね、悩殺ものだね。あーたしもいこー！」

「つ、つぼみも……」

　唯が日和を囃はやし立てながら靴を脱ぐと、蕾も興味を惹ひかれたのか靴を脱ごうとする。しかし焦ってしまって上手く脱ぐ事が出来ずにいると、横から悠里が肩を貸しながら手伝いだした。

「蕾ちゃん、一緒に入ろうね。……日向君、手を繫つないであげたら大丈夫よね？」

「うん、俺も一応傍に居るから、大丈夫だよ。悠里こそ足を滑らせないように気を付けて」

「もう……私までそんなに子供扱い──」

　靴を脱ぎながら抗議の声を発していた悠里が、その片足を砂利の上に乗せた時、一瞬バランスを崩しかける。

「おっと……！」

　慌ててその腕を日向が摑つかんで引き上げると、悠里が気まずそうに顔を向けて来た。

「い、今のはたまたま……たまたまなの……」

「うん、そうだね、今のはタイミングが悪かっただけだね」

　日向が笑顔で言うと、悠里は恥ずかしそうに蕾の手を引き、いそいそと川の中へと向かったのだった。

「こういう場所に来ると、無性に石を投げたくなるのは何故だろうな」

　悠里と蕾の後ろ姿を見守っていると、横合いから雅が声を掛けてくる。その手の中には平たい石が一つ載せられ、雅は人が居ない方向に向けて素振りを始めた。

「水切り、懐かしいね。俺も昔よくやったよ」

「だろ。三回跳ねてようやく一人前、みたいな所があったよな。俺は下手だったから一回跳ねさせるのにも苦労してなぁ。小学校の時、野球少年団に入ってる友達にからかわれた事があったよ。そんで、馬鹿みたいに練習した。……よっ！」

　掛け声と共に雅がサイドスローで石を投げると、立て続けに水面が三つの波紋を映し出した。

「お見事。雅はこういう遊びが得意な気はしてた」

「得意って程じゃないけどな。子供の頃なんて、どっちかっていうとインドアだった」

　会話しながら期待を籠めた眼差しを向けられ、日向も一つだけ石を手に取る。軽く握りを確かめて、人差し指を引っ掛けるようにして持ち直すと、水面と水平に軌道を描くように手首のスナップを利かせて投げてみせた。

「……そんな軽く投げただけで、跳ねるのか」

「速度もそうだけど、問題は回転なんだよ。最初から力を入れるんじゃなくて、手から離れる最後の瞬間、手首を戻す事で回転を加速させる事が出来る」

「なんで水切り一つなのに、お前はそんな細かい事まで知ってるんだ……」

「中学の時、美術のスケッチで河原に行った事あるでしょ？　そこで、どうすればもっと鋭いスピンを打てるか考えながら投げてたら、身体が覚えてくれた」

「いや、スケッチしろよ。スピンってテニスの事かよ……」

　呆あきれる雅と共に、日向が足元の石を川に投げていると、背後から足音が聴こえてきた。

　振り向くと、川に入っていた四人が一休みする為に川から上がってきていた所だった。

　それぞれ、衣服が濡れてしまわないように裾すそを捲まくって膝ひざまで露出している為、女子達の綺き麗れいな素足に付いた水が光を反射している。

「二人して男の子らしい遊びをやってるじゃない。あたしもやろうー！」

　一目散に唯が駆け寄ってくると、日向の隣で同じように川へと石を投げ始めた。

　その様子を疑問に思ったのか、蕾が傍に居る悠里と日和を見上げる。

「おにーちゃんたち、なにしてるのかな？」

　蕾の質問に、日和は足元の石を一つ取って蕾に見せた。

「これはね、水切りって言って……石を投げて、水の上をジャンプさせて遊ぶの」

「じゃんぷするの!?」

　驚く蕾に対し、日和は笑いながら「見ててね」と言い、蕾から見える程度の距離へと石を放つ。石は沈む事なく二度水面を叩たたいて、最後にポチャンと水柱を立てた。

「す、すごいすごい！　ほんとにじゃんぷしたー！」

「本当、日和ちゃん凄すごい！　普通に投げただけにしか見えなかったんだけど！」

　蕾と悠里の喝かつ采さいを浴びて、日和は照れ臭そうに頰を搔いた。

「……昔、その、これをよくやってる人が居て……その人の真似してたら、出来るようになっちゃってたんです」

「そうなんだ、じゃあ私にも出来るかな！　お、教えて教えて……！」

「つぼみもやりたーい！」

「コツさえ覚えちゃえば後は簡単なので、先まずはなるべく平べったい石を探して……」

　目の前で行われた実演に好奇心が湧いた悠里と蕾に、日和が指導を始める。仲睦むつまじく河原遊びをする三人を眺めながら、日向は夏の空を見上げて気持ち良さそうに目を閉じた。




　陽が段々と落ち、夕暮れに近い時間になったので、日向達は川から引き上げてテントへと戻る事にした。ここからキャンプのメインとも言える夕飯の準備がある。

　拠点では純基が火の番をしながら、優雅に長めの椅子で寛くつろいでおり、手には発泡酒らしきものが、車からはリラクゼーション系のインストゥルメンタルが流れている。

「ちょーっとパパ！　なんでお酒吞のんでるのさ！　後で温泉行けないじゃない！」

　憤慨といった面持ちで唯が純基へ詰め寄ると、純基は慌てたように缶の銘柄を指で差した。

「ちょ、ちょっと待ってよ、これこれ、ノンアルコールだよノンアルコール！」

「あ、ほんとだ。紛らわしいからやめてよ、もう！」

　恵那家親子のやり取りを見ながら、日向は食材の入ったクーラーボックスを開けて中身を確認する。

「それじゃ、食事の準備を開始しようか。俺はあっちで食材切ってきちゃうよ」

「ん、分かった。……今思えば、火を熾おこすのが早過ぎたんじゃないか？」

　昼の間に既に熾されていたコンロの火を見て雅が呟つぶやくと、純基が「雰囲気だよ、雰囲気……」と目を閉じながら呟くのが聴こえた。大人には色々と建前があるらしい。

　カレーの具材と、焼いて食べる用の素材を確認して、それぞれをテーブルに置き、幾つかの野菜をボウルに入れて、日向は炊事場へ向かった。




　炊事場で黙々と野菜を切っていると、背後から影が射すのが見えた。

　やってきたのは日和で、興味津々といった様子で日向の手元を見ている。

「日和、どうかした？　お腹空いて待てなくなった？」

「違いますよ、そんなに食い意地張ってませんもん。……日向先輩が料理する姿って、新鮮だなーと思って」

　確かに、日向が料理を作るようになったのは丁度、日和と疎遠になって以降の事だ。

　あの後から、蕾の世話をしている内に炊事の必要性が出てきたので、母に習ったり自習したりと試行錯誤を繰り返し、今に至る。

「そんな面白いものでもないでしょ、物珍しくはあるかもしれないけど」

　日向が笑うと、日和は首を横に振ってそれを否定した。

「そんな事、無いよ。……ひなた君が、今までどんな事してきたのか、知りたいもん」

　背後から掛けられる声の色が変わる。それは後輩として日向に話し掛ける時のものではなく、幼おさな馴な染じみの日和が喋しやべる時の口調だった。

「包丁、危ないよ。ちゃんと前見ないと」

　くすりと笑う日和に、日向は微笑んで前に向き直る。

「なら、日和がちゃんと美味おいしいって言えるように、頑張って作らないとな」

　日向がそう言って包丁でゆっくりと野菜を切っていると、背中にコツンと軽い衝撃を感じた。微かすかな掌てのひらの感触が、その僅わずか下に添えられるのも感じられる。

　もう一度、首だけを振り返らせると、日和がその額を日向の背中にくっつけているのが見えた。

「……包丁を持ってる人の傍に来るのは危ないって、おばさんに習わなかった？」

　冗談めかした日向の言葉に抗議するように、日和はぐりぐりと額を押し付けてくる。

　まるで猫みたいな仕草に日向は苦笑いし、そのまま夕飯の下ごしらえを進める。背中に感じる日和の体温が心地よく、夕焼けの空と相まって穏やかな気持ちで時間が経つ。

　やがて、一通りの準備が済む頃合いで、背中に響くように日和の声が聴こえた。

「……美味しいもの食べさせてね。そしたら、もっともっと元気になれるから」

　言い終えると同時に、日和はその顔をそっと離した。

「先に戻ってるね……日向先輩」

　走り去る日和の背中を見ながら、日向は彼女の髪の毛が吸った太陽の熱の、その一端が背中に残るのを感じていた。




　段々と夕方の空に、夜の色がグラデーションされていく時間帯。

　灯あかりが無ければうっすらと影法師が見える程の中で、木炭が燃える淡い赤が揺らめいていた。

　その幻想的な雰囲気に、だが一同は大自然への厳かな雰囲気を覚える事無く、残念な事にただ空腹を満たしている。

「……王手」

　雅が立っている側の網に、豚トロが一枚載せられる。すぐにその豚トロからは脂が滴り、ごうっ、と火柱が上がった。
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「………………」

　雅はその豚トロを素早く箸はしで摑つかみ、自分の皿に盛った白米の上に載せる。一部、焦げて黒くなっていた。

「うーん……次、香車、成金」

　次に唯の手によって、カルビが一枚、裏返される。

　今度もすぐ様、カルビの焼き目から脂が滴り、火柱が上がった。

「…………」

　雅はそのカルビも素早く箸で摑み、白米の上に載せた後、鎮火用の小さな氷を網の上に載せる。ジュッ、と音がして網についた炎は消え去った。

「恵那、黙って、食わせろ、頼むから……！　網は盤上じゃねぇし、肉は駒じゃねぇ！」

「えー、バーベキューってこうして火が上がるから楽しいのに、なんで取っちゃうかなぁ」

　唯の吞のん気きな一言に雅が頭痛を覚えた様子で額に手を当てる。その様子を対面から見ていた日向は、至極真面目な表情で、

「食べ物で遊ばないようにね、これは師匠命令だから」

「お、お師さん!?」

　野外に出てから唯の奇行が増長している事を懸念し、日向は釘くぎを刺しておく。しかし日向は日向で、口では唯を注意しながらもその目は真剣に蕾が食べてもいい肉を選別している。先程から焼けた肉を取り、同じ場所に半生の肉を置くという行為を通じ、網上将棋にさり気なく参加していたのだった。

「あぁっ、気付けばあたしの元には野菜ばかり……誰よこんな非道な戦術を使うのは！」

「唯……いいから、ちゃんと食べなさいよ。後からお腹空いたって叫んでも、食べる物無いかもしれないよ？」

　ぶつくさ文句を言う唯を悠里が窘たしなめた。

　やがてカレーを食べ終わった蕾が椅子から降りて日向の傍へ来ると、じっと火を見つめ始めた。完全に熾きた時の炭火の赤い光は、何故か強く惹ひかれる事がある。不思議そうに見つめる蕾を後ろからそっと抑えるように、日向は手を添えた。

「火、熱いからな。静かに見えても、しっかり燃えてるんだ」

「うん……あっついねぇ……」

「蕾もお肉焼いてみる？　こっちのトング使って……そう」

　生肉用に使っているトングを蕾に渡し、手を添えると一緒に肉を置く。ジュッという音が鳴り、肉が焼けてゆく様を、蕾は一瞬たりとも見逃さないとばかりに凝視する。

「子供の頃って、何故か火に寄りたがるのよね、なんでだろ？」

　悠里がその様子を、テーブルに肘ひじを突きながら微笑んで見守る。

「獣が火を怖がるから、本能的に人間は火に安心感を覚えるって言いますよね」

　日和が箸を唇に添えながら答える。華きや奢しやだが体育会系、その皿には肉が山を作っていた。

　カレーを食べて尚なおその食事量に、彼女の一体どこへカロリーが消えているのか、日向には謎だった。悠里も同じく日和の腰を見て「やっぱり運動かな……」と呟いているのが聴こえたが、あえて何も聴いていない様を装った。

「できたー！」

　そんな事を話している間に、両面が焼けた肉を皿に載せた蕾が、再びテーブルの椅子へ座る。自分で焼いた肉に丁寧にタレを付けて口に運ぶ。「じぶんでやると、おいしーねぇ」とニコニコしている微笑ましい光景を、その場に居る全員が眺め、口元を綻ほころばせた。

「そうそう、この後は温泉に行くんだけど、入浴が終わったらどうする？　ここは星がよく見えるから、空を見上げるだけでも楽しいよ」

　純基のその言葉に、日向は頭上を見上げる。

　まだ完全に暗くなっていない空だったが、無数の瞬きは既に見え始めている。

「あっち、小高い丘があるからさ。シート持って行くといいよ、ここから十分も掛からないから危なくないし。僕は今度こそ本物のビールを吞むから、帰ってきてからコンビニ行きたいとか言わないでね」

「はいはい、隙あらばお酒吞むんだから。潰つぶれるまでは吞まないでよ？　ここにはパパ以外には大人が居ないんだし」

　唯が腰に手をやり純基を窘める。教室の中と違い、家の中ではこんな風にやり取りが繰り広げられているんだろうと思わせる光景を見て、日向は同じ事を思ったであろう悠里と目を合わせ、思わず笑い声を洩もらした。




　それから一時間ほど食事を楽しみ、軽く食器を片付けた後に全員で車に乗り込む。

「ここから三十分ぐらいの場所に温泉旅館があってね、お風ふ呂ろだけの利用も出来るんだ」

　純基の説明を聞きながら、行きの車内と同じ配置で座席に着く。車内は荷物を降ろしている事もあり、午前中よりも広々と使えた。

　軽く窓を開け放った車内を夜風が通り抜け、炭火の熱で火照った顔が冷えていく。今日の出来事を振り返りながら雑談していると、窓の外に旅館らしきものが見えてきた。建物を視認した唯が、おおっ、と歓声を上げて振り返る。

「あれかな、結構立派だねぇ……」

　近付いて来るにつれて、その大きさが見えてくる。唯が言う通り想像よりも大きい建物で、駐車場はシーズンだからか、ほとんどのスペースは埋まっていた。運良く隅の方に一台分のスペースが空いているのを見付け、恵那家の車はそこに停車した。

「うひぃ、あっついね、早くお風呂入りたい！」

「うん。今日は一日、汗凄すごいもんね、ほんと早く入ってさっぱりしたい……」

　お風呂用の着替え等を入れたバッグを携え、車外に出た唯と悠里が顔を合わせて頷うなずき合う。すぐに日和もやって来ると、シャツの襟元を嗅かいでいた。

「私も……。炭火の臭いって結構残っちゃうんですよね、お風呂があって良かったです」

　キャンプの醍だい醐ご味みとは言え、女子はやはり気になるのだろう、逸はやる気持ちを抑えるように旅館へ歩く速度は、心なしか浮かれている様子だった。

　入口から入り、受付を済ませると大浴場までの通路を歩き、脱衣所前の休憩所に一度集まる。

「それじゃ、大体一時間後ぐらいでいいかな？　八時にここ集合で、まぁ厳密に一時間じゃなくてもいいけど、目安にね」

「はーい。それじゃ、また後でねー」

　純基と唯が時間の確認をし、それぞれが脱衣所に入って行こうとした所で、一つ問題が発生した。蕾が悠里達に付いて行ってしまったのである。

「つ、蕾、蕾！　蕾はこっち、着替えは兄ちゃんが持ってるから」

　受付の注意事項を確認すると、幼稚園児まではどちらに入っても問題無いとの但し書きがあったので、日向はすっかり蕾は男湯に入るものだと思い込んでいた。

　悠里達へ付いて行こうとする蕾の手を引くと、蕾はイヤイヤするように首を振る。

　そして悠里の鞄かばんをぎゅっと摑むと、絶対に離さないのポーズを取る。

「ゆーりちゃんたちといっしょがいい……」

　そう懇願されては日向も弱ってしまうが、母が居る時とは違い、今は日向だけだ。

　蕾はお風呂に完全に一人で入った経験が無いので、自然と誰かにお世話をお願いする事になる。どうしようかと迷っていると、日和が日向の傍に来て耳打ちした。

「平気ですよ、つっつの着替えとかなら私、おばさんがやるのを見てた事ありますし。お湯の中だけ注意すれば大丈夫ですよね？」

「……うん、子供って身体が小さいから、少しのぼせ易いんだ。顔が赤くなってきたら、足だけ浸つからせててもいいんだけど……お願い出来るかな」

「はい、芹沢先輩もいますし、全然平気ですから。日向先輩はゆっくり入って来て下さい」

　微笑んで頷く日和に、日向がバッグから蕾のタオルと着替えを出して渡すと、日和は、それを自分のバッグに仕舞い直した。

「大丈夫だってぇ、あたしも居るんだし！　この恵那さんが居れば万事解決！」

「それじゃ、日和、悠里……お願いね、また後で」

「新垣君、あたしへの対応が段々と冷たくなってきてない!?　師弟愛は何処に行ったの!?」

　ボリュームだけは感じられる胸を張って唯が主張する中、その言葉を聴くと同時に日向達は各々の脱衣所へ入って行った。




　そして女湯。広い浴室内に、女性陣の黄色い声が木霊こだまする。

「おおぉ、いい感じ……こりゃあ楽しめそうですなぁ……」

「ひろい！　ひろいおふろ！　ひとがたくさんいるー！」

　脱衣所で用意を済ませ、一目散に浴室へと入った唯と蕾が期待以上の内観に顔を綻ばせた。その後に続いて悠里と日和が中へ入る。

「蕾ちゃん、走ったら転んじゃうからね、ゆっくり歩くんだよ」

　ちょこちょこと動く蕾の動向を気にしつつも、悠里は目の前の湯ゆ槽ぶねに期待を膨らませた。少し茶色のお湯は、ナトリウム系の温泉だろうか。温泉特有の匂いが漂う中、先まずは洗い場に移動すると、三人分のスペースを確保した。蕾が日和と悠里の間に収まるように座ると、前方から悠里、後方から日和に挟まれて身体を洗われる。
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「うわぁぁ、蕾ちゃんの肌、つるつる……もちもち……子供の身体って凄い、こんなにぷにぷにしてるなんて……」

「ゆーりちゃん、くすぐったいー！」

　悠里が蕾の肌に感動して、二の腕やお腹を指先で押したり擦さすったり、時々思い出したかのようにタオルで擦って洗っていると、蕾は身を捩よじってきゃあきゃあと逃げ回る。

「あ、つっつ、動かないでー！　まだ脇腹の所が……」

　日和が動き回る蕾の腕を摑つかみ、さながら宝石を磨くかのように真剣に蕾の身体を丁寧に擦っていく。それでも時折触れる蕾の身体に、やはり悠里と同じく「うわ……柔らかい」と声を上げている。

「よし、あたし終わり！　お先っ」

「あ、ゆいちゃんずーるーいー！　つぼみもいくー！」

「蕾ちゃん、走っちゃ駄目だよ、転んじゃうから！」

「せ、芹沢先輩待って下さい！　私達自分の身体洗ってませんよ！　……さ、騒がしくしてすみません、すみません……！」

　洗い場から浴槽へと唯を筆頭に騒がしく移動しながら、日和は周りで身体を洗う他の利用者達に頭を下げて回るのだった。




　一方、賑にぎやかな女湯と違い、男湯は至って静かな入浴となっていた。

　高い壁の向こうから僅わずかに聞こえる声に、湯槽に浸かっていた雅が天井を見上げた。

「……あっちは随分、賑やかにやってるなぁ」

「うん。周りの人に迷惑掛けてないといいけど……」

　日向が心配そうな声で言うと、傍で同じく湯槽に浸かっている純基は軽く笑って、日向へと向き合った。

「大丈夫さ。子供っていうのは、親が思ってる以上に色々と考えたり出来るもんだよ。蕾ちゃんは特に、しっかりしているからね。心配な気持ちは分かるけれど、うちの娘達に任せてゆっくり休んで大丈夫さ」

　純基の言葉に頷いたものの、やはり気になって日向は男湯と女湯を区切る壁を見た。

「蕾と、それに皆を信用していない訳じゃないんですけど……蕾と離れて行動するのって、家族に任せる時以外は久し振りで」

「落ち着かない？」

「そう、ですね……落ち着かないというか、変な感じです。いつも一緒だったので」

　言いながら、日向は自分で言った言葉に自分で納得する。落ち着かないという表現は、確かに今の自分に当て嵌はまると思えた。蕾の傍に付いているようで、実は蕾が自分の傍に居てくれていたような。

「分からないでもないけどね、僕もまだ小さかった唯ちゃんが友達と遊びに外に出た時、心配で心配で仕方なかった事があったよ。ママに拳げん骨こつ落とされて『父親ならどっしり構えてなさい』って言われちゃった。いやぁ、あれは痛かったなぁ」

「恵那の母ちゃんって、聞いてるだけでも相当な強キャラだよな」

「他人ひとの母親にその評価はどうかと思うけど……まぁ、言わんとしてる事は分かるよ」

　純基の昔話に日向と雅が苦笑いしていると、再び壁の向こうから賑やかな声が聴こえてくる。子供の声と、複数の女性の声……恐らく悠里達だろう。

「なぁ日向。俺達、今同級生の女子達と風呂に入りに来てるんだよな。……これってよ、普通に考えてかなりのリア充イベントじゃないか」

「まぁ、そうかもね。でも、個人的にはその事よりも……」

　雅の言葉に同意しつつ、日向は隣で気持ち良さそうに目を閉じてにこにこと笑う純基に目を向ける。

「まさか今日会ったばかりの恵那さんのお父さんと一緒に、お風呂に入るなんて想像してなかったから、そっちの方が驚いてる」

「あぁ、確かに」

　日向と雅が頷き合うと、純基はその視線を受けて何を勘違いしたのか、ガバッと立ち上がると拳こぶしを握ってみせた。

「おっ！　二人とも、お風呂の一大イベントでもやる気かい！　いいね、それこそ男子学生！　さぁ、僕の事は気にせずにあの気高いリビドーの壁を今こそ昇るといい！」

　男女の浴場を隔てる壁に向かい指を差す純基に、二人は改めてこの人物が恵那家の父親である事を痛感した。




　その後、きっちり一時間を温泉で過ごし、休憩所で休んでいた日向達の元に女性陣も続々と戻って来た。

「はぁー気持ち良かったぁ……キャンプの後のお風ふ呂ろって最高だね」

　悠里がタオルを首に巻きながら恍こう惚こつとした笑みを浮かべ、傍にある椅子に座る。

「本当、いいお湯でした。恵那先輩がセクハラして来るのを躱かわすのに忙しかったですが」

　日和がそう言いながら横目で唯を見ると、当の本人は下手くそな口笛を吹きつつ自販機へと向かっている。

「蕾ちゃん、すっごい肌がすべすべなの……もちもちで、お腹とか二の腕とか、もう凄すごい、子供の体って凄い。ずっと触っていたいぐらい……もちもち……すべすべ……」

　悠里が気に入ったのはお風呂だけでは無かったようで、口元がだらしなく開いている。

「でしょ。マシュマロとか、お餅みたいなんだよね。五歳になってから少し肉質がしっかりしちゃったけど、三歳の頃とかは更にもちもちだったんだよ……」

「この状態よりも更にもちもちなの!?　いいなぁ、今日はずっと蕾ちゃん抱っこして寝てみようかなぁ……」

　完全に眉まゆ尻じりが下がった悠里と過去に思いを馳はせる日向が、互いに『蕾のお肌もちもち議論』を繰り返す光景を見た日和は「ダメだこの人達、早く何とかしないと……おいで、つっつ。あっちでジュース飲もう」と、蕾の手を引いて自販機コーナーへ向かうのだった。
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　現在時刻は午後八時三十分。

　温泉からテントへ戻った日向ひなた達は現在、純じゆん基きから指定された場所へ向かっている。

『さ、ここからは若者達の想い出作りの時間だ。あの道を真っ直ぐ行くと小高い丘があって、その辺りが星を見るのに絶好のスポットらしい。途中までは街灯があるけれど、途中の道からは真っ暗になるからね。ちゃんと懐中電灯を幾つか持っていくといいよ』

　そういう純基の手元には、既にプルタブが開けられた缶ビールが握られていた。

『そうだ、一つだけアドバイスをしておくね。道中、絶対に空を見上げない方がいい。前を向いて歩いていれば、そりゃ視界には入るだろうけど、なるべく前と足元だけを見て歩くんだ。だからくれぐれも、転んだりしないようにね』

　そう言って、一人荷物番をするという純基を残し、日向達は準備もそこそこに夜道へと繰り出した。

　進む小道は周囲に灯あかりが無く、手元のフラッシュライトだけが足元を照らしてくれる道みち標しるべになっている。辺りにはキリギリスか、鈴虫かと思われる鳴き声が木霊している。

「はー、ここら辺は夜になると涼しくていいですね……風が気持ちいいです……」

　手元にアイスバーを持った日和ひよりが穏やかな声で呟つぶやくと、同じようにアイスを振りかざす唯ゆいは、脇に広がる森の樹々を見て戦々恐々としていた。

「でも森の中はおっかなそうだね……あたし怖いのはダメだなぁ、理解出来ないものって怖くない？」

「私は時々、唯が理解出来なくなるけど怖くは無いわよ？」

「その例えはおかしいよね？　え、あたしそんな理解不能な事してる？」

　唯と悠ゆう里りがじゃれ合うようにやり取りをしている後ろから、日向と歩いている雅みやびは周りを見渡した。

「ほんと暗いな、この辺り。蕾つぼみちゃん、兄ちゃんから離れるなよぉ、迷子になるぞー」

「うん、わかってる！」

　雅の言葉に大きく頷うなずいた蕾が、日向の手を強く握り返してくる。

　そのまま歩き続けて五分程し、周りには何もない開けた丘にやって来た。そこで停止すると、日向は一同に声をかけた。

「……そろそろいいかな？　ここら辺なら、十分見えそうだね」

「あ、良さそうですね。それじゃ、これ敷いちゃいますね」

　日向が言うと、一同は立ち止まり、シートが二枚ほど展開されていく。

　そうして、片方のシートには女性陣が、もう片方に男性陣が座ると、早速の天体観測の開始となる。日向が手元の光源を消すと、他に懐中電灯を持って歩いていた雅と唯も同じく光を消し、辺りは僅かな月の光で照らされる濃い藍あい色いろのような景色に移り変わった。

「いよっしゃーテンション上がってきたね！　総員目を瞑つぶれー！　そして寝転がれー！」

　唯の掛け声が響き渡ると、それぞれがシートに寝そべるガサガサッという音が暗闇に鳴り響いた。辺りからは木々の中からか、夏の虫が鳴く声だけが微かすかに聞こえる状態となる。

　とても静かで、目を瞑っていたら周りに誰も居なくなっていたという錯覚を日向が覚える頃。




「……ゆいちゃん、まだぁ？」

　蕾の少し不安そうな声が聞こえてきた。

「唯、あんまり溜ためてないで早く早く！　蕾ちゃん怖がってるから！」

　悠里が叱しつ責せきする声が聞こえると、辺りを包んでいた少し緊迫した空気が弛し緩かんする。

「あはは、ごめんごめん、頭の中でドラムロール鳴っててさ……それじゃ、御開帳ー！」




　唯の一言で、日向はゆっくりと目を開いた。開いて、息が詰まった。

　視界に瞬くのは、数えきれない星と、月と、それだけだった。




　視界の両端にさえ、夜空以外何もない。




「うっそぉ……」

「うわぁ…………」

「うわー！」




　悠里と日和の呆ぼう然ぜんとした呟きが聴こえ、その後から蕾の歓喜した声が続いた。

　日向の隣から、雅の「うおぉ……」という微かな声が聞こえてくる。




　その声を聞きながらも、日向は一言も言葉を発せないでいる。ただただ広がる、目の前の光景に圧倒されていた。

　大小様々な星々が、ちかちかと明滅している様は、生き物のような息い吹ぶきすら感じられる。

　黄金に輝く半月も、優しく光を放ち、暗闇に慣れた瞳ひとみが見る世界を少しだけ照らしてくれた。

（この光景は、いつか……見た事がある。あれはいつだったっけ……俺が小学生の時、父さんと母さんと、まだ三人家族だった時の……）

　幼い頃、家族で行ったキャンプでも、こんな夜空を見上げた事があった気がするのだ。

　炭火の煌こう々こうとした赤が父親の顔を照らし、日向も熱で熱くなった顔を上げた時に、こんな星空を見て心を奪われた事を思い出した。




「夏の星座って、何がありましたっけ……」

　心ここに在らずといった声色で、日和が呟くのが聞こえる。それは答えを欲している訳ではなく、ただの独り言だったのかもしれないと思う程、か細い声だった。

「……分からなくても、いいよ」

　気付けば、心の中にあった声をそのまま口に出していた。星座を知らなくても、構わないと思えた。ただ、そこにある星々を見ているというだけで、こんなにも厳かな気持ちになれるのだ。

「うん、そうかも。そうですね……」

　日向の声が届いたのか、日和が微かに笑う気配と共に。

　暫しばらくの間、ただ星空を見上げ続けた。




　どのぐらいそうしていただろうか、不意に悠里の声が聞こえてきた。

「あ……蕾ちゃん、寝ちゃった」

「おっと……」

　日向はゆっくりと身体を起こして、悠里達のシートへ向かう。

　既に向こうの三人は起き上がっており、寝入ってしまった蕾の寝顔を覗のぞきこんでいる。

「かーわいー、新あら垣がき君じゃないけど、天使だねこりゃ……」

　唯が眉尻を下げて笑い、蕾の頰を人差し指で軽く突つついた。弾力のある頰肉が、唯の指を押し返すのが見えて、唯は益ます々ます破顔する。

「今も可愛いけど、小さい時はヤバかったですよ。寝顔なんて一日中見ていられるぐらい」

　日和も、蕾が起きないように囁ささやくような声を発した。

「そろそろ戻るか、布団に寝かせてあげないと」

　日向が蕾を抱き上げて立ち上がると、雅は日向の持っていた懐中電灯を拾い、悠里へと渡した。

「俺が先導するから、芹せり沢ざわは日向の足元照らしてやってくれ」

　敷いていたシートを片付けていた悠里は雅の言葉に頷くと、日向の前を歩き始めた。

「うん、分かった。それじゃ、行こうか日向君」

「ごめんね、宜よろしく。悠里も足元に気を付けて」

　先に歩き出した悠里の後を追うように、日向も歩き出した。

「あたし帰ったらアイス食べたくなってきたなー、成なる瀬せぇ、後で一本買ってきてー」

「いや、自分で買えよ……っていうかいい加減に腹壊すぞ、お前。いや、むしろ壊せ」

　馬鹿なやり取りも、少しだけ声が潜められている。

　往いきとは違った帰り道、今度は星空を見上げながら一同はテントへと歩き続けた。




　テントに戻った後、蕾は悠里達によって女子用のテントへと運ばれて行った。女子達はそのまま寝る為の準備をしているのか、まだ中に居る様子だった。

　外の椅子で身体を休める日向の向かいに座る純基は、炭火の状態を確認しながらビールを吞のんでいる。

「天体観測は成功だったみたいだね。皆、いい顔していたなぁ」

　赤い炎を見つめながら語り掛けてくる純基に、日向は一度空を見上げて、先程の光景を思い出しながら言った。

「凄すごかったです……なんか、それしか言えない感じで」

　日向の言葉に、純基は頷いて答える。

「いつも、どこにでもある筈はずの風景も、見ようとしなければ、どんなものだったか忘れてしまう。偶にはこうして、ただ見る事だけを目的にするのもいいもんだよ」

　純基の言葉は、星を示しているかのようで、また違った事を話しているようにも思えた。

「子供の頃、あんな星空を見た事があります。……まだ、蕾が生まれていなかった頃に父にこうして、キャンプに連れて行って貰もらいました」

「そっかぁ。仁ひとしの奴、本音では一緒に来たかっただろうなぁ。大人になるとさ、やりたい事とやるべき事ってのが、なかなか一致してくれなくて。子供の頃に早く大人になりたいと思うのと同じ、大人になると子供に戻りたくなる時があるんだ。だからまぁ、日向君達も今は目一杯、子供である事を楽しむといい」

　ここからでは、少し見え辛づらくなってしまった星を見上げて、純基は子供のように笑う。

　この人もまた、ここに童心を取り戻しに来たのだろうか。

　父の仁も時折、家で子供みたいな悪戯いたずらをして母に叱られていたりする。だからこそ二人は気が合うのだろうと日向は感じた。

「それじゃ、僕もそろそろ寝るよ。火はこのままでいいよ、寒かったら足すといい、朝方には勝手に消えるからね」

「はい、おやすみなさい。今日はありがとう御座いました、また明日あしたもお世話になります」

　空になった缶をゴミ袋に入れて車へと向かう純基に、日向は頭を下げると、じんわりと熱を放つ炭火をぼんやりと見つめ続けた。




　日向が一人で火の番をしていると、蕾以外のメンバーが続々とテントから出てきて、バーベキューコンロを取り囲むように椅子を並べて座った。

　爛らん々らんと光る赤い炎の周りに集まった一同は、それぞれが手に飲み物の入ったコップを持ち、中央の火を眺めている。

「……なんか、こんな所にこのメンバーで来るなんて、不思議な感じだよね」

　唯が発した一言に、それぞれが頷いて返す。

「家族で来た事はあっても、同級生や後輩とキャンプってのもなかなか無いよなぁ」

　雅も火を見ながら、笑い声混じりに同意する。その言葉に思う所があったのか、日和がすっと立ち上がり、丁寧にお辞儀をした。

「今日は私も一緒に連れてきて下さって、ありがとう御座いました……凄く充実してて、多分普通に過ごしていたら、皆さんとも仲良くする機会が無くて……だから、ありがとう御座います」

「い、いいっていいって！　日和ちゃん来てくれて、すっごい楽しかったし！　あ、でもお礼って事なら、あたし日和ちゃんと新垣君の馴なれ初めが聞きたーい！　ここまで深く聞いて来なかったけど、小さい時からの幼おさな馴な染じみなんでしょ？　二人の距離って想像以上に近い時あるし、なんか若干通じ合ってるっぽい雰囲気あるし……一体どういう経緯で、どういう関係なのか、すごい興味あるんだけど！　だよね、悠里！」

　日和のお礼に照れたのか、唯はわたわたと両手を振り回しながら、何とか話題を変えようとそんな事を言い始める。

「え!?　わ、私は……ちょっとだけ、気になる……かも？　あ、でもほらやっぱり、聞かれたくない事とかってあると思うし、言いたくないなら無理にとは……」

　急に話題を振られた悠里がしどろもどろになりながらも、ちらちらと二人を見る。

　話題の渦中にされた日和は、悠里と唯の視線から逃れるように、困った表情で日向を見た。嫌がっているというより、どう受け答えすればいいのか分からないといった様子の日和を見かねて、日向は「うーん……」と若干考える姿勢を見せた。

　特に日和とのこれまでには隠すような事も無いのだが、一部……そう一部、最後の最後だけは日和のプライバシーにも関わるので、日向は勝手に了承する事もせず、日和の判断に任せるという意思を籠こめて頷うなずく。

　日向の意図を正しく受け取った日和は、ふうと一つ溜ため息いきを吐くと、過去を思い出しながらぽつぽつと語り始めた。

「そうですね……ええと、私が初めて日向先輩と出会ったのが、私が転校して来た小学四年生の時ですね。テニススクールで一緒になりました」

「日和ちゃん、転校組だったんだ？　……っていうか新垣君ってテニスしてたの!?　ずっと帰宅部で蕾ちゃんの子守りしてたんじゃないんだ!?」

　早々の唯からの横よこ槍やりに、日向は口を付けていたコップを離し、苦笑いしてみせた。

「帰宅部は高校からなんだけど、わざわざテニスしてましたって吹ふい聴ちようするのも変だったし、言うタイミングというか、機会が無くて……」

「まぁ、そりゃそうよね。ごめんごめん、日和ちゃん続けて」

　頭を下げる唯に日和がこくりと頷き、再び口を開く。

「はい。それで、私はその……自分で言うのは恥ずかしいんですけど、スクールでは結構上手うまい方だったんです。だから同じ女の子の練習相手では釣り合いが取れなくて、それで男子の……日向先輩が私との練習相手に抜ばつ擢てきされたんです、それが始まりですね」

　あまり自分の事を誇示したがらない日和は、少し肩身を狭くしていた。

「……スクールで結構上手い日和ちゃんで、その相手が日向君？　って事は、日向君も結構上手いんだ？　中学でも二人が仲良くしてたって事は、日向君も中学ではテニス続けてたの？」

　今度は悠里が意外そうな目で日向を見る。

「うん、中学校まではね、引退した後は全然やらなくなったけど」

「へー、今の姿からじゃ全然想像付かないわー……でもそう言われると、割と身体つきがしっかりしてるのよね。そういえば成瀬とも中学からだもんね、成瀬は知ってたんだ？」

　コンロに炭を足していた雅は、唯からの問い掛けに手元の軍手を外しながら頷く。

「そりゃ勿もち論ろん。俺が日向と知り合った頃は、こいつ真性のテニス馬鹿だったからな。それがどういう訳か、気付けば色々話すようになってて……何が理由だったかは忘れた」

「そうだね、俺もなんで雅と仲良くなったのか思い出せない」

　雅の言い分に日向も同意すると、二人は顔を合わせて笑い合った。

「ふーん……確かに、仲の良さって出会いじゃないんだよねー、仲良い人ほど、どうやって知り合ったか覚えてないのは分かるなぁ。……で、新垣君のテニス成績はどれ程？　結構強かったんでしょ？」

　唯が手元のコップに氷とサイダーを注ぎながら日和に訊きくと、日和は、

「結構強いどころか、一昨年おととしの中学選抜戦なんか……！」

　そこまで言うと、我に返ったかのようにハッとなり、申し訳なさそうに日向を見た。

「いい所まで行ったんだけど、最後に足を捻ひねってね、それで何とか試合は続行したんだけど、結局負けちゃった」

　日和の視線を受けて代わりに答えた日向に、日和が悲しそうに視線を下げる。二人の雰囲気に何かを感じ取ったのか、一同の間には僅わずかな沈黙が流れる。

「……おや」

　虫の鳴き声だけが聞こえる中、不意にテントの入り口が開けられる音がして日向が振り向くと、テントから蕾が顔を出しているのが見えた。

「……みんな、ずるいー」

　身体を半分程、外に出している蕾が目を擦こすりながら呟つぶやく。

　唐突な一言に、その場に居る全員が堪こらえきれずに笑い出した。

「ず、ずるいって、つっつ……どうしたの、夢でも見ていたの？　寂しくなった？」

　歩み寄ってそっと視線を合わせる日和に、蕾がぎゅっと抱き着いた。日和がその背中を何度か擦さすっていると、少しして蕾の手がだらりと力なく垂れる。

「……寝ね惚ぼけてたみたいだね。ごめん日和、もう一度寝かせておいてくれる？」

「はい、大丈夫です。任せて下さい」

　近くで蕾の様子を確認した日向に、日和は頷いてそのままテントの中へと入る。その場に残った四人は顔を見合わせると、蕾を起こさないように静かに笑った。

「そろそろテントに入ろうか、俺が片付けるから、後は寝ててもいいよ」

「うん、そうだね。結構いい時間……。じゃあ、お願いします。私も蕾ちゃん見てくる」

　最初に悠里がテントへ戻り、続いて唯も周りのコップ等を片付けて、テントへ向かう。

「それじゃ二人とも、おやすみー……覗のぞくなよ？」

　にやにや笑いながらテントへ入る唯を、日向と雅が揃って掌てのひらを振って見送る。

「雅も先に寝ててもいいよ。俺はちょっと目が冴さえちゃったし、蕾がまた起きたら困るから、もうちょっとだけ起きてる」

「そうか？　分かった、それじゃ先に寝かせて貰うかな」

　よっ、と掛け声と共に雅は立ち上がると、テントの入口を開けて振り返った。

「……覗くなよ？」

「踏んでもいいなら、テントの中でも目を瞑つぶってるよ」

　日向とのくだらないやり取りを済ませ、雅はテントへ入って行った。




　その後も暫しばらく、一人になった日向は火の赤さを楽しみながら静かに星を見続けた。

　火の番をしながら三十分程が経過した頃、女子用テントの入り口が音を立てて開き、中から悠里が出てくるのが見えた。

「あ……日向君、まだ起きてたんだ……」

　目を擦り、欠伸あくびをしながら靴を履いた悠里は恥ずかしそうに口元を隠した。

「悠里、寝てなかったの？」

「う、うん……ちょっと、お手洗い行きたくなって……」

　そう言われて、日向は周囲の景観を見渡す。トイレは設営地の傍にもあるが、ここら辺のものは虫が多く、不慣れな女性ならばオートキャンプ場のレストハウスに設置されているものの方が綺き麗れいで使い易い。

「ハウスの方に行くんだよね、付き添うよ」

「いいの？　懐中電灯あれば大丈夫かなって思ったけど……一緒に来てくれるなら、助かるな」

　日向は鷹おう揚ように頷き、フラッシュライトを片手に持つと、それを悠里に見せながら笑って言った。

「これ、買っておいて良かったでしょ。変な人が出ても平気なやつ」

　駅前のモールに事前準備で行った際、蕾の護衛用にと冗談で言っていたものだ。

　なんだかんだで購入してしまっている辺り、果たして冗談なのかは本人以外には謎だったが、日向としては半分冗談半分本気である。

「もう……普通のライトでもいいのに。でも確かに安心だね」

　そうして日向と悠里は連れ立って夜道を歩きだした。




　ライトが照らす足元は、流石さすがに光源が小さくてあまり離れると足元を見失う。

　その為か、いつもより悠里と距離が近い。手が時折触れ合うのを日向が感じていると、悠里も同じなのか、距離を離しては近付きを繰り返していた。

　やがて灯あかりの付いているレストハウスに辿たどり着くと、日向と悠里はロビーの中央にあるベンチの傍にやって来た。

「それじゃ、ここで待ってるから、急がなくていいからね」

「うん、ありがとう……ごめんね」

　恥ずかしそうに女子用トイレへ入って行く悠里を見送ると、日向はロビーの中を軽く見て回る事にした。

　ロビーは閑散としており、他には誰も居ない。自販機から聴こえてくるブブブ……という人工的な音と、電灯にぶつかる虫の音が響く中、日向は壁に掛けられた掲示板に貼られたポスターに目をやった。そこにはラフティングやスノーモービルなど、四季に合わせたアクティビティが紹介されており、写真の中の子供達は皆笑顔でピースサインを向けていた。その写真を微笑ましく眺めていると、やがて戻って来た悠里がいつの間にか傍に来ていた。

「日向君、お待たせ。何を見ていたの？」

「あぁ、うん。これ面白そうだなぁ、って」

「興味あるんだ？　なんだか日向君がこういう物に興味を示すって意外だけど……割と身体動かすの、好きだったりする？」

「いや、俺がというよりも蕾が、こういうのしたら楽しんでくれるかな、って」

　日向がそう答えると、悠里が口元に手を置いて肩を揺らした。

「……ふふ、やっぱり、そんな感じの顔してたもんね。安定のお兄ちゃん顔」

　笑う悠里と一緒にロビーから出る。二人でまた暗闇の中を進んでいると、「そういえば」と日向は悠里に声を掛ける。

「蕾が居ない状態で、二人だけで歩くのってかなり珍しいよね、学校以外じゃさ」

「確かに、そうかも。気が付いたら結構色んな所行ったり、出掛けたりしているのに、二人だけで歩くのがこういう時だけって、ふふ……」

　肩を揺らして悠里が笑うと、先程のように日向の傍に寄ってくる。

「多分この先もまだまだ、今じゃ予想出来ない事が起こるんだろうね。唯がどこかに行くぞーって言い出したり、そうじゃなくても、何処かに出掛けたり、遊んだり」

　一つ一つ数えるように、この先の事を語り出す。それは予想しているというより、未来にある何かを期待している様に聴こえた。

「不思議だな……」

　だからなのか、日向が呟いた静かな声は、少しだけ遠くから響くように悠里へ届いた。

「なんか、明日あしたにはこれが終わっちゃうなんて、ちょっと寂しい気がするんだ。去年とかは、何もない夏休みでも十分だったのに、今は物足りないと思っている事が」

　日向が足元を見ると、手に持つ確かな光がそこを照らしてくれている。その光に友人達を重ねて、日向は続けた。

「悠里と会って、恵え那なさんと話すようになって、雅もまた一緒で、ちゃんと蕾も居て…そして日和と、またこうして一緒に居られるようになって」

　純基は言っていた。いつもある風景でも、見る事を目的としなければ、忘れてしまうものがあると。

「悠里と出会ってから、色んな事が連鎖して、誰かと繫つながって、それが重なって……今こうしてここに居る事が、不思議なんだ」

　そう言って静かに笑う日向は、いつも通りの少しだけ大人びた表情で。

　悠里は何故か、それが凄すごく気に入らなかった。

「不思議な事なんてない……」

　日向の事は、日向にしか決められない。始まりが優しさで、その行動も本物で、日向が蕾に与える愛情も本物だという事を、悠里は十分理解しているつもりだった。

　だけど、本来は享受して然しかるべき事を、彼は不思議だと言い放った。

　それが、悠里には何よりも気に入らなかった。まだ、彼は一歩引いた所から自分達を眺めているのだと気付かされてしまうから。

「だから、これからまだまだ、沢山遊ぼうね。時間が足りなくなるぐらい」

　悠里は先程よりも半歩だけ日向に寄り添う。

「皆と一緒に、高校生をするの。一人じゃ出来ない事を、皆で一緒にやるの」

　ほとんど肩が密着するぐらい寄ってくる悠里に見上げられ、その端整な顔立ちから覗く真剣な瞳ひとみに気け圧おされる。

「ゆ、悠里……近い近い……もう少し離れて」

「あ、夜道なのに日向君は女の子に離れて歩けって言うんだ、ふぅん……」

　今までの大人びた表情が歳相応の少年みたいになった日向に、悠里の中で僅かな悪戯いたずら心が湧いてくる。言われた通りに悠里は一歩後あと退ずさると、ほっとした日向の油断を狙うようにして、その背後に回り込んだ。そして少しだけ高くなる動どう悸きを抑えつつ、思い切って日向の背中に覆い被かぶさる。

「ちょっと、悠里……？」

「つ、蕾ちゃんみたいな事をすると、日向君がどう反応するかなと思って……」

「何それどういう経緯でそうなったの!?　そ、それよりも、お……おもぐおっ」

「最後の台詞せりふを言ったらこのまま首を絞めるからね」

　慌てて口を噤つぐんだ日向は一度悠里を背負い直し、日向の背中に収まった悠里はどことなく満足気な表情をすると、二人はそれからも他愛のないやり取りをしながら夜道を進んだ。
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　朝方、テントの中からでも感じられる陽光を受けて日向は目を醒さますと、隣でまだ寝ている雅を起こさないよう、そっと外に出る。

　微かすかに朝露に濡ぬれた足元の茂みを確かめるように歩き、うっ、と一度身体を伸ばすと、慣れない寝床での睡眠の影響か、身体の節々が音を立てた。

　女子のテントからは、声は聞こえないが誰かが動く気配がする。

　女の子は朝の準備が大変なのだろう、寝起きの顔を見られたくないと、身支度に時間が掛かるのかもしれない。そう思っていると、テントの入り口が開いて唯が顔を出した。

「……おはょ」

　半分据わっている唯の両目が日向を捉とらえると、続いて辛うじて聞き取れるぐらいの低い声が聞こえて来た。

　先程の日向の予想をしっかりと裏切り、その頭部には思いっきり寝癖が付いている。

「恵那さんおはよう。眠いならまだ寝てたら？」

　思わずそう言ってしまうぐらい、寝起きの機嫌が悪そうな唯に告げると、唯は洗面道具が入っているであろう小さいバッグを持ち上げた。

「……顔洗ってくる」

「行ってらっしゃい、シャツまで濡らさないようにね」

　のそりのそりとゾンビの様に歩いて行く唯を見送る。

　そして野菜の入ったクーラーボックスから幾つかの食材を手に取るとボウルに移す。今朝の献立は豚汁の予定だった。

　日向が炊事の準備をしていると、再び女子テントから誰かが動く気配がする。暫くゴソゴソと音が聞こえていたが、やがてそこに彼女達の声が交じり始めた。

『あ、お早う御座います、芹沢先輩。身体痛いですね……』

『日和ちゃんおはよう。うん、首とかバキバキ……でも蕾ちゃん抱っこして寝るの気持ち良かったぁ』

『つっつ、まだ寝ちゃってますね……昨日沢山遊んだから、疲れてたみたい』

　耳を澄まさないと聞き取れない程の声量なのは、蕾を起こさない為だろう。

　盗み聞きのような状態になるのも体裁が悪いので、意識を手元の鍋なべに移して炊事に没頭していると、やがて唯が戻ってきた。

「よし、新垣君、あたしも朝食作り手伝うよ。何すればいい!?」

　洗面を終えて心持ちシャキッとした表情の唯が手伝いを申し出てくれるが、残念な事に既にやる事がほとんど無い。

「えーと……そうだなぁ、じゃあ灰汁あくを取ってくれる？」

「分かった、他には!?」

「他には……何もありません」

「えぇー……」

「手間が掛からないように豚汁にしたから、元々そんなにやる事は無いんだよね……」

　味み噌そを入れる手間すらも任せると、日向のする事が何も無くなってしまうのだ。

　張り切ったものの手伝える事がほとんど無いと知った唯が、肩を落としながら灰汁取りを始めた。

「あまり手伝える事無いのが悔しいけど……こうして二人で共同作業すると新婚さんみたいね」

　しおらしい言い方でちらちらと上目遣いをする唯は、本性を知らなければ可愛い同級生だと思えたのかもしれない。日向の目には、きっちりとニヤついている口元が見えている。

「二に番ばん煎せんじのネタを使うとは、恵那さんの芸も質が落ちたね」

「新垣君のツッコミが最近鋭さを増してきた!?」

　二人で馬鹿なやり取りをしていると、今度こそ女子のテントから蕾を連れて悠里と日和の二人が出て来た。こちらは先程の唯とは違い、寝癖は一切ない。

「おはよう、朝食はもうちょっとで出来るから、待ってね」

「悠里、日和ちゃん、蕾ちゃんもおっはよー！」

　日向達が声を掛けると、日和は日向の手元を見るなり慌てて頭を下げた。

「お早う御座います。先輩！　朝ご飯、準備手伝わなくてすみません！」

「いいよ、こういうのは任せてくれて。それより、蕾を寝かせてくれてありがとう、大丈夫だった？」

「はい、全然平気でしたよ。寝相もいいし、あれから途中で起きる事もありませんでした」

「おはよう。あぁいい匂い……。二人とも、ご飯の支度、任せっぱなしでごめんね」

「いいのいいの、あたしが悠里に恩を売れる数少ない機会なんだし。食事関係は、新垣君とあたしの黄金ペアが居れば十分なのよ……ね？」

　唯はおたまを持ち上げてみせると、ぐいっと日向の片腕を引き寄せる。日向は腕に触れる微かな柔らかい感触を極力気にしないようにし顔を背けた。

「そうだね、後十五分でも早く起きてくれてたら楽勝だったね」

「辛しん辣らつ……早くも師弟関係に罅ひびが！」

　実際には日向一人でも十分事足りるのだが、以前見た唯の手際はなかなかのもので、もしもう少し早く来てくれていれば、日向の負担は大幅に減っていたであろう。しかしそれを唯に伝えた場合、それはそれで面倒な反応をされてしまいそうだった。

　日向達が掛け合いをしている中、蕾は周りを見渡して一人だけ其そ処こに居ない人物に首を傾げた。

「みやびくんはー？」

「まだ寝てるんじゃないかな。蕾……兄ちゃん起こす時のあれ、やってきていいよ」

「わかったー、おこしてくる！」

　日向が男子用テントを見据えて蕾に指示を出すと、蕾がテントに駆け寄って中へ入って行く。

『みやびくん、あーさーだーよー！』

『……ごうっふぉ！』

　バスン、と寝袋の空気が一気に抜ける音と共に、雅の悲鳴が聴こえてくる。中で何があったのかを想像出来た悠里が、日向に恐る恐る訊たずねた。

「……日向君、あんな起こし方されてるの？」

「まさか。たまに寝坊した時だけだよ。お陰様で最近はしっかり起きられるようになったけど……」

　手元に持った味噌を鍋に入れながら、日向は苦笑いを浮かべた。




　その後、車で寝ていた純基も起きてくると、全員揃った所で朝食を摂とる。メニューは豚汁だけだったが、鍋一杯に作ったお陰で十分な満足感が得られた。

「今日はこの後、お昼前には此こ処こを出るんだけど、まだ時間はあるから最後に何処かで遊んできても大丈夫だよ」

　純基が空になったお椀わんをテーブルに置き、時計を見ながらそう言った。

　日向達は昨日散策した際の事を思い出しながら、何処に行こうかと相談を始める。

「サイクリング、アスレチック、釣り……他にも結構ありましたよね？」

　日和が指折り数えていくと、悠里も「うーん」と場内を見渡しながら考え始める。

「一応ラフティングとかもあったけど、今からすぐ遊べるものではないわね」

　それぞれどうしようか考えていると、蕾が手を挙げた。

「あすれちっく！　みんなとあそこであそびたいよ！」

　発せられた声に、一同は顔を見合わせて頷うなずく。

「うん、そうしよっか！　時間まであそこで遊んできましょ！」

　悠里が手を合わせて微笑むと、蕾が両手を挙げて喜びを露あらわにした。

　そうして朝食の後片付けをし、テントを畳んで荷物をあらかた車に積んだ後にアスレチック公園へ移動する。

　アスレチック公園に着くと、あちこちに家族連れや子供達の姿が見える。少数ではあるが、大学生と思われる人達の姿もある。

「おぉぉ……こういうの久し振りでテンション上がる！　あたしこういうの大好き！　さぁ、怪我しないよう気を付けて遊びましょうか！」

「お前が一番気を付けろと、今此処に居る誰もが思ったと感じるんだが」

「ゆいちゃん、まわりのひとに、めいわくかけないようにあそんでねー」

「ぐっ……蕾ちゃんまで……」

　左右に立つ雅と蕾に出鼻を挫くじかれつつ、唯の先導で日向達は遊具へと向かうのだった。




　船の形を模した遊具の下で様子を窺うかがっていた日向に、頭上から声が掛けられる。

「おにーちゃん、こっちこっちー！」

「あ、蕾ちゃん、あんまり乗り出したら危ないからね！」

　見上げると、甲板を模した場所に蕾が見え、その傍らには悠里が付き添っていた。

　付近では唯が例の自撮り棒で自分達を写真に収めている。

「ふふ、楽しそうですね。こういう遊びをするの、懐かしくないですか？」

　いつの間にか傍に居た日和が、後ろ手を組んで同じ場所を見上げていた。日向は一度日和に目を向けると、もう一度蕾の居る場所へと視線を戻す。

「こういう遊具があると、陽が落ちるまでずっと遊んじゃうんだよなぁ」

「分かります。身体を動かしていると時間が過ぎるのがあっという間ですもん。つっつも、流石さすがに先輩の妹だけあって、身体を動かすの好きですよね」

「体力だけは一人前だからなぁ、子供って本当、凄すごい」

　日向はスマートフォンを構えて、蕾の姿を撮影する。写真の中の蕾は笑顔に満ち溢れていて、その笑顔は周囲の友人達に向けられている。いつもは自分一人に向けられていた笑顔だったが、今はそれを中心として、一つの輪が出来ていた。

　日向は傍らで屈かがんで蕾と笑っている悠里や、雅と唯の姿も一つの風景に収まるように、もう一度シャッターを切った。

「……ね、日向先輩」

「ん？」

　日向がそうしている間、隣でじっと様子を窺っていた日和は、今は別の方向を向いていた。そちらに何があるのだろうと日向も目を向ける。

「……テニスコートか」

「です。……先輩、ちょっと行ってみませんか？」

　躊躇ためらいがちに誘ってくる日和の言葉に、日向はすぐに返事をする事が出来なかった。

「む、無理にとは言いません……つっつの様子も見てないとですもんね！　ごめんなさい、考え無しでしたね！」

　日向の心境を察してか、日和は慌てたように首を振った。けれど、その表情からは隠し切れない落胆が窺い知れる。

「いや、大丈夫だよ。そうだね……ちょっと見てこようか」

「いいんですか……？」

「うん、別にテニスが嫌いで離れてる訳じゃないしね。……悠里！　俺と日和、ちょっとあっちのテニスコートに行ってみるから、少しの間だけ蕾をそのまま見て貰もらっててもいいかな！」

　日向が頭上に居る悠里へと声を掛けると、悠里が身体を乗り出して姿を見せた。

「テニスコート？　うん、いいよー！」

　右手を振ってくる悠里に、日向も手を挙げて応こたえると、隣の日和に目をやった。日和は安あん堵どしたような表情で悠里と日向に頭を下げ、そのまま二人でテニスコート方面へと足を運んだ。




　テニスコートはキャンプ場併設というだけあって、それなりの年代を感じさせるものだった。手入れの手間を省く為か、二面あるコートはどちらもハードコートだった。ネットも少しボロになっており、専門的にやる人間が来る場所では無さそうな感じだ。

　それでも、日向にとっては懐かしく、足を踏み入れると胃の上あたりが熱くなるような高揚を感じられた。一方で足元から伝わる感触そのものは馴な染じみの薄いもので、何故だろうと思案した日向は、すぐにその原因に思い当たった。

「変な感じだと思ったら、シューズじゃなくて普通の靴で入ったからか」

「こういう場所のコートだから、そこまで厳格じゃないと思いますよ。それで……もし必要なら、あそこのアクティビティ受付の事務所で用品は貸し出してるそうなんですが……どうします？」

　僅わずかな期待の籠こもった声に、日向は声を出さずに笑った。既に下調べを終えている辺りが実に日和らしくて、同時に、きっとずっと誘いたかったのだろうという事も。

「まぁ、ここまで来て何もしないのも、勿もつ体たい無ないよね」

「……！　私、取ってきます！　ちょ、ちょっと待ってて下さい！」

　日向の答えを聞くなり、日和はその健脚を発揮してすぐに受付事務所へと走って行ってしまった。




「お、お待たせしました……！」

　十分もしない内に戻って来た日和の手には、二本のラケットと、ボールが二つ程、小さな籠かごに収められていた。

「初心者用のラケットで、ボールも結構安物ですけど……」

　日和からラケットを受け取り、ガットを掌てのひらの付け根で押してみると、想像以上に柔らかい感触が伝わって来た。テンションを低く張っているのだろう。

「いいさ、十分だよ。……今の俺には、多分これでも……」

　これでも、過ぎた代物だろう。出掛かった言葉を喉のどの奥に押し込んで、日向はラケットを地面に向けてボールを何度かバウンドさせてみた。トントンとリズミカルに弾むボールの感触を味わっていると、様子を窺っていた日和は待ちきれないといった面持ちでセンターネットをラケットで指してみせる。

「軽くでいいので、やってみましょう！　私、あっちに行きますから！」

　あたふたとネットを挟んで対面に移動する日和に言われるがまま、日向も位置に着く。

　二年振りにネット越しに見る日和の顔は、歓喜の他にも様々な感情で彩られており、泣き笑いのような表情になっている。
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「それじゃ、いきます！　はいっ」

　ポン、と緩やかに弧を描くボールを打ち返すべく、日向はラケットを引く。一連の動作は身体に染みついてくれている為か、意識せずとも最適の行動を取ってくれた。

（……これは）

　ボールを捉とらえてラケットを振り抜くと、意識した方向とはズレた場所へと軌道を描く。

　日和がそれを数歩動いて、再び返してくれる。そのやり取りが何度か続くと、日和はうんうんと頷きながら、今度は後ろのベースラインを指してみせた。

「日向先輩、全然やれてますよ！　大丈夫です！　今度はサーブしてみて下さい！」

　にこにこと笑う日和に何も言えないまま、日向は後ろに下がる。

　同じくラインを下げてレシーブのポジションに陣取った日和が「どうぞー！」と声を上げてラケットを振った。

　それを確認し、日向は左手でボールを二度ほど地面にバウンドさせ、トスの体勢に入る。

　そして、記憶にある身体の動きに合わせてラケットを振りかぶり、振り抜いた。

　………シュッ、とラケットが空を切る音と共に、ボールが目の前でバウンドする。

　──サーブは見事に空振り、ボールは数回跳ねた後、日向の足元に転がった。

「うっわ……当たらない」

「………ど、ドンマイですよ！　久し振りなので、力んじゃったんです！　もう一回、やってみて下さい！」

「ごめん、もう一回打つね」

　日和の言葉に頷いて、日向はもう一度トスの体勢に入り、空中へとボールを放り投げる。トスは正確に日向が最も得意とする打点へと綺き麗れいに上がり、後はそれを捉えてしまえばいい。ただそれだけの動作をする為に、再びラケットを振り下ろした。

　ガシッ、と異音が鳴ると同時に、腕に変な感触が伝わってくる。スイートスポットを外した球は、へんてこな回転が掛かりながら明後日あさつての方向へと飛んで行った。

「…………だ、大丈夫です、今のもたまたま」

　日和の声を聴きながらも、日向はラケットを持った自分の手を眺める。そして、先程からずっと感じていた違和感にようやく思い至った。

「身体が、付いていかない」

　未いまだ成長期にある日向の身体は、二年間で僅かではあるが当時よりも変化している。加えて、運動量を落としている事による筋肉の変化が、日向の頭にあるイメージと一致せずエラーを訴えているのだ。

「日向先輩……」

　二年間という時間の重みが、そのまま日向の身体に圧し掛かる現実に、日和も気落ちした表情を見せる。

「カッコ悪い所見せちゃったけど、久し振りに運動が出来て良かったよ」

「ごめんなさい、私……そんなつもりじゃなくて……」

　日向は悲痛な表情をする日和の元へ歩きながら、笑顔で首を横に振る。

「やれて良かったのは本当だよ。誘われないと、もう一度ラケットを持つ事もしなかっただろうし……ただ」

　手の中のラケットを、何度か握り直してみる。手足のように動いてくれたそれは、今は別の生き物のように感じた。

（ただ、もう以前のように、人生を賭かける程には出来ないだろうな……）

　その言葉を目の前に居る日和に聞かせるのを避け、日向は心の中で一人呟つぶやいた。




　それからアスレチックで遊んでいた悠里達と合流した日向達はテントの場所に戻ると、最後の片付けを行った。

「それじゃ、そろそろ出ようか」

　最後まで出していた椅子やテーブルを片付け、テントを張っていた場所は最初の時と同じく何も無い草原へと姿を戻している。

「……楽しかったけど、こうして全部片付けちゃうと、ちょっと寂しいね」

　悠里が辺りを見回して、感傷的に呟く。

「昨日此こ処こに来て、一日しか経ってないのに随分と馴染んだ気がするからなぁ」

　雅が悠里の言葉を引き継ぐと、周囲にはどこか弛し緩かんした空気が流れた。

「…………」

　日向の服を摑つかんでいた蕾が、ぼーっとその場所を見つめると、傍らの日向を見上げる。

「おにーちゃん、また、ここ……こようね」

　いつものように満開の笑顔ではなく、寂しさと満足感を織り混ぜた表情で蕾が言う。

「そうだな、受験勉強の合間にでも、また来られたらいいな」

　蕾に笑顔を返しながら現実的な事を言う日向に、唯が食って掛かる。

「ちょーっと新垣君、こんな時は受験の話なんてしなくていいよ！　真面目かよぉ！」

「真面目だよ。遊ぶ事にかまけて浪人したら目も当てられないじゃない」

「くっそぉ、優等生面しよって……絶対に阻止してやる」

「やめて、お願いだからやめて……！」

　唯の言葉に悠里と日和が笑い、釣られて日向と雅も、蕾も笑った。

「はいはい、皆乗って乗って、もう車出しちゃうよー」

　純基の掛け声に背中を押され、車に全員が乗り込んだ。席順は来た時と一緒だ。

　発車する際に、もう一度さっきまで居た場所を窓から覗のぞく。

　日向だけじゃなく、他の皆も同じように窓の外に目を向けている。けれど、誰も何も言わない。

　やがて駐車場を横切り、元来た道を戻り、国道に出た辺りで唯の声が上がる。

「さーって、それじゃ、帰り道も歌うぞー！　成瀬ぇ、ＵＳＢセットー！」

「はいはい……」

　手慣れた様子で、雅がオーディオを触り始める。

「準備おっけー？　それじゃ、日和ちゃんからどうぞー！」

「え!?　やっぱりこの流れが鉄板になってるんですか!?　なんで言い出しっぺからじゃないんですか!!」

　来た時と同じ道を、日向達は進む。

　また、ここからキャンプが始まるんじゃないかと思う程に、帰り道も散々騒ぎながら。




「それじゃ、おじさん。お世話になりました。連れて行って貰もらえて本当良かったです」

　集合場所と同じ学校の駐車場で降りた日向達は、純基へ頭を下げて一礼をする。

「いいのいいの。っていうか、ここで良かったの？　一人ずつ送ってってもいいのに」

　純基の言葉に、日向達は皆で視線を合わせて頷うなずいた。何となく、集まった場所で解散したいと思ってしまったのだ。

「はい、そんなに遠い訳じゃ無いので、平気です。ここで大丈夫です」

「そっか、分かった。皆気を付けて帰ってね、寄り道しないで帰るんだよ」

「皆、またねー！　夏休みはまだまだこれからなんだから、また遊ぶよー！」

　車の座席に乗ったままの唯が、一同に手を振った。それに応こたえるように手を振り返すと、ドアを閉めた車が動き出す。

　リア側の窓から手を振り続ける唯を見送ると、日向は荷物を担ぎ上げる。

　それに応じて、悠里、日和、雅も同じように荷物を持った。

「それじゃ……帰ろうか、皆」

「はい、芹沢先輩、成瀬先輩、日向先輩、つっつ、また！」

「うん。皆、気を付けてね！」

　日向の言葉に、日和と悠里が応じる。

「明日あしたからまた部活か……帰ってもう一度寝ておこう……またな」

　大きくため息を吐いた雅が歩き出す。

「みんな、またねー！　またあそんでねー！」

　日向も蕾の手を引いて、家の方向に足を進める。

　交差点を過ぎて、姿が見えなくなるまで、蕾は何度も振り返っては手を振り続けた。
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　キャンプから帰宅して二日後、日向ひなたは午前中に商店街の書店で参考書を選んでいた。

　高校二年の夏、志望校へ向かうには今から準備の必要がある。家でテレビを付けても学習塾の『高二の夏が正念場』という煽あおり文句が出てくるので、どうにも落ち着かなくなってしまうのだ。

「……ん」

　参考書の棚から一冊手に取ると、中身を軽くパラパラと捲めくる。

　自分の学力に見合ったものを選ばなければ意味が無いので、この辺りは慎重に見る。

　そうして蟹かにの様に横に歩きながら背表紙を眺めていると、ほんの至近距離に人の気配を感じた。集中して気付かなかったらしい。

「と……すみません」

　肩が当たりそうになり、慌てて身を引くが、相手も集中して気付いていなかったようで反応が無い。

　その横顔に、どこか見覚えがある気がして、失礼と思いながらほんの少しだけ覗き見る。

「あれ、えっと、初はつ島しまさん？」

　日向が相手の顔を確認して思わず声を上げると、目の前に居た初島霧きり子こは、はっとした表情で日向の方を向く。

「え、私？」

　突然名前を呼ばれた霧子は、一瞬周囲を見渡し、それから声の主である日向を見た。

「はい。ええと、覚えて無いかもしれませんが、この前……初島さんが演奏している時に、ご挨あい拶さつさせて貰った新あら垣がきです。妹の蕾つぼみと一緒に居た」

　そう言われて霧子は、じっと日向の顔を数秒見つめ続け「あぁ！」と顔を綻ほころばせた。

「覚えてる覚えてる、あの小さい可愛い女の子と一緒に居た！　私の顔なんてよく覚えてたね。ごめんね、こっちはすぐ思い出せないで」

　掌てのひらを目の前に立て、霧子がウィンクしながら日向に謝る。どこか男っぽい仕草をする霧子だったが、長身でモデルのようなルックスをしている彼女には、それが良く似合っていた。

「確か……日向君、だっけ。どうしたの、エッチな本でも買いに来た？」

「ち、ちがっ……」

　出し抜けにそう言われて、日向は珍しく狼ろう狽ばいする。ほぼ他人と言っても差し支えない相手から、性的な冗談を飛ばされるとは思っていなかった。

「ごめんごめん、冗談だよ。君は真面目そうだからね、勉強道具でも買いに来たのかな？」

　日向の反応を見て笑った霧子は、未いまだからかい交じりの口調で日向に訊たずねた。

　霧子のコロコロと変わる表情は、日向の知っている女子達とはまた異なる。特に近しいのは唯ゆいだろうが、彼女の自由さとも異なる雰囲気を纏まとっている。

「はい、参考書を買いに……初島さんは、何を探していたんですか？」

　日向は霧子が眺めていた本棚の背表紙を見る。

　そこには英会話やＴＯＥＩＣ試験対策用問題集など、様々な英語関係の書物が置かれている。

「んー、ちょっとね、この先、必要になりそうな本を探しておこうと思って。ご覧の通り英語関係だよ」

　霧子も本棚を見つめて、日向の問い掛けに答える。

　そうした後、「あ、そうだ」と目を丸くして呟き、日向を再び視界に捉とらえた。

「日向君、高校生でしょ？　それで、こんな所に来るって事は、勉強は結構頑張ってるんだよね。英語の成績はどのぐらい？」

　そう問い掛けてくる霧子の表情は、好奇心半分と、何かを期待しているものだった。

「えっと、悪くは無いと思いますが……一応、最高評価です」

　日向が答えると、霧子は拳こぶしをグッと握ってガッツポーズをした。

「うっし、儲もうけもん拾いもん……。ところで少年、喉のどは渇いてないかな？」

「喉……ですか？　まぁ、渇いてると言えば。この暑さですし」

　書店は空調が効いているとはいえ、それでも十分に涼しいとは言えない。昨今は特に省エネの傾向が強く、ここも室温はそこまで低く設定されていないのだろう。

「それじゃ、日向君。お姉さんが君に冷たい飲み物を奢おごってあげよう、だから……」

　したり顔で頷きながら話す霧子は、突然両掌を合わせて日向に拝む姿勢を取った。

「私にどの本を買えばいいのか教示してくれ！　私、こういう本ばっかりの所って苦手なんだよ、タイトル見ただけでクラクラするんだ。お陰で三十分以上もこの辺りフラフラしてる状態なんだよ、このままだと向こうでボディランゲージ生活になるんだよ！」

「え、えぇ……？」

　自分と同じぐらい高身長の女性に何度も頭を下げられ、日向は反論する猶予も無く頷かざるを得なかった。




　書店を出た二人は、そのまま近くにあった個人経営の小さな喫茶店へと移動し、対面で座っている。霧子側のテーブルには、書店で購入した参考書を入れた紙袋が置かれており、逆側にはアイスコーヒーがグラスの外に汗を搔かきながら鎮座していた。

「いやぁ、助かったよ。私、今月末には日本を出るんだけどさ、英語なんてさっぱりで。もっと時間があるから大丈夫だと思ってたら、こんなギリギリのタイミングになったんだよ。あれだね、夏休みの宿題現象」

　先程から日向の反応を待つ事もなく、霧子は延々と喋しやべり続けている。小さな喫茶店なので周りの迷惑になるかと周囲を窺うかがってみた日向だが、雑談を楽しむ女性客が多く、他の会話は聞こえていないらしい。ほっと息を吐いた日向は、霧子の手元にある袋を指で示した。

「こうして飲み物を頂いてから言うのもアレですが……、別に俺が居なくても良かったのでは……」

「いや、私だけだと普通に英会話の参考書を買っただろうし、日向君が気付いてくれて良かったよ」

　聞けばイギリスに音楽関係で留学するという霧子に、日向がそれっぽい参考書を一冊選んでみせたのだ。イギリスも英語圏は英語圏だが、イギリス英語はアメリカ英語とは違い、独自の訛なまりがあると聞いた事があった。しかしイギリス英語を勉強したことが無い日向にとって、どれ程の違いがあるのか、どれがその参考書なのかもわからず、結局は店員に事情を話してそのコーナーの担当者まで呼び出して貰い、購入に踏み切る事が出来たのだ。

「それにしても、イギリスとは遠いですね。俺には無縁の世界です」

「私だってそうさ。まさか自分がそんな遠い場所に向かう事になるなんて、少し前までは思って無かったし、その気も無かったよ。けれど……いい機会だったし、一いつ旦たん日本を離れてみるのもいいのかな、って思ってね」

　言いながら霧子がグラスに浸つかっているストローを回すと、カラン……と氷が崩れてぶつかる軽快な音が響いた。

「そういえば今日は一人なんだね、妹ちゃんは？」

「蕾は家に居ますよ。今日は母親が午前休で、夕方から仕事なので……」

　今頃、家で母親と二人仲良く過ごしているであろう蕾の姿を思い浮かべる。一緒に買い物に出るか訊ねようとしたのだが、蕾は首を横に振った。曰いわく「つぼみがいなくなると、おかあさんがさみしいでしょ？」との事で、その台詞せりふに見事、明あか吏りは撃沈し「行くならあんた一人で行ってきなさい！」と蕾を抱き締めながら半ば追い出される形で外出してきたのだった。

「あっははは！　家族揃って仲が良いいのか、羨うらやましい。私は小さい時から姉さんと二人だけだったから、そういうのいいなぁって思うよ」

　日向の話を聞いて笑い転げるように体をくの字に曲げた霧子が、目元の涙を拭ふき取りながら頷うなずいた。

「あ、すみません……身の上話なんか」

　途中の『姉さんと二人』という言葉に、日向は霧子の家族状況の一端を知ってしまい、バツが悪そうに頭を搔く。

「あぁ、気にしないでよ。もうずっと昔の事だし、私達も祖父母と一緒だったから、そんなに寂しくは無かったさ」

　霧子が窓の外に目を向けたので、日向も釣られてそちらを向いた。小さな女の子が二人、手を繫つないで歩いているのが見える。背丈と顔立ちからして姉妹だろうか、そんな事を思っていたら、霧子もその風景を見ながらぽつぽつと語り始めた。

「私と姉さんも、君等みたいに仲が良い姉妹だったんだ。……だった、って過去形は変かな、今も仲良くしているよ。今も昔も、変わらない。ご飯を作って貰もらったり、休日に遊びに出掛けたり、具合が悪い時は看病してくれたり……」

　柔らかな表情をする霧子だったが、日向はその表情の中に何か苦い物が入り混じっているのを感じた。それは丁度、駅前の公園で霧子と話をしていた際に見たものと同じで、あの時に霧子がこの表情をしたのも、蕾と日向に自分達を重ねたからだろうかと思い至る。

「……お姉さんの事、大好きなんですね」

「あぁ、好きだよ。姉として、家族として……本当にかけがえのない人だ。……でも」

　霧子が真っ直ぐに日向を見る。先程まであまりお互いの事を知らなかった相手なのに、霧子の言葉は日向の中に不思議なほど浸透してきた。

「だからこそ、私達は、本当に自分達が大好きな人の傍に居て良かったのか、苦悩してしまう事だってあるんだよ」

「苦悩、ですか……？」

　オウム返しに日向が呟つぶやくと、霧子は顔を伏せ、アイスコーヒーを搔き混ぜた。グラスの中の濃い茶色は、溶けた氷によって薄まってしまい、本来の風味を平たいものにしてしまっているだろう。

「日向君には、今はやりたい事はあるかい？」

　返って来たのは別の質問だった。

「……やりたい事、というか。やらなくちゃいけない事はあります。きっとそれは、俺の望みでもあるんだと思います」

「それは、蕾ちゃんの事かな？」

　霧子の問い掛けに、日向は迷う事無く頷く。そんな日向を見た霧子は、眩まぶしそうに両目を細めてみせた。

「その目……私の姉さんにそっくりだ。いつも私の事を考えてくれる、姉さんの目に」

　霧子の言葉は独り言のようで、どう答えていいものか日向は迷う。

「……良いんだと思います」

「うん？」

　気付けば、勝手に言葉が口から出ていた。日向自身、霧子の姉には勿もち論ろん会った事も無いのだが、自分と似ている人が居て、その人の事を思うと言わずにはいられなかった。

「さっきの話……一緒に居て、良かったんだと思います。少なくとも、俺ならそう思います。きっと初島さんのお姉さんも、そう思ってくれている筈はずです」

　ただ、寂しいと思ったのだ。お互いがお互いを思いやる時間があって、その時間を疑う事をしなくてはいけないという事実が。

　言い切ると、日向は霧子の顔を正面から見据えた。こんな事を言える立場ではないのは重々承知の上だったが、今ここで誰かが彼女に言ってあげなければ、その機会は失われてしまうかもしれない。そう思うと同時に、言い切る事が出来た。

「……ふ、ふふっ。ごめんごめん、まさか、ここで年下の男の子に、そんな事を言われる状況が来るなんて思ってもみなくて」

「すみません。生意気を言いました……」

「いや、いいよ。ありがとう、お陰で少し肩の荷が下りた」

　言いながらも肩を揺する霧子を見て、日向は途端に恥ずかしくなり顔を俯うつむかせた。そんな日向を霧子は面白そうに観察しつつ、また眩しいものを見るかのように目を細める。

「……或あるいは、これが私にとって日本で最後にやらなくてはいけない事、なのかもしれないね」

「……初島さん？」

　静かだが、どこか決意が籠こもった声に日向は何事かと霧子を見る。

　けれど、霧子は日向の視線を受け止める事無く、腕時計の文字盤に目を向けた。気が付けば此こ処こに入ってから三十分程が経過しており、もうそろそろ自宅の方でも昼食の準備をしているだろう。

「……そろそろ、出ようか。ありがとう、日向君。今日は助かったよ。後は私のつまらない雑談に付き合ってくれて、それもありがとう。実に有意義な時間を過ごせた」

　霧子は伝票を持って立ち上がると、赤と白のキャップを被かぶり、鍔つばの下から日向を見た。

「俺の方こそ、ありがとう御座いました。……また、お話を聞かせて下さい」

　きっと、この人の話はこれからの自分と蕾に必要なものだと、日向は直観的に理解した。

「あぁ、いいよ。でもそうだな……それなら、一つだけ日向君に宿題を出して行こうかな。夏休みといえば宿題、学生っぽいだろう？」

　白い歯を剝むき出しにして笑う霧子に、日向は怪け訝げんな顔をした。

「宿題ですか……なんだか、手て強ごわそうな感じがします」

「簡単な事さ。期限は私がイギリスに行く前……今から丁度、一週間後。場所は私と君が出会ったあの場所で」

「一週間……分かりました。それで、その宿題の内容は？」

　日向が頷くと、霧子は片目を瞑つぶって口角を上げた。

「私が何故イギリスに行く決意をしたのか。その答えを、君にも考えて欲しい」

「初島さんが……イギリスに行く理由？」

「言い換えれば、蕾ちゃんが君から離れたくなる理由でもある」

　その言葉に、日向は心臓を握られたような錯覚を覚えた。もし、そんなものが知らず知らずの内に、自分と蕾の間にあるのだとしたら。

「心して掛かるといい。その答えに行き着く事が出来たなら、君は一度壊れて、再生する」

「……え？」

　それはまるで魔女の予言のような言葉だった。

　日向が答えられずに呆ほうけていると、霧子はキャップを被り直し、紙袋と伝票を持ってレジに向かい、そのまま店の外へと出て行ってしまった。




　数分後に日向が喫茶店を出ると、正午過ぎの強い日差しが襲い掛かってくる。ここ最近の晴天は、頭の表面を焦がしに来る程に強い日差しで、日向はこんな時ですら、蕾を外に出しておかなくて良かったと安心する。

　なんだか既に参考書を買う気にもなれず、商店街をふらふらと歩いている日向に声が掛けられた。

「あれ？　日向先輩？」

　振り返ると、そこにはラケットバッグを担いだ日和ひよりが居た。

「日和。部活帰り？」

「はい、今日は午前中の練習だったので、今さっき終わったんです。日向先輩は何してるんですか？」

　日向の横に並んで歩き始める日和にそう質問され、日向は何て答えたらいいのか一瞬迷う。

「……そうだなぁ、参考書を探してたら、魔女に化かされた」

　色々考えてみたけれど、この答え方が一番しっくり来る気がして、そのまま答えてみる。

「はへ……魔女？」

　ポカンと呆けて聞き返してくる顔が可愛らしく、日向は思わず笑ってしまう。

「いや、そのまんまなんだよ。他に言い様が無いというか──」




　そうして、日向は先程までにあった出来事を搔い摘つまんで日和に話す。

　と言っても、相手のプライバシーもあるので深く触れる事は出来ず、結局は霧子が自分と似たような境遇で、その話をネタに色々と相談に乗って貰った、というものに終始した。

　話を聞いていた日和は、何故かみるみる機嫌が悪くなっていった。唇が尖とがり、眉まゆ根ねには皺しわが寄っている。どうしたのだろう、と日向が日和に視線を向けていると。

「……つまり、日向先輩は私が部活している間に、そのとんでもない美人さんと二人でお茶をしてたって事ですよね？　私が、部活で、汗を流している間に……」

「いやいやいや、まぁ確かにそうなるんだけど、俺は巻き込まれた感の方が強いので……」

　慌てて弁解するが、日和の機嫌は晴れない。

　何も後ろめたい事は無い筈なのだが、だからと言って放置出来る程の図太さも無い。

　日和はじーっと日向の顔を睨にらむと、溜ため息いきを吐いてから告げた。

「日向先輩、お昼ご飯食べました？　私、部活上がりでお腹ぺこぺこなんです。お昼ご飯付き合って下さい」

　一息で言うと、今度はスマートフォンを取り出してどこかに電話を始めた。

「……もしもし、お母さん？　私、お昼ご飯は日向先輩と一緒に食べるから。うん、ごめんね、ありがとう」

「え、おばさんに掛けたの!?」

　そして電話を切ると、もう一度日向を振り返る。先程までの不機嫌さは一転し、いつもの太陽の様な笑顔が戻っている。

　そんな顔をされては、日向もこれ以上無粋な事は言えなかった。

「……分かった、俺もお腹空いたし、なんか食べに行こうか」

「はい！」

　日和の返事を合図に、日向はスマートフォンを取り出すと自宅に電話を掛けて明吏へと昼食を外で摂とる旨を伝えた。

　電話の向こうで蕾が『いいなー！　つぼみもおそとでごはんたべたかったなー！』と叫んでいる声が聴こえて、きっと口を尖らせているであろう事が想像出来た。帰りに何かお土産を買って帰らなければ、機嫌を損ねてしまいそうだった。




　そうして二人は、商店街の飲食店を物色し始めた。

　連れ立って商店街を歩きながら昼食を摂る店舗を探し、見つけたのは一軒のトラットリアだった。

「日向先輩、イタリアンでいいですか？　やっぱりお茶が出てくる和食屋がいいですか？」

　片目を瞑って、からかうような口調で問い掛ける日和へ、日向は苦笑いしながら頷うなずく。

「お茶と俺のイメージがどういう単語を経由して繫つながるのか気になるけど……いいよ、ここにしようか」

　そうして二人が入口を潜ると、女性の店員が席まで案内してくれた。

「中学の頃とかは、こういう場所へは来られませんでしたもんね。なんか大人の雰囲気で、入るとしてもファストフードばっかりで」

　席に座った日和が、ラケットバッグを傍らに置きながら言った。

　この商店街のトラットリアは、別にお高いお店ではないのだが、雰囲気がそうさせるのか、確かに中学生の頃などは入る機会が無かったのだ。

「まぁ俺は今でも入る事はそんなに無いけどね。一人で入るのも味気ないし、蕾はもうちょっとファミレスっぽい場所の方が好きだからさ」

　水を口に含んでから日向が言うと、日和はくすりと笑う。

「堂々と友達とは来ない宣言というか、一人で行動するのが普通みたいな言い方ですよね」

「俺の帰宅時間と合う友達ってなかなか居なくてね。雅みやびともこんな場所には来ないからなぁ、それこそ牛丼とか、ラーメン屋の方が多いかも。それも休日とかに数える程度だけどね」

　そんな些さ細さいな事を言いながら、オーダーを決める。日和は本日のランチにあるカルボナーラ、日向は少し迷ったが結局同じカルボナーラを注文した。

　すると日和が満足そうな顔で頷く。

「日向先輩ならカルボナーラだろうな、と思ってました。次点でボンゴレロッソですね」

「なんで分かるの……？」

　日向が最後まで迷っていたのがその二つだ。ぴたりと当てられた事に少々驚く。

「さぁ、なんででしょう？　ちなみに、私がもう一つ選ぶとしたら何にすると思います？」

　ニコニコとご機嫌な様子で日和が訊たずねてくる。

　日向はメニュー表をもう一度開き、閲覧してから考える。

「……ジェノベーゼ？」

「ぶー。違いまーす、好きですけど、ソースが口元にくっついたら目も当てられないので、今日は選びませんー」

「判断基準が味じゃないとか難易度が高過ぎない？」

　日向がそう答えると、甘いとばかりに日和が首を振る。

「女の子の考え方を男性の観点で捉とらえようとする事がそもそも間違いです。日向先輩はもう少し女の子の気持ちを勉強して下さい。じゃないと、つっつがもうちょっと大きくなった時に苦労しますよ」

　そんな事を言われてしまうので、頭の中で日向はシミュレートを開始する。

　蕾が小学生になり、思春期を迎える。その時に自分がデリカシーを欠いた言動をすると、一言も口を利いてくれなくなる。

　考えただけで憂ゆう鬱うつになった。

「表情だけで、いま何を考えたか分かりますね、これは……」

　日向の顔を見て日和が溜息を吐く。

　それから、あっ、と思い出したように視線を向けてくると。

「ちなみにですね、私がカルボナーラにしたもう一つの理由は……」

　少し前のめりに、内緒話でもするような姿勢を取ってきたので日向も少しだけ身体を前に動かす。

「うん？」

「……日向先輩が、ボンゴレを頼んだら、ちょっと食べさせてあげようと思ったからですよ」

　こっそりと言い放ち、すぐに身体を元の位置に戻したその表情は、涼しげに澄ましてはいるが顔が少しだけ熱を持っているように見える。

　日和が動いた後に、ふわりとデオドラントスプレーか何かの爽さわやかな香りが漂う。

「……そっか、それは惜しい事をしたかも」

「あ、その受け答えはいいですね、好印象です。ポイント高いですよ？」

　内心の動揺を押し隠すように言う日向に、日和は首を傾げて可愛らしく微笑んだ。

　それから運ばれてきたパスタを二人で揃って食べると、セットに付随するドリンクを飲みながら一休みする。

「そういえば、今日は一人なんですね、つっつも夏休みに入ってるんじゃないですか？」

　日和がオレンジジュースの入ったグラスの、表面についた水滴を指でなぞりながら日向に問い掛ける。

「うん。今日は母さんが午前休で。二人の世界を邪魔するなって追い出された」

　頭を搔かきながら答える日向に、日和は何故か細目でじっとりとした視線を送った。

「それで一人で歩いてたら、大人の女性と二人で喫茶店ですか、ふーん」

「い、いや……あれはもう半分強制的になんだけどね」

　背中に冷たい物を感じながら弁解する。今日はよく女性に翻ほん弄ろうされる日だ。

「まぁいいです、こうしてお昼付き合ってくれたから、これ以上は何も言いません」

　そう言って日和はストローを口に含み、オレンジジュースを啜すすった。

　日向はその光景を頰ほお杖づえを突いて眺めながら、ふと視線を傍らのラケットバッグに向けた。

　小柄な日和の身体がほとんど隠れてしまいそうな、大きなバッグだ。

　彼女がそれを背負って、コートに入る姿がありありと想像出来る。過去には何度も見た光景であり、この前のキャンプで久し振りに見た後は、恐らく目にする事はほとんど無くなるだろう。

　その視線に気付いた日和は、バッグを見つめる日向の顔をじっと眺め始めた。

「……ん、どうした？」

「いえ、随分真剣だなぁーと思いまして…」

「そんな風に見てたかな……？」

　日向としては少し横目で見ていたぐらいのつもりだったが、日和から見るとそうでもないらしい。

「はい。でも私、日向先輩のそういう顔、好きですよ。真剣で……凛り々りしくて」

　面と向かってそう言われると、恥ずかしさでどういう顔をすればいいのか分からず、視線を彷徨さまよわせてしまう。

「あ、照れましたね、今？」

「照れさせようとしたよね？　今のは……」

　そう言って反論すると、日和は楽しそうに笑うのだった。




　会計を済ませて店から出ると、冷房の効いた店内とは違い、陽に晒さらされたコンクリートから立ち昇る熱気が日向達を包んでくる。

「まだまだ今日は暑いですね……練習中も酷かったですもん」

　日和が日差しを手で遮りながら言うのを見て、確かにこの熱波の中で身体を動かすというのは、なかなか辛いだろうと思う。

「熱中症、気を付けてね。喉のどが渇いてからじゃなくて、定期的に水分を摂って、それから……」

「コートから出たら、なるべく建物か日陰に入る事、身体を冷やした後は、一度軽くアップしてから再開する事。スポーツドリンクを飲んだら軽く水も飲む……でしょ？」

　日向の言葉を遮り、その先を日和が言ってしまう。

「……記憶力いいね」

「日向先輩が、いつも言っていた事ですよ。ほんとこういう管理についてはコーチよりも厳しいですよね、つっつのお世話する時もそんな感じなんじゃないですか？」

「やれる手段はやっておかないとね、備えあれば何とやら、で」

　そうして二人で連れ立って商店街を歩きながら周囲を見ていると、いつもより学生と思おぼしき年齢の人が多い事に気付く。

「夏休みだからか、皆外に出て来てるね。駅前とかは凄すごい事になってそうだ」

「そうですね……日向先輩は、去年はどうやって過ごしてたんですか？」

　日和からそう言われて、日向は去年の事を思い出していた。とは言っても、記憶にあるのはほとんどが蕾と過ごした時間の事だ。

「蕾とプールに行って、家の庭でバーベキューしたり、蕾と買い物に出掛けたり……あ、後は、まだ家事があんまり上手うまく出来て無かったから、ひたすら料理の勉強してた」

「行動が家庭に寄り過ぎてません!?」

　日和から驚きよう愕がくの視線を向けられるが、普段やっている事が夏休みだからといって、特に変わる事は無かったのだ。

「まぁそうなんだけどね、学生は夏休みだけど、働いてる人はそうじゃないでしょ？　俺が休んでも父さん達は休めないからさ。むしろのんびりやれて楽しかったぐらいだよ」

「日向先輩が楽しかったなら、いいんでしょうけど……なら、一昨年おととしの夏休みは……あ」

　日和の声が途中で止まる。

　一昨年の夏は、日和も知っている筈はずだから。少しだけバツの悪そうな顔をして、日和は黙ってしまった。

「うん、一昨年は全国だったからね。あれは強烈に覚えているよ、凄い緊張したし、あんな大きい大会で試合するのは初めてだったから」

　日和が変に気を遣わないよう、日向はさっぱりと言い切る。

「お、惜しかったですよね。その、上手く言えませんが、あんなに頑張ってた先輩が、こんな怪我で終わっちゃうなんて、って。……凄く悔しくて……私」

　当時の事を思い出したのか、日和が悔しそうに口を歪ゆがめる。

「頑張ってるのは、皆同じだったよ。むしろ俺なんて、あの中じゃ頑張って無いぐらいかもしれない。試合だって全力でやった、全力でやって敗けた。あの結果で後悔はしてないよ」

　落ち込んでしまった日和を励ますように日向が笑い掛けると、日和もまた、笑って返してくれる。

「なんで私が気を遣われてるんでしょうね、この場合は落ち込む日向先輩を私が励ます方が自然なのに」

「日和はすぐにメンタル崩れるからなぁ、俺が何度も愚痴を聞いてあげたっけ」

　大仰に溜ため息いきを吐く日向に、日和が「もう……」と言いながら肩をぶつけてくる。

　小柄な日和の体格では体当たりされても全然衝撃が無くて、日向は素知らぬ顔で歩き続けた。




　やがて商店街を抜け、日和の家に通じる道に分かれる交差点へと差し掛かる。

「それじゃ、日向先輩、私はここで。つっつにも、また遊ぼうねって伝えておいて下さい」

「うん、気を付けて」

　振り返って小さく手を振る日和の背中を見送り、日向も自宅へと足を向けた。




　日向が帰宅すると、すぐにリビングから蕾が出てきて、一目散に日向に駆け寄った。

「おにいちゃん、おかえり！　みて、みてー！」

「おぉ、浴衣ゆかただ……」

　突進してきた蕾を優しく受け止めると、その姿をまじまじと観察する。蕾は朝方に見た普段着とは違い、浴衣を着込んでいた。確か、春先に祖母が家にあったお古を譲ってくれたのだ。

「でもまぁ、随分と汚れているというか……汚したというか」

「浴衣を着たらはしゃいじゃって、そのまま庭に出ちゃったのよねぇ……ちょっと目を離した隙に。油断したわ……」

　苦笑いして肩を落とす明吏の態度から、さっきまでは今以上にテンションが高かったのだろう事が窺うかがえた。明吏の言葉に、蕾は少しだけ居心地が悪そうにそわそわしている。

「まぁ、すぐに使う予定も無いし、浸つけ置きして手洗いすれば汚れも取れるでしょ。という事で蕾、もうお兄ちゃんにも見せたんだし、脱いじゃおう？」

「えー！　もっときてたいよー！」

「だーめー。これ以上汚したら洗濯大変だし、家の中も汚れちゃうでしょ？」

　駄々を捏こねる蕾と、しがみ付かれて苦笑いする明吏のやり取りを見ていると、ポケットの中のスマートフォンが震えた。

　画面を見ると、案の定メッセージ着信の通知が鳴っていたので、画面を開いてみる。

　メッセージの送信者は唯になっており、そこには一言だけ。

『いいもの見たい？』

「……………いやぁ」

　表示されたメッセージに、思わず身が引いてしまう。

　今までの実績から、この流れの唯に対して危機感以外を抱けない日向は、どう返事をしたものかと迷いに迷って、恐る恐る返信をする。

『嫌な予感しかしないんだけど』

　メッセージを送信した瞬間に既読が付き、すぐに唯からの返事が表示された。

『あー！　そういう事言う！　言っちゃう？　あーらら、いいの？　ほんとにいいの？』

「恵え那なさんは本当に高校生なんだろうか」

　発言が既に小学生のレベルになっちゃっている文面を見て頭が痛くなる。

『分かった、凄く気になる。気になるので見せて下さい』

『むっほほ、正直者の新垣君は可愛いのー。いいよいいよ、それじゃ見せちゃうよー！』

　怪しい言葉遣いの発言が届いた直後、画像が添付されてくる。

「………おぉ」

　そこには、浴衣を着て恥ずかしそうに顔を僅わずかに伏せる悠ゆう里りと、同じく浴衣を着て片手でピースサインを出す唯の姿があった。

『どうよどうよ！　悠里の浴衣姿と、あたしの浴衣姿だよん！　あ、ちなみにあたしの方が浴衣の着付けに時間が掛かったんだよ！　なんでか分かる？　それはね、胸』

『なんでもないですわすれてごめん』

　先の発言の後に何があったのだろうか、切羽詰まった様な文章が届いた。

　大方、隣に悠里が居て文面を読まれ、どつかれたのだろう。

『うん、いや深くは聞かないけど。浴衣、似合ってるね。ちなみになんで着てるの？』

　メッセージを送りながら、日向はカレンダーを見る。特に何かあった覚えは……と思って、ようやく思い至る。それと同時に、唯からのメッセージも届いた。

『明後日あさつての七時！　花火を見に集合するのじゃー！』

　その指令を受けた日向が真っ先に見たのは、着替え終わって明吏によって仕舞われそうになっている蕾の浴衣だ。

「母さん、それ明後日使うから、絶対に皺しわを付けないように慎重に」

「な、なによあんたまで……明後日？　……あぁ、そういえばそうね」

　突然の日向の申し出に戸惑った明吏は、カレンダーに視線を移して納得したように頷うなずいた。その中で蕾が一人だけ、何の事か分からずに首を捻ひねっている。

「あさって？　なーに？」

　日向と明吏は顔を見合わせると、揃って蕾の方を向いて含みを持たせた笑顔を見せた。

「「それは後のお楽しみ」」
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　初はつ島しま霧きり子こは現在、姉夫婦の家に居候として住んでいる。

　一週間後にイギリスはロンドンへ向かう為に、自分の部屋や家具を全て引き払った結果、移動日を待たずに根無し草になってしまったのだ。

　姉の晴はる香かからは後先を考えずに行動し過ぎと窘たしなめられたが、それはもう自分の性格と生き方なので諦あきらめて貰もらうしかないと思っている。

「たーだいまー」

　玄関にスニーカーを放り出し、そのままドタドタと廊下を歩くと、晴香が顔を出した。

「おかえり霧ちゃん、遅かったね？」

　ぴょこん、とドアから覗のぞく顔の位置は大人にしては随分と低い。

　姉は昔から背丈が小さく、高身長の霧子とは正反対の容姿になってしまった。

　といっても、その童顔は可愛らしく、小柄な体型と相まって中学ぐらいまでは男子生徒にからかわれたりと悩みも多かったらしい。

「うん、ちょーっとね、面白い子を見つけて遊んでた」

　帽子の鍔つばを持ってフリスビーの様に洋服掛けに投げると、くるりと一回転して上手く収まってくれる。

「お行儀悪い！」

「いいんだよ、お行儀良くすると私じゃなくなっちまうでしょ」

　けらけらと笑う霧子に、晴香は何も言わずにキッチンへ戻った。

「そろそろ修しゆうちゃん帰ってくるから、晩御飯はもうちょっと待ってね」

「あーい」

　ドサッとソファーに腰掛けて、長い足を放り出す。

「で、その面白い子って何？」

　キッチンのカウンターから晴香が顔を覗かせて霧子に問い掛ける。

　この家のキッチンカウンターは少し高い作りになっており、あの裏では晴香が一生懸命背伸びをしているだろう状況を想像し、霧子はニヤニヤと笑った。

「姉さん、足攣つるよ？」

「うっさいなー！　ちゃんと踏み台使ってるもん！」

　頰を膨らませる姉を見て、怒った顔も可愛いなぁ、なんて事を思いながら、霧子は「んー」と一呼吸置いた。

「私が前に、駅前の広い場所で弾き語りしてた時にさ、子守りしてる子供が居たんだよ」

「子守りしてる子供？　何それ？」

「そのまんま。ご飯作って、休みの日は遊びに連れていって……」

「あぁ、うんうん。小さい頃の霧ちゃんと私みたいな感じだね」

　晴香が懐かしそうに声を弾ませた。その声を聞きながら、霧子は一度、ソファーに置いてあるクッションを手に取り、それを胸で抱き締めて左右に揺れ始める。彼女の考え事をする時の癖の一つだ。

「それで、その片割れ……兄貴の方と、本屋で会って、お茶した」

　霧子が言った途端、がちゃん、と台所の方から金属音が鳴った。思わず台所を見やると、晴香の手からおたまが抜け落ちている。

「き、霧ちゃんが若い男の子を誑たぶらかした……」

　わなわなと震えながら、晴香が青白い顔をして床に崩れ落ちる。カウンターからは完全に見えなくなってしまった姉に対し、霧子は「人聞きの悪い事言わないでよ」と苦笑いして続けた。

「幸せそうな兄妹きようだいだったよ、本当。私と姉さんも、周りから見たらあんな感じだったのかな」

「どうだろ。友達は良くしてくれたけど、からかわれる方が多かったかな。男子からなんて『初島は中学生なのにおばさんなんだぜ！　子持ち子持ち、バツイチ！』って。酷ひどい話だよねぇ、あんなに可愛い女子学生だったのに！」

　頰を膨らませて怒りを露あらわにする晴香だったが、霧子の身み贔屓びいきを差し引いても晴香は童顔で、怒った所で可愛らしさしか感じられなかった。きっと、姉をからかった男子というのは、姉に対して少なからず好意を抱いていたのだろうと思う。こんなにも人当たりが良くて可愛らしい姉なのだから、お近付きになりたい男子は何かとちょっかいを掛ける事で接点を作ろうとしたのだろう。

「そのお蔭かげで、姉さんは暫しばらく男っていう存在に近寄ろうともしなくなって、修にぃという立派な旦だん那なさんを貰った訳だし」

　霧子が冗談めかして言うと、晴香は途端に頰に両手を当てて身体をくねくねと捻り始めた。

「いやぁ、まぁ、そうなんだけどねぇ。そう考えたら、最高の旦那さんを貰うための試練だったのかも、って思うよねぇ」

「あー、はいはい、変な事を言うんじゃなかったわ」

　惚のろ気け始める晴香に、霧子は聞き飽きたとばかりに身体をクッションに預けて力を抜く。

　そして、午前中に会った日向ひなたの事を思い出しながら、晴香に一つの問いを投げ掛けた。

「あの、さ。姉さんは、私が居なかったら……やりたい事とか、あった？」

「うんー？　どうしたの、急に。……そんな事、考えた事も無かったなぁ」

「いやぁ、何だかんだで長い事、ずっと世話になりっぱなしだったし。姉さんにもそういうのあるのかなぁ、って」

　喋しやべりながら、視線をテレビの横にある棚の一角へと向ける。そこには幼い日々から今に繫つながる、霧子と晴香の写真が何枚も飾られていた。元々は霧子よりも身長があった晴香は、中学校二年の時を境にして逆転され、今では霧子の方が頭一つ分以上も高い。

　それでも、写真の中の晴香は堂々と胸を張り、輝く笑顔で霧子の傍に居続けている。

「あー、そうだねぇ。なんだろ、いいなぁと思った事……絵本作家とか、幼稚園の先生とか、そういうのは憧あこがれたよ？」

「……それは、姉さんらしい」

「けど、結局高校を出てすぐに働きに出ちゃったからねぇ」

「…………そう、だよね」

　朗らかに話す姉と対照的に、霧子の表情が凍り付いた。

「でも、その代わりに修ちゃんと結婚出来たし、万歳万歳だよ」

　鼻歌を歌いながら料理に戻る晴香の顔を、霧子は黙って眺め続けていた。

　それから数分後、玄関から誰かが入って来る足音がすると、晴香はパッと顔を輝かせた。

「あ、修ちゃん帰ってきたね！」

　パタパタとスリッパの音を響かせながら晴香がリビングのドアを開けると、丁度スーツ姿の小お野の寺でら修しゆう二じが姿を見せた。

「おかえりなさーい。今日は早かったねぇ」

　晴香の笑顔にも、修二は学校と変わらぬ無表情で頷くと、ネクタイを緩めて鞄かばんを廊下に置いた。

「おかえり、修にぃ。生徒が夏休みでも学校で仕事しなきゃいけないなんて、教師も楽じゃないね」

　霧子がからかい交じりに言うと、修二は溜ため息いきを一つ吐いた。

「生徒達に勉強を教えるだけが仕事ではないからな。もうそろそろ花火大会もある、その巡視の日程作りやら、すべき事は無くならん」

「修にぃのクラス、そんな問題児多いの？」

　霧子からの問い掛けに、修二は即座に首を横に振った。

「いや、私の生徒達は模範的な生徒が多い。問題を起こすような子達ではないが、だからと言って野放しにしていい訳でもない。もっとも、一部には聞き分けが良すぎて逆に心配になる者も居るのだがな……」

「お仕事の話は今はいいんだよー！　私のご飯食べる時間なんだよぉ！」

　腕を組んで仁王立ちする晴香に、霧子と修二は顔を見合わせて苦笑いし、三人は残り少ない家族としての夕食の時間を満喫するのだった。
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　翌日、日向ひなたは母親から聞いた浴衣ゆかたの洗い方を実践するべく、庭で手洗いを行っていた。

「おにーちゃん、ほらー！」

　仕事に出る両親を見送った後、蕾つぼみも日向と一緒に庭に出て今はシャボン玉で遊んでいる。

　辺りに漂う虹にじ色いろに手元は洗剤の虹色と、日向の周りは現在カラフルに彩られている。

「うん。これ終わったら少し中で休んでお昼にしようか。もうちょっと遊んでてね」

　シャボン玉を作っては追い駆けてを蕾が繰り返すその光景を微笑ましく見ながらも、日向の手はしっかりと浴衣を洗っている。

「よし、こんなもんか。後は脱水して、伸ばして……」

　軽く浴衣の水気を絞り持ち上げる。水気を含んだ浴衣はずっしり重く、今の天候で問題無く乾いてくれるだろうかと不安だった。

「蕾、俺は中に入るけど。まだ遊んでる？」

「ううん、いっしょにはいるー」

　日向がリビングの大窓を開けて中に入ると蕾も後ろから付いてきた。

「手、洗ってな。その手が口に入ると苦いからね」

「にがいのやーだー」

　そう言って浴衣を運んでいる日向を追い抜いて洗面所へ走っていく。

　蕾が一生懸命に手を洗う横で、浴衣を洗濯機に入れて脱水ボタンを押すと、洗濯機が唸うなりを上げて振動を始めた。

「おにーちゃん、しゃぼんだま、ってせっけんでしょ？」

「ん？　まぁそうだなぁ、石せつ鹼けんだったり液体洗剤だったりだと思うけど」

「じゃあ、せっけんつけてあらわなくてもいいよね？」

「あー、確かに。いや、そうでもないのか？　石鹼といっても用途が違うから……」

　五歳児からの質問としてはなかなか考えさせられる内容に、日向が頭を悩ませていると、スマートフォンが着信音を響かせた。確認すると、発信者は悠ゆう里りだった。

　日向は画面をスワイプさせて通話状態にし、耳に当てる。

「……はい、もしもし、悠里？」

『日向君、突然ごめんね！　あの、明日あしたの事なんだけど』

「……悠里お姉ちゃんだよ、ちょっと待ってな」

　日向は電話口に手を添えてから、蕾へそっと教えてやると、蕾は顔をパッと輝かせて寄ってきた。

「あ、ごめんね、明日ね。なんかあった？」

『うん、蕾ちゃんも来られるのよね？　それでもし浴衣が無かったら、私のお古使わないかなーって』

　その提案を受けて、日向は蕾を見る。一応浴衣はある、今現在洗っている物が。

「あー、浴衣はあるにはあるんだ。祖母ばあちゃん家ちにあったものなんだけど、でもあれば助かるかも……今、洗濯中なんだよね。乾くとは思うんだけど……」

『そうなんだ？　じゃあ、どうしようかな……今から持って行ってもいい？　実際に合うか見てみないとだから……蕾ちゃん、夏休みで家にいるんだよね？』

　日向は一度電話から耳を話すと、蕾にスマートフォンを差し出した。

「悠里お姉ちゃんが、蕾ちゃん居ますか？　って。お返事する？」

　そう言って頷うなずくと蕾は顔を綻ほころばせ、慌てた様に顔を寄せてくる。

「ゆーりちゃん、つぼみです、います！　きてくれますか？」

　日向は電話口だと何故か少し丁寧語になる蕾の言葉遣いに、今頃電話の向こうでは悠里の腰がまた砕けているのかと想像してみる。

「うん……うん、はい！　つぼみも、ゆーりちゃんのゆかたみたい！　はーい！」

　笑顔で応答する蕾が、一際大きな返事をした後に顔をそっと離す。

　日向が再び電話を耳に当てると、案の定の満足気な声が返ってきた。

『ふふ、という訳で日向君、蕾ちゃんにもお呼ばれしちゃったから、ちょっとお邪魔するね。三十分ぐらいで着くと思うから』

　明らかに先程より声のオクターブが上がっているが、悠里が蕾に甘々なのは今更なので余計な事は突っ込まないでおいた。

「分かった。迎えに行った方がいい？　道順分かるかな」

『大丈夫だよ、もう覚えてるから。それじゃ後で、家を出る時に連絡するね』

　通話が切れると、蕾が「やったー！」と万歳している。悠里と会うのもキャンプ以来なので、内心少し寂しかったのだろうか。

「悠里お姉ちゃんはお昼ご飯食べてから来るそうだから、俺達も先にご飯食べちゃおうか。何がいい？」

「んー、おむらいす」

「好きだなぁ、オムライス……手軽だからいいけどね」

　果たして夏休みの間に、自分は何回オムライスを作るのかと思い、笑いながら蕾とリビングへ戻った。




　昼食を終えて、部屋を軽く片付け、二人でテレビを見ていると来客を知らせるチャイムが鳴った。

「ゆーりちゃんきたかな!?」

　そわそわとした面持ちで蕾が訊きいてくるので、二人で一緒に玄関へ行く。

　日向がドアロックを外してドアを押し開くと、悠里が手に荷物を抱えて立っていた。

「こんにちは、日向君、蕾ちゃん。キャンプぶりだね？」

「ゆーりちゃん！　いらっしゃいませー！　こっちこっちー！」

　蕾が靴につま先を引っ掛けるように履き、玄関外に居る悠里を中へ中へと引っ張る。

「うわ、蕾ちゃん待って待って、靴脱がせて！」

　悠里が蕾の勢いある出迎えに面食らいながらも、靴を揃えて中に入る。

　日向も後ろから続いてリビングへと向かった。

「はー、ここに来ると勉強会を思い出すなぁ。ちょっと前なのに、なんか不思議」

　リビングのソファーに座り部屋を見渡す悠里に、日向は麦茶の入ったコップを渡した。

「勉強会ね……最初は恵え那なさんがいきなり教室で騒ぎ出すから驚いたよ。今回の招集も、何となくそろそろ何かあるな、って身構えてたけど……状況に慣れつつある自分が怖い」

　日向がそう言って神妙に頷くと、悠里も苦笑いを浮かべる。

「ふふ、日向君も唯ゆいの暴走に慣れてきたって事だね。キャンプの後からは何してたの？　あ、これ浴衣ね、後で蕾ちゃんのサイズに合うか当ててみましょっか」

　手に持った紙袋を軽く叩たたきながら悠里が問い掛ける。

　日向はこの数日であった事を軽く思い出すように天井を仰いだ。

「……一昨日おとといはキャンプに持って行った道具とか衣服を洗濯して、身体を休めて……昨日は、参考書を買いに行ったら喫茶店に連行されて、それが元で日和ひよりとお昼ご飯を食べた。外に出てやった事って言えばそのぐらいかな」

　日向の返答に、悠里は目をぱちくりさせて、眉まゆを寄せた。

「……喫茶店に連行されて、それが原因で日和ちゃんとお昼？」

　首を傾げる悠里に、日向は昨日あった事を搔い摘つまんで話す。すると、段々と悠里の視線がじっとりとしたものになっていった。

　昨日の日和の時と同じ雰囲気に、日向は少しだけ怖おじ気けづいた。

「ふうぅ……ん。日向君、一日に二人の女性と、それも別々に、お茶と食事に行ったんだ？　へぇーモテるわねぇ……」

「いや、あれは──」

「おにーちゃん、つぼみもゆーりちゃんとおはなししたいー！」

　悠里の言葉に何か弁解しなければと思っていると、蕾が痺しびれを切らせて声を上げた。

「あ、そうだね。うんうん、蕾ちゃんは私とお話しよっか！　キャンプの後にひとっつも連絡くれないで、自分は女の子と会ってたお兄ちゃんは置いておいてねー！」

　蕾を笑顔で撫なでながら、悠里は横目を日向に向ける。顔は笑っているが目が笑っていない。

　仕方がないので、日向は暫しばらく物言わぬ案山子かかしとなって、二人の会話を聞き続けた。




　そうして十五分程、悠里は蕾が話すキャンプの時の出来事や、幼稚園での事を笑顔で聞いていた。

「さて、それじゃ浴衣を当ててみましょうか。蕾ちゃん、そこに立って貰もらえる？」

「はーい」

　悠里が隣に座る蕾を抱き上げて床に立たせると、紙袋の中から畳まれた浴衣を出して、広げて見せた。

「青だー！」

　蕾が浴衣を見て歓喜の声を上げる。浴衣は紺色をベースに、薄いピンクの花弁がちりばめられたデザインだった。

　少しだけ大人っぽいデザインに見えるその浴衣を幼い悠里が着ていたと思うと、日向は何故か妙に納得してしまう。きっと、ちょっと大人っぽいものを当時の悠里はあえて選んだのだろうと思った。

「これ、きてみてもいいの？」

　興味津々といった面持ちで蕾が悠里を見上げる。

「今日は当てるだけにしておいて、と思ったけど……やっぱり袖そでを通した方がいいよね、背丈に合わせて直さないといけない所もあるし」

　悠里がそう言うと、蕾はまた両手を挙げて万歳のポーズを取る。

「やってやって！　あした、これきていきたい！」

　そうして、おねだりするように悠里の腕を摑つかんで引っ張る。

　その様子に悠里は完全に頰が緩み切っており、何を言われても「いいよ」と言いそうな顔だ。

「はいはい、それじゃどこか着付け出来る場所は……和室かな？　借りてもいい？」

「うん、俺は流石さすがに浴衣ゆかたは着せられないから、宜よろしく」

「浴衣を着付け出来る男子高校生なんて珍し過ぎるわよ。任せておいて」

　そうして悠里が蕾を和室へ連れて行くのを見届けると、日向はソファーに座りながら着付けが終わるのを待った。




　十五分程で着付けは終わり、二人が和室から出てくる。

　袖を摘むようにして歩く蕾は浴衣のデザインもあり、いつもよりも少しだけ大人に近付いた感じだった。

「うん、似合ってる。良いいもの貸して貰えたな」

　日向が蕾に微笑むと、本人は少し恥ずかしがる素振りを見せた。

　悠里がやり切った顔をしながら、ソファーに座って蕾を眺める。

「採寸は終わってるから、後は私が手直しして、明日また持って来たらいいのかな？」

「うん、手間掛けちゃうけど、お願いしていいかな……」

　明日の集合場所は日向の家からは遠く無いので、徒歩で十分もすれば着いてしまう。

「はいはい、任せて。それじゃ、蕾ちゃん、これはまた明日着ようね。皺しわになる前に畳んじゃいましょ？」

「うんー……」

　そうして悠里は名残惜しそうな蕾から浴衣を脱がせ、持ってきた紙袋に入れ直した。

「そうだね、明日あしたが楽しみだね」

　日向はそんな二人の会話を聞きながら、今年はキャンプに花火と、蕾を色んな所へ連れて行ってくれる友人達へ心の中で感謝をした。




　そして花火大会当日、朝方にうっすらと目が醒さめた日向は、廊下を駆け廻めぐる足音に気が付いて完全に目を醒ました。ベッドの上で身体を起こし、臨戦態勢を取る。その次の瞬間、ドアが開け放たれた。

「おにーちゃん！　あーさー！　……おー」

　ベッドで上半身を起こしている日向を見て、蕾が声を上げる。重心が前のめりになっているのを見ると、例の如く突撃してくるつもりだったのだろう。

「おはよう、ちゃんと起きてるよ」

　まだ若干の眠気を堪こらえて日向が答えると、一度足を止めた蕾が再度加速して日向に突っ込んでくる。

「きょうは、はなびだよー！　もうおきようよー、じゅんびしないと！」

「うおっと……！　花火は夜、夜だから、まだまだ時間あるから……」

　その突撃を柔らかく受け止めながら、高揚する蕾を宥なだめる。

　時刻はまだ午前七時過ぎ、夜に大輪の華が上がるまでは、まだまだ時間があるのだ。




　午前中と午後と、一日を通して特に変わった事は無かったが、強いて言えば蕾がずっとそわそわしていた事だろうか。

　両親を見送り、家の掃除と庭の手入れをし、蕾の昼寝に合わせて参考書を開いて自習する。この、休日の父親と学生を足して割ったような日常が日向の現在だ。

　日向と蕾は早目の夕飯を終えてから、悠里の来訪を待つ。

　蕾はそわそわと部屋の中を歩いたり玩具おもちやを出しては仕舞ったりを繰り返している。

「もうすぐ来るだろうから、大人しく座ってたら？」

　その姿を見て困った様に笑いながら日向が言うと素直に座ってくれるが、五分しない内に立ち上がってしまう。

　時計の針が午後六時を指す直前、家のチャイムが鳴り響く。

「あ、きた！　きたよね!?」

　蕾が素早く反応し、玄関まで走って行ってしまう。まるで昨日の焼き直し映像みたいだなと、日向は思い出して笑いながらその後を追う。

　玄関に着くと、蕾は今か今かと待ち構えるように、上半身だけ前に出してドアの向こうの人物を見つめている。

「今開けます」

　日向がドアの向こうに居る人物へ声を掛けながらドアを少し開くと、途端にドアは向こう側へ一気に開け放たれた。

「ちーっす、三み河かわ屋やでーす」

　開け放たれたドアの向こうに立っていたのは浴衣を着た唯だった。背後には悠里の姿も見える。

「間に合ってます」

「今ならこの可愛い唯ちゃんと一緒に歩く権利が付いてきますよ、げっへへ」

「訪問販売ならクーリングオフを使うので、結構です」

「おお……新あら垣がき君、今日は切れ味いいね……」

　二人でそんなやり取りをしていると、唯の背後に居た悠里が大仰に溜ため息いきを吐く。

「バカな事言い合ってないで、早く中に入れてよ。着付けして、少し歩いたらもう時間なんだから……」

　唯の肩に手を添えてそう言うと、日向の奥に居る蕾を見つけて微笑んだ。

「蕾ちゃん、着付けに来たよ！」

「うん！」

　そう言うと勝手知ったる、と言った風に中へ入り、蕾とリビングへ消えてしまう。

「……なんか悠里が新垣家に馴な染じみ過ぎてる気がするんだけど、気のせい？」

「そ、そうかな……？」

　気のせいだとすぐに言えない日向がそこに居た。




　着付け自体はスムーズに終わり、現在時刻は午後六時四十五分。歩けば集合場所には丁度いい時間だ。

　玄関を出ると、悠里達と同じ浴衣姿になった蕾が、楽しそうに動き回る。

　周りには同じように浴衣の人達や、家族連れで歩く人が何組か居る。恐らく目的は同じだろう。

「そういえば、なんで集合場所が神社なの？　河川敷が一般開放でしょ？」

　歩きながら日向が唯へ問い掛けると、唯は得意そうな顔をして答えた。

「河川敷は他所よそからの観光客とか、地元じゃない人も多いでしょ。少しだけ打ち上げ場所から遠くなるけど、神社からはしっかり見えるし、何より人が少ないの。ここらに居る人達だけの隠れた花火名所って所ね」

「なるほど……神社で見るのは初めてだなぁ」

　そうして歩く事数分、そろそろ神社へ続く石階段が見えてくる、という所で横道から歩いてくる日和を見つけた。彼女もまた浴衣を着ていたので、見慣れぬ姿に一瞬誰だか分からず、人混みで見落としそうになる。

　日和もまた、日向達を見つけて顔を綻ほころばせながら小走りにやって来てそれぞれと挨あい拶さつを交わした。

「皆さん、こんばんは。恵那先輩、今日はお誘い頂いてありがとう御座います！」

「うんうん、花火は大勢で見た方が楽しいしね。新垣君も浴衣組が増えると嬉うれしいだろうし……」

　横目でちらりと唯が日向を見るが、その視線に乗ってはいけないと日向は決して唯の方を見ない。それでも唯はめげずに日向を肘ひじで小突く。

「で、どうよどうよ、この浴衣集団！　男子生徒にとっては夢のような光景でしょ？　新垣君、これ誰かに見られたりしたら、明日から背中に気を付けないとじゃない？」

　言われて気付くと、日向以外は全て女性でしかも浴衣姿だ。

　完全に女子を侍はべらせる、それでなくても女子に虫むし除よけに使われる一般学生Ａの状態だった。そうなれば今の日向が取るべき行動は一つ、ただ蕾の傍でひたすら存在感を消して影に徹する事だ。

　それに、もう少しすれば優秀なスケープゴートがやってくるのだ。そう思えばこの状況も少し余裕を持って迎えられそうだった。

「うん、皆良く似合ってるし、綺き麗れいだよね」

　それは日向の本心からの賛辞だったが、唯はちょっとだけ不満そうだった。

「なんか感動薄くない!?　もうちょっとこう、お前ら皆、俺の嫁だ！　お前達は俺の翼だ！　ぐらいの事は言わないの？」

「言わないよ……何処の国の人だよ……」

　どこか芝居掛かった唯に対し、日向は肩を落としながら聞き流した。

「あ、つっつも浴衣だよね、可愛いー！　皆お揃いだね！」

「ふふ、ありがとー！　ひよりちゃんも、かわいい！」

　日和が屈かがんで蕾と両手でハイタッチを交わす。

　この二人も随分と馴染んだというか、再会した時にあった少したどたどしい感じが消えている。

「さ、それじゃ上まで行きましょう！　花火までは時間があるけど、いい場所確保しなくっちゃね！」

　そうこうしていると、悠里が石階段を指差しながら言うので、全員で階段を上り始める。

　それぞれ足取りは軽く、蕾も女子達に見守られながら一段一段とゆっくり上る。

　最後の段を乗り越えると、見晴らしのいい景色が背後に広がり、薄暗くなってきた街が一望出来る。確かに、ここならば問題無く花火も見られそうだ。

「ここ、滅多に来る事無かったけど……こんな景色だったんだ」

「でしょ？　やるでしょ？」

　感嘆した感想を呟つぶやく日向に、唯が振り返ってピースサインを頰にくっつける。表情にはありありと『褒めて褒めて』という言葉が浮かび上がっている。

「あ、成なる瀬せ先輩居ましたよ、早く合流してあげましょう。あのままだと寂しくて死んでしまう可能性がありますね」

「日和の中で雅みやびの扱いの変化が激し過ぎる……遂に小動物になった」

　日和が神社の方を向きながら言うのでそちらに目を向けると、膝ひざを折ってしゃがんでいる雅が日向達に手を振っているのが見えた。

　その姿に誰よりも安心したのは日向で、これでようやく男子率が上がって肩身の狭さが半減すると思うと、親友への感謝を覚えずには居られなかった。

「おー、これは……壮観だなぁ。去年の野郎共だけで花火見て絶望してた自分に言ってやりたいよ、来年は良い事あるぞって。皆このまま俺のお嫁に来る？」

　しみじみと何かを思い出す様にして呟いた後、おもむろにそう切り出す雅を、悠里と日和は冷ややかな目で見ていた。

「成瀬先輩、寝言を言うにはまだ早いですよ。それとも花火と一緒に散るつもりですか？」

「死亡フラグみたいに言わないで」

　日和の辛しん辣らつな一言に雅が現実へ引き戻される。

　一方の唯は、日向の方を見て口元をにやっとさせた。

「どうよ新垣君、これが正常な男子の反応よ？」

「うーん……雅だから許される発言って気がしないでもない」

　正直、こんな台詞せりふを言う男子が蔓延はびこる世の中だったら、おちおち蕾を出歩かせられない。

「蕾ちゃんの浴衣ゆかたも可愛いなー、やるじゃん！　将来は俺と結婚する？」

「んー、おとなになったらかんがえてあげる」

　雅が視線を下に向けて浴衣姿の蕾に破顔する。褒められた蕾も嬉しそうに身を捩よじる。

「想像以上に大人の対応されちまった……」

「教育が行き届いてるからね、悪い男には捕まらないと思うよ」

　日向と雅が笑い合っていると、悠里が少し離れた場所で辺りをきょろきょろと見回している。

「ここら辺でいいかな？　花火があっち側だから、この辺りで十分見えるよね」

　示した場所は、神社を背にすると丁度辺りを囲う木々が途切れて、視界が開ける草むらだった。

「お、いいじゃんいいじゃん。じゃあここにシート広げちゃおうか。二枚しか無くて狭いけど、詰めれば座れると思うから……」

　唯がバッグからレジャーシートを取り出す。こういう部分にはしっかりと気が利くというか、この場合はちゃっかりと言うべきだろうか。

「ああ、俺は立ってるからいいぞ。三時間も四時間も掛からないなら全く問題ない」

「うん。女子でゆっくり使って。蕾も座らせて貰もらっていいかな？」

　雅に続いて日向もそう告げると、唯は「もっち。幾らなんでも子供立たせてあたしだけ座るなんて事しないって」と言って笑った。




　そして女性陣はシートに座り、日向と雅は後ろで並んで立っていると、雅が周囲を見渡しながら日向に声を掛ける。

「結構、ウチのクラスの奴等も居るな。この光景を見て何を言われるか、今から鼻が高い……いや、頭が痛いな」

　雅の声に日向も周囲を見渡すと、確かに見覚えのある顔がちらほら見える。

「お……日向、あっち。あそこ見てみろ、凄すごい美人が居るぞ」

　雅が弾んだ声と共に服を引っ張ってくるので、日向も釣られて同じ場所を見る。

　遠目に見たそこには、一人で賽さい銭せん箱へ小銭を投げ入れ、鈴を鳴らし、腰をしっかりと折ってお参りする女性の姿があった。

　綺麗な一礼に、敬意を表す姿勢が見て取れる。信心深い人なのだろうか。

　振り返った拍子に女性と思わず目が合う。

「あ……」

　と口から声が漏れる。

『おや』と彼女の口が動いたのを日向は見る。

「なんかこっち見てる、知り合いなのか？」

　雅の問い掛けに、日向はなんと答えればいいのか一瞬迷ってしまう。

　そうしている間に、女性……初はつ島しま霧きり子こが、日向に向かって歩み寄ってきた。

　ゆっくりと歩み寄ってくる霧子に、日向は軽く会釈した。

「初島さん？」

「こんばんは、日向君。珍しい所で会うね……まぁ今日は花火大会だから、そういう事もあるか」

　そう話す霧子の表情は、以前見せた無邪気で奔放なものではなく、今は少し雰囲気が落ち着いている。

　神様の前だからだろうか？　なんて事を日向は考えたが、この霧子という女性は何を軸に行動するのか、いまいち読めないのだ。

「君の友達？」

　霧子は微笑みながら、雅やその後ろに居る悠里達を見渡した。

　彼女等も今は突然現れた大人の女性に、探る様な視線で日向へ問い掛けている。

「はい。今日は皆で花火を観に来ていて。初島さんも、花火ですか？」

「うん。この街で見る花火も最後になるかもしれないし。向こうに行く前に、ちょっと神様に頼み事をしておこうと思ってね」

　そう言って目を細めて笑う顔は、懐かしむようで、惜しむようで、日向にはそれが旅立ちを決意している人の顔なのだと、それだけは分かった。

「日向、この人は？」

　隣に居る雅が日向に問い掛ける。後ろの女性陣も日向の返答に注目しているのが分かる。

　蕾が「おんがくのおねえさんだー」と霧子を見て指差す。

　霧子はそんな蕾に、軽く手を振って笑い掛け、それから日向の代わりに雅へ返答する。

「初めまして、初島霧子です。日向君とは前に偶然縁があってね、宜よろしくね」

「あ、成瀬雅って言います、日向と同じ高二です」

　右手を出す霧子に、雅はしどろもどろになりながら握手を返す。年上の美人を相手に会話するのに慣れておらず、距離を摑つかみ兼ねている風だ。

「あたし、新垣君と同じ高二の恵那唯です、宜しくお願いしまーす！」

　びっ、と振り返りながら右手を伸ばして唯が先んじて挨あい拶さつをすると、悠里と日和も続く。

「芹せり沢ざわ悠里です、初めまして」

「上こう月づき日和と言います、皆さんよりは一つ下になります、宜しくお願いします……」

　日和だけは立ち上がって一礼を交えて挨拶を入れる。目上の人には礼儀正しくを徹底されているテニススクール出身の日和らしい挨拶だった。

　霧子は一人一人に「宜しくねー」と軽めの挨拶を返して、溜ため息いきを吐いた。

「すんごい、皆綺麗どころだね……浴衣が映える映える。で、どの子が日向君の彼女？　それとも成瀬君の彼女かな？」

「いやいや、誰も違いますよ……皆友達です、クラスメイトと後輩です」

「そっか、そりゃゴメン。ま、私はそこら辺で適当に見てるから、皆も花火楽しんでね」

　それだけ言って、霧子は手の平を振りながら離れた場所へ行ってしまった。

「あの人が、前に言ってた、演奏と書店と喫茶店の人ですか？　なんか聞いてたよりよっぽど普通というか、普通にいい人って感じでしたけど……」

「すんごい美人だったね、なにあれ……女優か何かやってる人？　パリコレに出てても不思議じゃないっていうか、いやあたしがパリコレの何を知ってんだって話だけど」

　霧子が去って行った方向を見ながら唯が呟く。

「俺も特に何をしてる人ってのは知らないんだけど、とりあえずギター弾いてるのは見た事がある」

　そう日向が返事をした直後、空気を震わせるドンッ、という音が響いた。

「あ、はなびのおとー！」

「始まったかな、とりあえず見物しようや」

　蕾が空を指差し、雅の言葉に続いて全員が空を見上げる形になる。

　やがて、ヒュー……という甲高い音が鳴り、大きな炸さく裂れつ音と共に空へ花火が舞い散った。

「はじまったー！　きれーい！」

「ねー！　始まったね、これがあると夏って感じがするなぁ」

　蕾と悠里が仲良く並んで花火を見上げ、日和も口元を綻ほころばせて空の光景を見やる。

　唯は花火を観てテンションが上がったのか「いいぞー！　もっとやれやれー！」と囃はやし立てる。

　日向は、ふと気になって振り返る。

　そこには、石畳の上で胡坐あぐらを搔かきながら頰ほお杖づえを突いて、ぼんやりと花火を観ている霧子が居た。花火を観ていながら、その瞳ひとみは別の景色を映しているような、遠い場所に思いを馳はせる視線だった。何故だかそれが無性に引っ掛かる。

　気が付くと、日向はそちらへ足を向けていた。

　女性陣は花火を見上げていて、その光景に夢中だった。雅だけが気付いて声を掛ける。

「……日向？」

「ごめん、ちょっとだけ離れるね」

　そう言い残し、日向は霧子の元へと近寄って行く。

　すぐ傍まで赴いても、霧子は日向を見ていなかった。視界には入っているので、気付いていない訳では無いだろう。

　果たして自分は何を言いに来たのだろうと日向が考えていると、霧子が口を開いた。

「イギリスの空と日本の空ってさ、繫つながってると思う？」

　不意にそんな事を訊きいてくる。

「……空には区切りが無いので、繫がっているのでは？」

　釣られて日向も空を見る。夜空には花火が咲かせる炎の華がちりばめられ、辺りを瞬間的に明るく照らしてくれている。

「見る方向は違うのに？」

　どういう事だろう……と考え、思い至る。地球を全体で見た時、日本とイギリスはかなり離れた位置にある。そうなると当然、真上を見上げると違う方向を見ている事になる。

　国によって見える星座が違うように、大気は繫がっていても空が繫がっている事にはならないのかもしれないと日向は思った。

「それが、どうかしたんですか？」

　質問の意図を測り兼ねている日向に、霧子は首を横に振る。

「いや、何でもないよ。意味の無い質問だった」

　そして頰杖を突いていた手を離し、後ろに回して身体を支えるように体勢を変える。

「皆とは、よく一緒に遊ぶのかい？」

「最近はそうですね……色々と、誘ってくれるので」

「そっか。大事な友達なんだね」

　そう言われると、正直に答えるのは恥ずかしいが、今となっては短い間に密度の高い想い出を共有した大切な友達と言える。

　日向の表情を見て察したのか、霧子が静かに微笑みを浮かべる。

　本当に、この女性は何を考えているのか分からない。だけど、一つだけ確信があった。

「初島さんは……本当は、イギリスなんか、行きたくないんですね」

　それは直観と言っていい程の、なんの根拠も無い言葉だった。

　ただ日向にはなんとなく、霧子を見ているとそう思えてしまった。

　日向の言葉に、霧子が目を見開いて止まる。それは日向が初めて見る、霧子の素顔の一端だった。そしてゆっくりと息を吐くと、困った顔をして微かすかに笑った。

「そうか……そうだよね、私と君はそういうものだ。なら、そう思うのが当然か」

　もう一度空を見上げた霧子の表情が、花火の光に照らされる。

　その表情はとても楽しそうで、同時に何処か寂しそうな、不思議な表情だった。

「イギリスには行きたいよ、私の夢はそこにある。私は何よりも夢を優先させて、これからも生きて行く。だけど、行きたくない。日本には大事な……大切な姉さんが居るんだ。可愛くて、優しくて、私を凄く愛してくれる姉さんが……」

「お姉さんを残して行くのが、心残りなんですか？」

　日向の問い掛けに、霧子は再び首を振った。

「たとえ私がそう思って残ったとしても、姉さんは納得しない。あの人の愛情に応こたえる為には、私はいつも自由に生きて行くべきだから。矛盾しているかもしれないけれど、そういう事なんだよ」

　霧子はそこで言葉を切って、お尻しりの砂を掃はらいながら立ち上がった。

「さて、お喋しやべりし過ぎたね。折角の花火なんだし、いつまでも日向君を私が独占するのも彼女達に申し訳が無い」

「……最後に、一つだけ」

　霧子を見上げながら言う日向に、霧子は「どうぞ」と促すように頷うなずいた。

「どうして、俺に宿題なんかを出したんですか？」

　何故、知り合ったばかりの彼女の事がこんなにも気になるのか。どうして、彼女の言葉はこんなにも素通り出来ない程、自分の心に響くのか。聞きたい事は沢山あったけれど、日向はその質問に全ての意味を込めた。

「……私と君は、そういうものだから。私達はよく似ている、似ているからこそ、見えている部分と見えない部分も重なるんだ。だからかな」

　ヒュン、と風切り音がして、霧子と日向はちらりと空を見上げた。オレンジ色と緑色の光が、炸裂音と共に夜空に広がる。

「私は君の答えに私の答えを探して、君は私からの出題で自分に見えないものを探す。言葉にしてしまえば、酷ひどく効率的で味気ない。でも、きっとこの巡り合わせは君の為にもなるんじゃないかなと、私はそう思っているよ」

　そして、日向の横をすり抜けるようにして石階段の方向へ歩き出す。

　日向が何を言えばいいのか分からず黙っていると、霧子は一度足を止めた。

「向こうへ行く前に、君と出会えて本当に良かった。君にとってはどうか分からないけど、少なくとも私はそう思ってるよ」

　背中合わせの霧子は、その言葉だけを残して石階段の下へと消えて行った。




　遠くに聴こえる花火の音を聴きながら、日向は友人達の元へと戻る。

　皆に囲まれて見る花火に、何故か幼い頃に父と母と見た花火の光景が思い起こされた。

　霧子を見送ってその後、日向は雅の隣へと戻り、打ち上げの時間も僅わずかとなった花火を見上げる。

　戻ってきた日向を見ても、雅が特に何か言う事は無かった。彼はこういう時、しつこい追及や詮せん索さくをせず、こちらが何かを話すまで黙っていてくれる、得難い親友だった。

　その気遣いと同じぐらい強い信頼が、日向には心地良かった。

「おお、でっかいのきたー！」

　蕾が体中で興奮を示すと、隣に居る悠里も、日和も、唯もその姿を見て一緒に笑い合っている。

　赤と青と黄色、緑と、鮮やかな色を咲かせる花火は交互に競い合うように夜空に打ち上げられ、轟ごう音おんと共にその姿を現す。

　やがて最後に一際大きい音が連続で響き、何度も何度も花火が咲いて、最後に三度、閃せん光こうを撒まき散らし、全てが打ち上がったのか、一瞬静まり返ると花火の余韻だけが周囲に漂っていた。

「みみが、きーんってなってる……」

　蕾が耳を澄ませるように、目を瞑つぶってじっとしている。

「終わったねー、凄すごい綺き麗れいだったね……」

　悠里も目を細めて、花火の景色をもう一度目の奥で再現しているかの様に夜空を見つめていた。

　やがて周囲から一人、また一人と見物客が石階段を下りて帰って行く姿が見える。

「さーって、こっちも帰るかぁ」

「はい、ずっと座ってたらお尻痛くなっちゃいました」

　唯が猫の様に身体を伸ばして欠伸あくびをすると、日和も同意して立ち上がる。

　次に悠里が立ち上がって蕾を見ると、蕾は何か言い辛づらそうな表情で日向を見ていた。

「蕾ちゃん？」

「蕾、どうした？」

　悠里と日向の声が重なり、一瞬だけお互いの目が合うが、すぐに視線は蕾へ戻される。

　蕾は少しもじもじしながら、一生懸命に言葉を絞り出す。

「あのね……もっと、はなびしたい……」

　花火をしたい。その言葉を聞いて日向は、即答はせずに一度頭の中で咀そ嚼しやくするように考える。

「今日、花火は見ただけじゃ面白く無かった？」

「ううん……たのしかった」

　一つ一つ、蕾が萎い縮しゆくしてしまわないよう、努めて優しい声色で訊たずねていく。

　最近は素直だった蕾がこうして何かを要求してくるのも久し振りなので、日向は頭ごなしに否定はしたくなかった。

「おうちでやりたい、って事かな？」

「うん」

　なるほど、花火を見ていて楽しくなって、まだその光景から離れ辛いのか……それとも、自分でやりたくなってしまったのか。日向自身も幼い頃に花火を見た後、自宅にあった花火のバラエティセットを見て、すぐにやりたくなったのを覚えている。

「じゃあ、まだ夏休みは残っているから、天気がいい日にやろうか？」

「……」

　ここで蕾が答えずに俯うつむく。とすると、今の質問自体に蕾の欲求が隠れているのだ。

「兄ちゃんと二人じゃ、ダメか？」

「そんなこと、ない……おにーちゃんといっしょがいいけど……」

　今度は言いながら、視線を下に向けてしまう。肯定的な否定だ。つまり日向と一緒がいいけれど、もっと強い欲求がこの先にあると日向は判断を付ける。

　そうして、思い至った。

「そっか、蕾は今日、皆で花火やりたいか」

「……っ」

　ぐっ、と何かを堪こらえるように更に顔を下に向けてしまう。

　現在の時刻は八時を過ぎている。普段であればお風ふ呂ろを済ませている時間で、外に居る時間ではない。それに、女子も居るのであまり遅くまで連れ回す訳にはいかない。どうしようかと日向が考えていると、唯がいつもの場を明るくする笑顔で言った。

「いいじゃん！　やろうよ！　コンビニで買えば手持ちの花火なんて沢山あるし！」

「だな。花火だけ見て解散ってのも味気ないだろ。まぁ蕾ちゃんの保護者の了承が出ればだけどな」

　雅が、鷹おう揚ような態度で賛同する。

「面白そうですね！　私も日向先輩と一緒だって言えば、お母さんも許してくれると思いますし、キャンプの時は花火やりませんでしたもんね、そう言えば！」

　掌てのひらを合わせながら、日和も皆を見渡してそう言った。

「ふふ、じゃあ私だけ一人帰るって訳にもいかないわね……夏休みで、高校生なんだから、もうちょっとぐらい遅くなってもいいわよね。蕾ちゃん、一緒にお兄ちゃんにお願いしよっか？」

　悠里が、蕾の手を取って立ち上がらせて、そっと後ろから抱きしめる様に体を支えた。

「ちょっと、皆……」

　日向が戸惑っていると、背後から回される悠里の手にそっと触れながら、蕾が日向を見上げる。

「はなび、したいな……」

　そんな風にお願いされて、懸念事項だった周りの反応も乗り気で、日向に断れる筈はずも無かった。

　周囲を窺うかがうと、それぞれが蕾の味方をするように日向に注目している。

　皆がこれだけ賛成してくれているのなら、日向の答えは一つしかない。

「……分かったよ、やろうか」

「よっしゃー！　やーるよー花火二次会だよー！」

　苦笑いで答える日向に唯が右手を突き上げて喜びを体現する。

　花火の二次会なんてそうそう聞く言葉では無いと思ったけれど、今は夏休みだ。

　少しぐらいの夜更かしは大目に見てもいいだろう。




　それから皆で石階段を下りて、商店街傍のコンビニへ赴き、花火を購入した。

　コンビニの中は他にも浴衣姿の客が見られた。河川敷方面へ見物に行っていた人達だろうか、買い物籠かごにお酒や肴さかなの類たぐいを入れている大人の姿や、女性同士で雑誌を立ち読みする姿もある。

「あ、これ面白そうじゃん、ヘビ花火……」

「恵那先輩はもっと派手なのを選ぶイメージでした、ロケット花火とか……。どちらにせよ、それはダメですよ、煙凄いですもん。面白くないし」

　唯が持つ黒いマグネットみたいな花火を見て日和が眉まゆ尻じりを下げて抗議する。

「まぁ本人がロケット花火みたいだから、同類嫌悪してるんじゃないかしら？　自分より目立つ存在が嫌いとか」

「どういう意味だよー！」

　横合いから覗のぞいた悠里の言葉に唯が白い歯を剝むき出しにするが、悠里は唯には取り合わず花火の下見を続行している。

　そんなやり取りをしながら花火を購入し終えた日向達は、そのまま新垣家へと赴く事となった。

　行きは四人で帰りは六人という大所帯で、日向が家のドアノブを回すと、抵抗なくドアが開いてしまった。

　時刻は午後八時半を回った所で、明あか吏りが既に帰宅していた。

「日向、蕾もおかえり。花火は楽しめた……って、あら。皆でどうしたの？」

　先に玄関に入った二人の子供達を見て安あん堵どする明吏だったが、その後ろに控える浴衣ゆかたの女子達と雅を見て瞠どう目もくしてみせた。

「えっと、花火は観終わったんだけど、皆でもう少しだけ、花火する事になって。うち使っちゃダメかな？」

「今から？　構わないけど……皆の所は平気なの？　……あら。あらあら」

　明吏は、一同を見渡し、一点で視線が止まる。そこには、はにかんだ様に笑う日和が居た。

「日和ちゃん……？　日和ちゃんよね？」

「……明吏おばさん、お久し振りです。日和です」

　ぺこりとお辞儀をする日和を見て、明吏も日和へ微笑みを返す。

「あぁ、もう……少し見ない内に大きくなっちゃって。浴衣姿も似合ってるし、美人さんなのは変わらないわね……前よりずっと可愛くなってる」

　感激したように言う明吏の目は、少しばかり潤んでおり、それを見た日和も泣きそうな顔で笑っていた。

「いいわよ、花火しても。日向がこんなお願いするなんて珍しいもんね。今日ぐらいは大目に見ましょ……その代わり、女の子達は私に家の電話番号教える事！　私から家の方に連絡するからね、娘が遅くに帰ってこないなんて、親としては心配なんだから。そんな所居ないで入って入って！　後でスイカ切ってあげるから、先にリビング入ってなさい！」

　明吏はそう言うとリビングへと引っ込んだ。

「いいお母さんだよね」

　悠里の言葉に、日向も頷うなずく。一応、神社を出た辺りで女子達は保護者へ連絡し了承は得ているものの、実際に日向の母親から連絡するとしないでは、その安心感は段違いだろう。

　そういった部分に責任を持つ、大人というのはそういうものなのだろうと、日向は改めて心に刻む。

「先輩の家、久し振りです……二年ぐらいじゃそんなに変わらないなぁ」

　皆が家に上がって行く中、日和は玄関から廊下を見通してそう呟つぶやいた。

　以前に日和が家に来たのは一体いつだったのか、何となく中学三年に上がってからは記憶がほとんど無いが、恐らくその前後なのだろう。

「後で母さんに捕まるかもね、日和が来るのを心待ちにしてたから」

「はい、そうなったら、精一杯お相手させて頂きますね」

　そして中へと上がる日和に続いて、日向も家の中へ入って行った。




　新垣家の庭に水が入ったバケツが用意され、家の中には蚊取り線香が焚たかれる。

　日向達はリビングと庭を繫つなぐ足場にそれぞれ腰を下ろし、花火の準備を進めた。

「よしよし、やっぱり線香花火ってのは最後だよね。結構な数を買ったから、最初はこいつの二刀流からいこうかね……」

　唯が花火パックの中を吟味しつつ、二本の手持ち花火を一本ずつ両手に持つ。

「唯……蕾ちゃんの前で変な真似しないでよ、危ない遊び方覚えたら困るでしょ」

　目を細くして悠里が唯を軽く睨にらむが、唯はどこ吹く風で蠟ろう燭そくの炎へとその先端を近付ける。

「大丈夫だってば。こういうのはね、派手にどーんとやる方が面白いんだって……よっしきたー！」

　唯の持つ花火の先端から金色の炎が噴出し、パチパチと音を立てながら眩まばゆい光を放つ。

　それと同時に左手の花火からも、今度は濃いピンクの火花が出始める。

「浴衣、焼けちゃったら困るからね！　ちゃんと安全にやってね！」

　悠里が唯へ再三注意をするが、唯は完全に自分の世界に入って光で絵を描く様に手を動かしていた。

「悠里ってさ、なんか恵那さんのお母さんみたいだよね」

「ちょっと!?」

　日向がぼそりと呟いた言葉に、悠里がカッと目を見開いて反論しようと試みる。

「どうせなら蕾ちゃんのお母さんの方がいいわよ、素直だし……可愛いし。私、唯のお母さん程しっかり出来る自信ないもん」

　はぁ、と溜ため息いきを吐きながら悠里が花火パックの中から一本取り出す。

　その言葉を聞いた日和が「おや……」と白い目を悠里に向けた。

「それ、日向先輩とならつっつを子供にして夫婦になってもいい、って事ですか？」

「ちょ、ちょっと日和ちゃんまで！　そういう事じゃなくって！」

　鋭い日和の指摘に悠里が狼狽うろたえる中、日向は何を言えばいいか分からずに、とりあえず状況を静観する事にした。

「気のせいかね。今、一瞬だけ日和ちゃんの背中に黒い龍りゆうが見えた」

「雅、それ聞かれたらまた日和に折せつ檻かんされるよ」

　隣でぽつりと呟く雅に警告を発していると、リビングに繫がる大窓から蕾が姿を現した。

「おにーちゃん、きがえたー」

　蕾は先程までの浴衣ではなく、私服のハーフパンツと半はん袖そでパーカーという、いつものスタイルになっている。流石さすがに浴衣のままでは危ないし、悠里から借りたものを焦がしたりする訳には行かないと明吏が着替えさせたのだ。

「よし、じゃあこっちおいで。火を使うからちゃんと言う事守るんだよ」

「はーい！」

　そうして蕾もまた、花火の入ったパッケージを楽しそうに見つめて中から花火を取り出す。

「こーれ！」

　取り出したのは一本のピンクと白模様の花火で、先程唯が持っていたのと同じ物だ。

　それを日向の元に持って行き、ピッと目の前に突き出した。少し顔が得意気なのは気が逸はやっているからだろうか。

　日向は蕾の手に自分の手を添えながら、そっと蠟燭に近付ける。

「あ、つーいた！」

　シュゥ、という火薬の点火音と共に、淡い色の光が放たれる。

「……おにいちゃん、これくさいよー！」

　火薬のツンとした臭いを嗅かいだのだろう、そんな事でも蕾は楽しそうに笑う。

　夜の普段は寝ている時間に、家族以外の人とこうして遊ぶ……キャンプの時は早く寝てしまったが、今日はしっかり起きられているのも嬉うれしさの一つなのだろう。花火を持ってはしゃぐ蕾を、日向は笑顔で見守った。




　そうして暫しばらく、それぞれが花火を楽しむ時間になる。

　物干しに吊つるして回転させる花火や、何本も細い花火が連結されたナイアガラ花火など、日向も初めて目にする種類が中にはあった。

　やがて花火も残り少なくなり、残り僅わずかな手持ちの花火を消費して、最後に線香花火をしようかと誰かが提案していると、唯が何やら花壇奥の草むらを覗きこんでいるのが見えた。

「唯、どうしたの？　何か落とした？」

　悠里の声に唯が振り向いて、困ったように眉まゆを下げた。

「え、えへへ……耳に付けてたイヤリング外れちって。動き過ぎたかな」

　そして再び視線を戻して探そうとするが、丁度リビングからの光も届かない草むらは暗闇で探すのに不向きだ。

「恵那さん、ライト要る？　この前俺がキャンプ持って行ってたのがあるよ」

「あぁ、あの鈍器みたいなライトね！　いるいる！」

　唯が顔を輝かせて言うと、日和が立ち上がった。

「それじゃ、私持ってきますよ。日向先輩はつっつそのまま見ててあげて下さい、先輩の部屋ですよね？　私、場所分かりますから」

　そう提言する日和に、日向は少し迷ったがその申し出を有り難く受け取る事にした。

「分かった、お願い出来るかな。キャンプの時に使ったバッグが机の所にあって、ライトは小さい方のポケットに入ってるんだけど……」

「はい、お任せ下さい！」

　そして日和は、サンダルを脱いでリビングから家の中へ入って行った。




　この階段を上るのも久し振りだなと思いながら、日和は一段一段を浴衣の裾すそを踏んでしまわぬ様に慎重に上って行く。

　階段を上がって左手に見えてくる最初の部屋が、日向の部屋だ。

　昔は何度も入った事のある部屋は、以前と変わらずに、だけどほんの少しだけ年月を感じさせる佇たたずまいで日和を迎えた。




　ギッ、と取っ手を下げて、少しだけ勇気を出して、ドアを引く。

　部屋の中は外の街灯の光が射し込み、月の光と合わさって暗さはそれほどでも無かった。

　これならば、わざわざ部屋の灯りを点つける必要もないと思い、日和は足元にだけ気を付けながら慎重に歩みを進める。

「えっと……あ、バッグ。これだよね」

　キャンプの時に見た、日向の大きなバッグを勉強用デスクの隣に見つけて駆け寄る。そしてバッグの手前にあるサブポケットのチャックを開くと、中からフラッシュライトが出てきた。

「うん、これで大丈夫そう」

　形状をしっかり確認し、間違いないと判断して立ち上がる。

　すぐに戻るのは何だか勿もつ体たい無ない気がして、部屋の中を軽く見渡す。

　模様替えもしていないのか、そこは日和が知っている空間のままだった。

　簡素な勉強用デスクには、当時は教科書だったけど、今は難しそうな参考書が並べられていて。

　青いカーテンと、今はもう日和もあまり使わなくなった、オーディオ機器。

　日向が集めている漫画のラインナップ。

　年月を感じさせるものと、感じさせないものと、そのどちらもが此こ処こには共生している。

「ここで、夏休みはスクール行く前に宿題やって……おばさんにお昼ご飯とか食べさせて貰もらって」

　一つ一つ、想い出を浮かべる様に、部屋の小さな丸テーブルを触る。

　自然と笑みが零こぼれてしまうのが分かる。ここは、とても温かい場所だった。

「ふふ……全然変わってないなぁ……ここ……」

　そのまま顔を上げると、ある一点で日和の視線が止まった。

　そこには、日向が以前使っていたラケットバッグと、トロフィーが置かれた棚があった。

「……あれって」

　このラケットバッグも、日向が何年も使っていたものなので日和には馴な染じみのあるものだった。思わず開けて中を確認してみると、微かすかに埃ほこりが舞ってしまった。恐らく、ほとんど触れる事が無いのだろう。

　中には以前と変わらずにテニスラケットが二本入っている。日和のラケットよりも幾分かシャープで、それなのに重い、日向の愛用ラケットだ。

「ガットが……」

　ラケットのガットは、どちらも切られていた。

　ガットを張りっぱなしで長期間放置してしまうと、フレームが歪ゆがむと言われている。

　ラケットがその状態で置かれているという事は、使用者が暫くは使わないと宣言したも同然だった。

　ほんの少しだけ寂しい気持ちを覚えながら、日和はラケットをバッグに戻して隣のトロフィーを手に取った。

「……？」

　そのトロフィーだけは、ラケットバッグと違い……埃が、一つとして付いていなかった。

【第十六回　チャレンジジュニア杯　ミックスダブルス部門準優勝　新垣日向・上月日和】

　それは、まだ小学生だった日向と日和が一緒に出た大会のものだった。

「あ……え……？」

　トロフィーの文字を目にした瞬間、日和の脳内には当時の記憶が鮮やかに蘇よみがえった。

（ひなた君、ナイスサーブ！）

（カバーありがとう。ペアの男の人、パッシングが上手いね。抜かれないようにしないと）

　脳裏にフラッシュバックするのは、当時の試合風景、そして日向と交わした会話達だ。

　目の奥が熱くなり、じわりと涙が溢あふれてくる。

「なん……で……？」

（ここを超えればベスト４です。皆の分まで頑張りましょう！）

（俺がサーブで崩して、日和がポイントを稼ぐ。難しい事は要らない、勝とう）

　もう、ちゃんと自分の中では理解していた筈はずだったものが、悲鳴を上げるのが分かった。

「ちが……っ……やぁ……」

　水滴が頰を伝う感触が分かる。なんでもないと思っても、心が言う事を聞いてくれない。

「わた……し……ひなた、くん……」

（ひなた君、いつかいっしょに、ミックスダブルスの試合、でようね！）

　膝ひざが折れて、トロフィーを抱き締めるようにして、座り込んでしまう。

（日向君、凄すごいよ！　新聞の地方欄に載ってる！　プロ入り有望の無敗の中学生、全国大会進出だって！）

（お、大おお袈げ裟さ過ぎない……？　これちょっと恥ずかしいよ……）

「ひなたくん……ひなた君、日向君……！」

　慟どう哭こくのように何度も名前を呼ぶ。もう今は過去でしかないその記憶を手放すまいと、日和は呼びかけ続けた。

「私……嫌だよ、一人でテニスするのは……もうやだよお……」
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　手と足が震える。急に昂たかぶる感情の波に、身体が反応し切れていない。

（日和はバックハンドが上手うまいから、オープンスペースを作ってあえて狙わせてみよう）

（６─４かぁ、結構追い詰められたけど、まだ俺の方が強いね）

（ひよりちゃん、一緒に走ろうよ。練習前は身体温めた方がいいって、いつもコーチが言ってるよ）

（五年の新垣日向です、宜よろしくお願いします！）

　幼い日向との想い出、中学になった日向との想い出、一緒に決勝戦へ挑んだ日向との想い出。

　そのどれもが、今の日和を形成するのに大事な要素で、支えだった。

　そして、もっと自分を見て欲しいと思って、気持ちをぶつけて、離れてしまった。

　再会出来た事が嬉しくて、もう離れたくなくて、最初からやり直して欲しいとお願いして。

　もう一度傍に居られる事になって、一緒に遊んだり、出掛ける事も出来て。

　たとえもう日向がコートに立つ事は無いとしても、それでも良かった。良いと思っていた。

　それでも日和は、日向との想い出を消したくなくて、自分はコートに立ち続ける事を決めた。

「自分で道を決めて進んで来たなんて……噓です」

　あの時、日向と話したあの喫茶店で、日和は自分で自分の為すべき事をするからと、その為に此処を選んだのだと、日向に言った筈だった。

「そんなの……先輩を追って来たに決まってるじゃないですか……」

　目から落ちる涙が、床に幾つもの染みを作るけれど、止まってくれない。

　街灯と月の光だけが射し込む部屋の中で日和は、どうか誰にも今の言葉を聞かれていませんようにと、それだけを願った。




　日和がライトを取りに行って少し、唯が落とし物を見つけようと懸命に草むらの中へ目を凝らすが、やはり暗闇ではその奥までは見通せず、がっかりと肩を落とした。

「唯、日和ちゃんが戻ってくるまで待ったら？」

「うーん……そうねぇ」

　傍で覗のぞきこむ悠里へ生返事をする唯だったが、視線は変わらず足元にある。

　日向は蕾、雅と共に、最後の線香花火前にと周囲のゴミを片付けていたが、ふと視線を上げる。

「バッグの場所、分かり辛づらい所にあったかなぁ」

　少しだけ遅い日和の事が気掛かりになり、日向がリビングの奥に見える階段を見やる。

「俺が取りに行った方が良かったかね、見てくるか？」

　雅がそう提案してくるが、その言葉を言い終えた辺りでリビングへ日和が入ってくるのが窓越しに見えた。手には棒状のフラッシュライトを携えている。

「すみません、遅くなりました！」

　大窓から身体を出し、サンダルを履きながら言う日和へ日向が声を掛ける。

「ごめん、デスクの横にバッグあったんだけど、入ってる所が分かり辛かったかな」

「あ、いえ、見つけられたので大丈夫です。これで合ってますよね？」

　返事をしながら日和が翳かざすフラッシュライトに、日向は頷うなずいて答える。

　そのまま日和は唯の元へ行き、彼女へそれを手渡した。

「お！　日和ちゃんあーりがとー！」

　意気揚々とライトを点灯し、足元を再び探し始める唯を日向が遠目に見ていると、ふと唯の隣に居た日和と目が合う。

　一瞬だけ見えた瞳ひとみは、ほんの少しだけ憂いを帯びたものだった。けれど、その視線はすぐに外れて唯と一緒に落とし物を探す姿勢に戻ってしまう。

　何かあったかと問い掛けたかったが、それよりも先に蕾が日向の服を引っ張り始めた。

「おにーちゃん、さいごにせんこーはなびやろー？」

「……うん、そうだね。やっちゃおっか」

　蕾の手に握られた二本の線香花火を一本引き抜くと、蕾が嬉うれしそうに笑って屈かがみこんだので、日向も寄り添う様に屈む。

　日和の事が少し気掛かりになり目をやると、そこには唯がイヤリングを見つけたのか「あったー！」と片手を高く掲げている姿と、それをほっとした表情で見守る悠里と日和の姿があった。

　そこには先程の表情は無く、いつもの日和に見えた。

「お、遂に最後の砦とりでか……。よし、蕾ちゃん、俺とどっちが長く保もってられるか勝負なー」

　日向と蕾の手元を見て、雅も一本の線香花火を取り出す。

「あー！　あたし達もやるよやるよ！　これやらないと最後って感じが無いよねぇ」

　イヤリングを見つけられて上機嫌になった唯も傍に寄ってくる。

　その背後で、悠里もその場から動こうとしたが。

「日和ちゃん、私達も行きましょ？　……日和ちゃん？」

　悠里が先程の場所から動かない日和に声を掛けると、日和がハッとした様に顔を上げた。

「平気？　……ちょっと疲れて来ちゃった？」

「あ……すみません。大丈夫です、行きましょう」

　心配そうに顔を覗きこむ悠里へ、日和は微笑んで答える。

　悠里もその表情を見て安あん堵どし、二人も揃って日向達の元へ向かった。




　皆で車座になり、蠟ろう燭そくの火へそれぞれの線香花火を近付ける。

　日向も自分の花火を寄せて先端に火を付けると、僅わずかな火の玉が生まれた。

「……きれーい……」

　蕾は手元の光を眺めながら、うっとりとした様に呟つぶやく。

　線香花火はジジジ……と僅かな振動を指先へ伝え、静かに火花を散らせてゆく。

　手元の花火を眺めながら、日向は以前に祖父から教わった事を思い出し、隣で熱中している蕾に向けて口を開いた。

「最初の、火が生まれたばかりの状態をね、蕾つぼみ……って言うんだってさ」

　まだ蕾が生まれていない頃、祖父の家で夏休みに花火をした事があった。

「ここから牡ぼ丹たん、松葉、柳と、花や植物の名前にどんどん変わっていくんだ」

　話す日向を、蕾の真ん丸の瞳がじっと見ている。

　いつか、蕾も大きくなって、兄の手を借りずとも何でも出来る様になっていくのかもしれない。そう思うと、妹の成長を楽しみに思うと同時に寂しさも覚えた。

「つぼみも、はやくおおきくなりたいなー……」

　にっ、と笑って手元の花火を愛いとおしそうに見る蕾を眺ながめると、日向は心の中で、まだもう少しだけ手の掛かる子供のままで居て欲しいと、そう思った。




「あー落ちちゃった……」

「あ、落ちた」

　唯と雅が同時に言うと、悠里が笑う。

「そそっかしい人から落ちていくなんて、正直な花火ね」

「おい芹沢……恵那はともかく、俺は割と慎重派なんだけど……」

　雅が心外だと訴える目で悠里を見るが、悠里は「はいはい」と相手にしていない。

　そんな光景を向かい側から日向が笑って見ていると、日向の手元からも火が落ちる。

　そして悠里、蕾と順番に花火は地面に落ちて、日和の花火だけが最後まで残った。

「ひよりちゃんのがいちばんながいね！」

「ね、頑張ってるね」

　蕾が笑って日和に言うと、日和も蕾に微笑み返す。

　そうして最後まで輝き続けた花火も、ゆっくりと火花を鎮めながら、やがて地面に落ちる。

　日和は地面に落ちてゆっくりと消える輝きを、ただじっと見つめていた。




「……さって、これで今日のイベントも全部お終しまいね」

　唯が立ち上がり、身体を伸ばしながら言った。

　他の面々も順々に立ち上がって同じ様に身体を伸ばす。

「結構遊んだかな、と思ったけど、まだ九時を少し過ぎてるぐらいなんだね」

　悠里がスマートフォンの画面を見ながら言うのに釣られ、日向もリビングの時計を確認すると時刻は午後九時十五分を指していた。

「流石さすがに蕾はもうそろそろ眠くなって来たかな」

　日向が目を擦こする蕾を見て言うと、蕾はぼんやりとした顔で答える。

「うん……ちょっと……」

「後でシャワーだけして身体洗おうな、そのままだと臭いが布団に付いちゃうから」

「うん……」

　少しうつらうつらする蕾を起こす様に、頭に手を乗せる。

「それじゃ、あたし達もお暇しますかー。夜更けだし、パパに迎えに来てもらおーっと。二人とも乗っていくといいよー」

　唯がスマートフォンを出しながら悠里と日和へ告げると、二人とも素直に頷いた。

「ありがとう、お言葉に甘えさせて貰もらうね」

「恵那先輩、ありがとう御座います、宜しくお願いします」

「え、俺は？」

　女子達三人が纏まとまってリビングへ入って行く背中に、雅が啞あ然ぜんとした面持ちで呟く。

「運動部男子なら体力余ってるし、夜にランニングする人だって居るっしょ？　走れば？」

「嫌だよ乗せろよ！　くっそ、純じゆん基きおじさんに直談判してやる……」

　雅をからかいながら家に入る唯の背中に、雅の悲ひ愴そうな声が掛かる。

　日向も彼らの背中を追って、眠気で瞼まぶたを擦る蕾をそっと抱き上げて家の中に入った。




　そして少しの間、明吏が淹いれてくれたアイスコーヒーを飲みながら純基の到着を待っていると、唯のスマートフォンが震えた。

「あ、パパ来たみたい。近くのコンビニに停めてるってさ」

　画面を見ながら唯が言って立ち上がると、それに続く様に悠里、日和、雅も立ち上がる。

　連れ立って玄関に行き、帰り支度を整える。

「それじゃあ日向君、蕾ちゃん、今日はお邪魔しました。また皆で遊ぼうね」

　悠里が日向に寄り掛かる様に立っている蕾の頭を撫なでる。

「みんな、また、あそんでね……はなびしてくれて、ありがとう……」

　眠気の為に、いつもある帰り際のイヤイヤも無く素直な蕾が手を振ると、日和達も手を振って応こたえる。

　そうして四人が玄関を出て行くと、蕾は日向の脚に抱き着いてくる。皆が帰った事で気が抜けて眠気が強くなったのだろう。

「蕾、もうちょっと頑張ろうか。パッとシャワーだけ済ませて、歯を磨いて寝よう」

「うん……」

　そうして日向と蕾も、長かった一日を終えて、ゆっくりと夜を過ごした。
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　花火大会の日から数日が経過したが、夏休みはまだ半分も終わらない。

　日向ひなたの日常も普段の落ち着きを取り戻し、リビングにはテレビアニメを見ている蕾つぼみの背中が見える。

　ダイニングテーブルに勉強道具を広げ、午前中の空いた時間を学習に費やしていた日向は、ノートへ数式を書き込みながら、ふとカレンダーを見る。

　そう言えば、初はつ島しま霧きり子こという女性と再会してからそろそろ一週間となる。

（宿題……）

　あれから、何となく幾度か考えてみたものの、霧子が言う答えには一向に辿たどり着かない。

　日向と霧子では、性別も性格も、あらゆる部分が違い過ぎた。

（でも、確かあの人は言っていた。自分達は似た者同士だって……）

　霧子と出会い言葉を交わしてから、あの複雑な色を映す瞳ひとみが、何故か脳裏から離れない。

　共通点はただ一つ、お互いに姉か妹が居るという、境遇が似ている事だけに過ぎない。

「……単純に、夢を追い駆けたいからイギリスに行く決意をした……って事じゃ、ないんだろうなぁ」

　考え事をしていると、テーブルの上に置いたスマートフォンのＬＥＤが点滅している事に気付いた。いつの間にか受信していたらしい。アプリを開くと、友人達のメッセージログを追った。

『部活なう。ちょー暑いよ今日……脱水で死にそう』

「あぁ、恵え那なさんは今日は部活なのか」

　冒頭にある唯ゆいの言葉に日向は肩の力を抜くと、画面を下にスクロールする。

『俺もだ……室内競技キツいよな。日向、生徒会長になって体育館に高性能なエアコン付けてくれ、お前なら出来る』

　今度のは雅みやびで、こちらも唯と同じく部活中らしい。

『二人とも頑張ってね、私は今日はお祖母ばあちゃん家ちに居るけど、こっち涼しくて過ごし易いよー！』

『芹せり沢ざわ先輩いいなぁ……室内じゃなくてもキツいです。テニスコートって防風林とかに囲まれてるから、風が来なくて』

　悠ゆう里りのメッセージに返信する日和ひよりが、これを打ち込んでいる時に疲れ果てた顔をしているのが目に浮かぶ。

　先日、唯が全員で話せるグループトークを作ってしまった。曰いわく「いちいち何かある時に全員に連絡するの超面倒だから、こっちでいいよね！」らしい。

　こうして家で勉強しているだけなのに、メッセージを読むと十分に友人達の姿が思い描ける。

　同じ夏休みでも、去年は級友達と触れ合う事も無く、偶たまの土日などに雅と二人で何処かに繰り出す事が数回あった程度だったので、休みの間にこうやって複数の友人達と話せる今の状況は、日向にとってどこか懐かしいものだった。

　そんなやり取りを見ていると、家の中でじっとしているのも何か勿もつ体たい無ないという気がして、日向は勉強道具を片付けに入る。

　そして麦茶をストローで飲みながら、今は教育番組を熱心に見ている蕾へと声を掛けた。

「蕾、ちょっとお外に出てくるかー？　暑いけど、天気良いいし。ずっと家の中も退屈だろ？」

　日向の声に蕾はバッと振り返って、待ってましたとばかりに頷うなずく。

「いーくー！」

　反応の速さから、もしかすると日向が勉強を終えるまで待っていてくれたのかもしれない。最近は変に気を遣う事が増えた蕾の成長に、日向は微かすかに笑うと蕾の帽子や自分の財布などを持ち、外出の準備に取り掛かった。




　特に何処と決めて歩き始めた訳ではないが、やはり何かあると行ってしまうのは駅前のモール周辺だ。公園もあり、駅直結のモールがあり、この時季ならばソフトクリームやかき氷といった冷たいものを並べる露天商も居る。

　そこへ至る道を蕾と二人、手を繫つなぎながら歩く。

　今日の蕾は、以前に悠里と一緒に買ったワンピースを着て麦わら帽子を被かぶり、其その時の悠里のように、ちょっとしたお嬢様みたいな恰かつ好こうになっている。

「えへへ、かわいい？」

「うん、大変可愛らしい。ので、誘拐されないように、道中は兄ちゃんと手を繫ぐよ」

「はーい！」

　日向を見上げてニッと笑う蕾の笑顔は、何ものにも代え難い日向の宝物だ。

　ぎゅっと握られた右手で、少し汗ばんで湿っている蕾の手を握り返した。




　やがて二人は駅前の公園へ到着すると、暑さを避けるように噴水の近くへ向かって行く。

　噴水の周囲では霧の様に細かい水の粒子が周囲に舞い散り、暑さを和らげてくれた。

「はぁー、これきもちーね……つぼみも、おみずのなか、あるいてもいい？」

　顔を綻ほころばせた蕾が、噴水の周囲で浅く溜たまった水に濡ぬれて遊ぶ子供達を見た。

　中には水着で遊ぶ小さな子も居て、夏の風物詩といった様相を呈している。

「歩くだけな、着替え持ってきて無いし……パンツびちょびちょで帰るの嫌だろ？」

「うん、あるくだけにするー」

　言いながら日向は蕾の足から靴を脱がせ、ワンピースの裾すそを少し絞る様に結ぶ。

　準備が終わった蕾は、意気揚々と水辺を歩いて、その水の冷たさに黄色い声を上げ始める。

「うー！　つめたーい！　きもちー！　おにーちゃん、つめたーい！」

「周りに一杯友達居るけど、ぶつかったりしない様になー！」

　傍にあるベンチに腰掛けた日向に蕾が手を振ってくるのが見えて、日向も応答しながら息を吐いて座り直す。ふと空を見上げると、快晴までは行かないが、雲が少なくて十分に良い天気を維持していた。




　そうして蕾の水遊びが終わると、足を乾かしがてら二人で露店で販売していたソフトクリームを食べて過ごした。

「つぼみもこーんのほうがいいな……」

　日向の持つソフトクリームのコーン部分を見ながら、蕾がぼそっと呟つぶやく。

　蕾が持つソフトクリームはカップにスプーンだ。

「蕾が持つと溶けちゃって落ちるから、もうちょっと大きくなったらな。兄ちゃんの食べさせてあげるからさ」

　そう言いながら日向が手に持つソフトクリームを差し出すと、蕾は笑顔に戻ってコーン部分に嚙かじり付き、再び自分の分にスプーンを差し込む。

　周りを見ると同じ様な風景があちこちで見られる。炎天下のソフトクリームは砂漠の水に等しい癒いやしを与えてくれるのだ。




　そんな一時も過ぎ、一度暑さを凌しのぐ為にモールの中へ入って軽くあちこちを見て、シーズン的な人の多さに圧倒されて移動して……そうこうしている内に、すっかり夕方近くになってしまった。

　蕾は歩き疲れ、今は日向の背中で船を漕こぐ様にうつらうつらとしている。

　休み休み歩いたのだが、公園でもモールでもたっぷりはしゃいで、体力を使い果たしたのだろう。

　日向は背中に蕾の重さを感じながら、ゆっくりと臨海公園の遊歩道を歩く。日中の暑さは少しずつ鳴りを潜め、今は涼やかなそよ風を感じられる。




　少しずつ駅から離れるにつれ、人も疎まばらな状態から更に段々と人気が薄くなり、世界からぽつんと切り離された様な錯覚を覚える。

　そして、その日向が歩く先……海を臨む様に備え付けられたベンチに、その人は居た。




　驚きはしなかった。今日ではなくとも、いずれまた出会う事になると思っていたから。




　その人物、初島霧子は、歩み寄ってくる日向に驚く事もなく、海に向けていた瞳をゆっくりと動かした。

「こんにちは、日向君」

「初島さん」

　日向は軽く会釈をすると、傍らにある大きなバッグに目を向けた。

「……もう、出発ですか？」

「うん、もう明日出発だ」

　霧子は言った後に、一瞬だけ目を瞑つぶって、すぅ……と息を吐いた。

　黄昏たそがれ時の海は、金色に輝いて直視すると眩まぶしい程に神々しい。

　まるでその風景を瞳に焼き付ける様に一望した後、霧子は笑って自分の隣にあるスペースを叩たたいた。

「立ちっぱなしだと疲れるよ、座ったら？」

　その言葉に一瞬日向は迷ったが、ゆっくりと背中の蕾を一度抱き直し、ベンチに横たえると自分も座る。

　霧子とは丁度、間に人が一人入るぐらいのスペースを空けている。

　霧子は寝そべる蕾の寝顔を見て、柔らかく顔を綻ばせた。

「可愛い。本当に天使みたいだ」

　日向も蕾を見て、そっと顔に掛かった髪の毛を払う。

　柔らかくて、細い、絹の様な子供の髪は触っているだけで気持ちがいい。

　少しの間、二人で蕾の寝顔を眺めていた。

　やがて霧子が口を開く。

「宿題は、出来たかい？」

　ゆっくりと話すその言葉に、日向は首を横に振る。

「いえ……考えましたけど、自信を持ってこれだ、と言えるものは何も」

　日向が答えると、霧子は「そうか」とだけ言って頷く。諦てい観かんにも似たその表情は、日向が答えに辿たどり着かない事を分かっていたようで、同時に期待していたものが達せられなかった無念さを帯びていた。

「初島さん、何故こんな宿題を出したんですか？」

　日向の問い掛けに、霧子は視線を蕾に向けたままで答えた。

「……日向君はさ」

「はい」

「日向君は、今までどんな生き方をしてきたんだい？」

「……どんな、って言われても」

　訊たずねられて、日向はどう答えればいいのか迷う。

「小学校や、中学校の時は、どんなだった？」

「えっと……そう聞かれても、普通ですよ。小学校の時からテニスして……中学でもやってて、部活行ったり友達と遊んだり、それだけです」

　何か特別な事をしていた訳でも無い、本当に普通の少年時代を過ごして今まで生きて来たのだ。

「蕾ちゃんの事は、高校生になる前からよく見てるの？」

「いえ、高校に入るちょっと前からです。三年に上がって、引退した後は自分の受験勉強しながら両親に代わって見る事が多くなって」

　今更ながら、日向は割と無茶したもんだなと思う。

　日向達が通う進学校は、極端に難しい学校ではないにしろ、この辺りではそこそこ優秀な学校だ。蕾の事を見る為に削られる勉強時間があって、それでもちゃんと合格出来たというのは、それなりの努力が実ったからだと自負している。

「蕾ちゃんは、可愛い？」

「はい、そりゃ勿もち論ろん。たとえ妹であっても、あんまり普段から聞き分け無かったり邪険にされてたら憎たらしくもなりますけど、蕾は素直に育ってくれて、兄妹きようだい仲は良好なんじゃないかな、と俺は思ってます」

「君等は本当に仲良いいもんね、見ていてこっちが癒される」

　目め尻じりを下げて笑う霧子に、日向は少しだけ恥ずかしくなる。

　二人で蕾の寝顔を眺め、少しの間だけ沈黙が流れた。次に口火を切ったのは、やはり霧子からだ。

「宿題の答え合わせ、しよっか」

「はい」

　何となく日向は霧子の横顔を眺めるが、相変わらずその視線は水平線に沈みそうな陽に注がれている。

「私はね、自分で言うのもなんだけど……自由に生きて来たんだ。姉さん……私の姉に、今の蕾ちゃんの様に温かく包んで貰もらって、姉さんが望む様に自由に。それが私が出来る恩返しだと思っていたから」

　日向が何も言えずに黙って耳を傾けていると、霧子はベンチから立ち上がり、身体を一度大きく伸ばす。

「私と君はまるで、背中合わせの存在だね。君は柔らかく誰かを包む羽毛の様で、私はその中で愛情をたっぷり注がれて育てられて、自由に羽ばたく事が許された存在だ。でもね、そんな私達だからこそ、自分を大切にしてくれる人達にはもう少しだけ……その人自身の事も、大切にして欲しいと願う事もある」

　霧子が振り返って、そっと一瞬だけ、日向の頰に手を添えた。

「最初、君に出会った時に、君と蕾ちゃんを見てすぐに分かったよ。あぁ、この雰囲気だ、って。私と姉さんと同じ、姉さんが私を包んでくれている雰囲気とそっくりだって」

　霧子の手が離れると、夕暮れの風が同じ場所をすり抜けてゆく。けれど、まだ熱が残っているように、その場所がじんじんと疼うずく感覚があった。

「この前、姉さんに訊きいてみたんだ。もし私が居なかったら、どんな風に生きていたのかって。……そうしたら『考えた事も無かった』って言われたよ」

「それは……」

　霧子の姉の気持ちを、日向は一端だけど理解する事が出来た。けれど一方で、霧子の姉と自分は似ていても決定的に違うのだ、という理解にも繫つながった。

　恐らく、霧子の姉は考える暇すら、与えられなかったのだ。

　両親が健在で蕾の子育てに入ったのも二年前から、時間で言えばまだそれだけしか経っていない日向は、進路等に関して考えられるだけの余地はある。しかし、霧子の姉は違うのだろう。

　聞かされた内容だけでも、状況を推測する事ぐらいは出来る。恐らくは日向達よりもずっとずっと長い時間、幼い頃から姉妹はお互いを支え合って生きて来たのだ。

　霧子の姉が、自身の願いと未来を全てなげうってしまう程に。

「両親が亡くなったのは、私が三歳の頃で……姉さんは、まだ小学生だった」

「そんな、時から……」

「姉さんが私に向けてくれる愛情の深さに、喜びと一緒に……恐怖があった。自分は一体、どれだけの可能性を姉から奪ったのだろう……って。姉さんは自分からはそんな事、一言も口にした事はない。いつも、幸せそうに笑ってくれてたんだ」

　霧子はそこまで口にすると、空を見上げた。花火の夜、どこまで繫がっているのだろうと言った空だ。少しずつ、日向の中に霧子の辿って来た足跡が見えてきた。それはきっと温かさと幸せに満ちた生活で、だからこそ、疑問という一滴がその日常にぽとりと落とされた時、見えた景色が一変してしまったのだろう。

「初島さんは、お姉さんに……もっと、自由に生きて欲しかったんですね」

「自由という言葉が、一体何を指すのか。私には断定出来ないし、人の幸せを他の誰かが押し付ける事も出来ない、それは分かっているんだ。それでもね、やっぱり思うんだよ。もしも、姉さんにもっといい未来があったなら、って。考えずには、居られないんだ」

「……だから、イギリス。日本と反対側にある場所に行く決意をして、離れようとしたんですね」

「まるっきり子供のやる事でしょ？」

　困ったように笑う霧子を、日向は笑い飛ばす事が出来なかった。

　深い愛情で結ばれたからこそ、相手の幸せを願うからこそ苦悩する事もある。

「イギリスに行きたかったのは本当さ。私には音楽しか能がない。いずれこの芸が実を成した時、それが姉さんを助ける事もあるのなら、私はこの道で生きていく」

　言い切った霧子の表情には、強い意志が宿っている事が分かった。それは葛かつ藤とうし、苦悩し、選択した人間にしか持ち得ないものでもあり、日向にとっても覚えのある感情でもある。自分が蕾の傍に居ようと決意した時も、きっとこんな感じだったのだろうと思える。

「でも、この土壇場で私は君達に出会ってしまった。私と姉さんの鏡映し……まだ幼い頃の私が、君と一緒に居た」

「それって」

　霧子の言葉に、日向の心臓が跳ねる。今、この女性は何と言ったのだろう。

（初島さんが、蕾の未来……なら、初島さんの宿題というのは）

　今の今まで、日向は霧子の話を霧子自身の話としてしか認識していなかった。けれど霧子はそうではなかったのだと気付く。

（この人が話して居たのは、俺達の……話だったのか）

　つまり、これは警鐘だったのだ。絶対ではない、けれども可能性としては起こりえるという霧子からの。

「君がこの問題から目を背け続ける限り、蕾ちゃんはいつか私と同じ苦悩を味わう事になる。君の愛情が本物で、蕾ちゃんからの信頼が本物であるが故に。その絆きずなが強ければ強い程、その苦悩は蕾ちゃんを苦しめるんだ。君達と出会った時、運命すら感じた。これは私の君に対する八つ当たりみたいなもので、蕾ちゃんへのエールになる、ならなければいけない。……宿題の答え合わせをしようか、日向君」

　ここからが本当の命題なのだ、霧子の表情がそれを物語っている。言い知れぬ圧力に、日向はその場から一歩も動いていないにも拘かかわらず、自分が後ろに下がった錯覚を覚える。

「君は、蕾ちゃんと過ごす現状が無かったら、一体何をして過ごしていたんだい？」

　霧子の視線は日向を離さない。目を背ける事を咎とがめるように、射い貫ぬかれる。

「君には、あった筈はずだ。君自身の願望が、目標が、摑つかみたかった未来が。同級生や、同世代の子達と同じように、可能性に満ちた世界が」

　その言葉を聞いた瞬間、日向の中に冷や汗が伝う感じにも似た、ひんやりとした感触があった。

　まるで、親に悪戯いたずらを見咎められた時のような。

「違いますよ。そういう生き方があるぐらいには理解出来ますが、今の状況は自分で望んだものです」

　反射的に日向は否定する。霧子が言う感情を肯定する事は、今までの自分の根底を揺るがす事にもなり得ると思ったから。

「日向君、君がやっている事は本当に大変で、そして褒められるべき行いだ。それだけは確かなんだ。だからこそ皆、君の行いを支えてくれる、君の事を応援してくれる」

　霧子の声は、日向を非難する訳でも無く、ただ優しい。

　それなのに日向には、その声がまるで自分の中に入り込み、誰にも見つからず仕舞った宝箱を見つけてしまう様な錯覚を覚える。

「でもね、それは君を強く支えてくれると同時に、君の中にあるもう一つの想いを、強く押し込めてしまう事にも繫がるんだ」

　違うと叫びたかったのに、声が出ない。

　自分は何も押し込めてなんて居ない、霧子がそう生きている様に、日向もまた自由に生きていると。

　そこに行動の差異はあれど、それ以外のものは無い筈だ。

「俺は……」

　ようやく出た声は、後が続かない。でも反抗しなければと思った、これは認める訳にはいかない感情だと。

「日向君」

　強い声が響く。

　霧子の表情は、悲痛でいて懇願する様なものに変わっていた。

「君が、君のやりたい事を望んだとしても、それは君が蕾ちゃんに与える愛情を疑うものにはならないんだよ」

　その言葉に日向は、心臓を摑まれたのかと思った。

「君だけは知っている筈なんだ、本当は自分にもやりたい事があった筈だって。でも言えなかった、言い出せなかった。もしそれを認めてしまえば、君は蕾ちゃんよりも自分を優先した自分に、深く失望するから」

「あ………」

　例えばそれは、教室で放課後に談話するクラスメイト。

　例えばそれは、休日に友人達と過ごす同年代の少年少女達。

　そして、自分達のやりたい部活動を思う存分にやる友人達。

　それらを遠くに見ながら、今の自分には必要無い物と割り切っていた。

　だけれど、過去には日和が、今までは雅が、そして今は悠里が、唯が。日向をそこへ引っ張り出してくれる。

　そしてその度に、割り切った感情は少しずつ日向の中で再び育ってしまう。

　でもそれを認めてしまえば、それは逆説的に蕾との時間を否定する事になるのかもしれないと、無意識の抵抗を行っていた。




「誰も君の行いを非難する事なんて出来ない。間違った事なんて何一つしてないんだから。大人はそれを否定出来ない、友人達もまたそれを否定出来ない。正しさは認められなくちゃいけない、優しさは何よりも尊い。だけど、そうやって周りの大人や友人達が君の正しさを認める度に、君の中にある君の願望の一つは、少しずつ声を上げる事を止めてしまったんだ」




　日向の肩に置かれた霧子の両手が、決して離さないとばかりにがっちりと日向を摑む。

「君が、周囲へ応こたえようとする度に、自分の優しさに誠実である為に」

　もう一度上げられた瞳ひとみに、日向は真っ直ぐに見つめられた。

「自分で、自分の願望を見なくなってしまったんだ」

　何故、自分がこの霧子という女性の言葉から目を背けられなかったのか、ここまで自分の心を揺さぶるのか、日向は理解した。

　日向の周囲には居ない、けれどこの世界で誰よりも日向の内面を暴く事の出来る人物。

　蕾の未来という一つの可能性、それは日向にとっては銀のナイフにも等しい。

　張りぼての理屈を全て引き剝はがし、新あら垣がき日向という人間そのものを引き摺ずりだす事の出来る、唯一の存在だろう。

　自分が今日、ここまで歩く間にすれ違った同年代の人達や、悠里達と親しくなる前、教室で雑談に興じていたクラスメイト達の顔を日向は思い出せない。

　思い出せないのではなく、思い出さない様にしていたから。

　不意に、あのキャンプの日に見た星空を思い出した。

　無数の星々は、夜空に煌こう々こうと輝いていて日向の世界を一瞬で染め上げた。

　自分の頭上にあんなにも星空があった事すら、日向は忘れていた。

『どこにでもある筈の風景も、見ようとしなければ、どんなものだったか忘れてしまう』

　あの日、純じゆん基きが言った言葉もまた、日向の奥底に届けようとしたものだったのか。

「俺は……」

　自分の中から、何かが殻を破って外に出ようとしているのが分かる。不安で押し潰つぶされそうな気持ちの中に、不思議な安あん堵ど感があるのだ。それは幼い頃、かくれんぼをしている時に、他の皆は見付かった中で自分が最後まで隠れられていた時の、達成感と共にある不安感に似ていた。

　もう一度何かを言おうとしても、言葉が続かない。果たして自分は何を言おうとしているのか。

　口にしてしまえば最後、自分はそれを認める事になる。もう見なかった事には出来ない。

　それでも、頭の中を流れる想いは、水門が開くのを待つ様に次々と溜たまって決壊を待っている。

「大丈夫だよ、日向君。言葉にしてもいいんだ」

　何かを必死に堪こらえる子供にゆっくりと諭す様に、霧子が話し掛ける。

「誰にも聞かれたくない君の想いは、ここで吐き出しちゃってもいい。私が、イギリスの空まで持っていくから。誰にも聞かれない遠い場所まで、ちゃんと持っていく」

　言葉にしてもいいと言ってくれた、それは蕾との絆を否定する事にはならないと。

「自分と向き合ってくれ、日向君。君は本当の自分と向き合って、その上で蕾ちゃんを真正面から受け止められる強い人間だ。だから、もうそんなに怯おびえる事は無いんだ」

　その言葉に後押しされる様に、日向の口から声が洩もれる。

「皆と一緒に、過ごしたいと思った事がありました……」

「うん」

「皆が見ているドラマの話題に入って行きたかった……」

「うん」

「テニスを、続けたかった。もっと強くなって、上手うまい人と試合して、思いっきり動き回りたかった……」

　口から洩れる言葉に、法則なんて無く、ただ散らばった感情を吐き出しているだけだった。

　その純粋で、子供の様な叫び声を、霧子はただ頷うなずいて聞いている。

　知らない内に、頰を涙が一筋だけ伝っていた。

　泣いた覚えも、悲しさも無い。今の現状に不満も無い、幸せがある。その事実だけは揺るがない。なら、頰を濡ぬらすこれは一体なんなのだろうか。

「俺は」

「うん」

「好きな子が……居たのに……」

　自分を慕ってくれて、いつも一緒に居て、可愛くて、同じ物を見て、同じ事をして、沢山同じ時間を過ごした。

　その女の子の勇気も、自分と一緒に仕舞い込んでしまった。

「そっか」

　一言だけを返してくれる、霧子の言葉が今は温かい。

「馬鹿だな、君は」

　困った様に笑う霧子は、日向の頭を一度だけ撫なでる。

「全部今からでも、幾らでもやり直せるさ」

　そのまま、親指の腹で日向の涙を拭ぬぐう。

「ちゃんと、自分をもう一度見つけられたんだ。前は出来なかった事でも、今ならやれる事もある」

　霧子の姿に、父の姿が一瞬だけ重なって見える。

『長い目で見てみろ。今出来ない事があったとして、それがなんだ？　前に出来ない事があったとして、それがどうした？　出来るようになったらやりゃあいい』

「今の君には、支えてくれる友達が居るだろ？　勿もち論ろん家族だって居るんだ。ここまでやって来られた日向君なら、少しぐらい周りの手を借りながら、ちゃんと今まで通り蕾ちゃんへ愛情を注げるさ」

　きっとそれは、本来は日向に向けた言葉では無かったのだろう。

　もう今は届かない、幼き日の霧子から晴香へのエールであり、願いだった。
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「私や、きっと私の祖父母がそうだったように……近ければ近い程、伝える事が難しくなるんだ。だってそうだろう？　誰かを思いやるその姿と生き方と決意の裏にある、本当の君の声を聞く……それは、ある種の否定に繫つながる可能性を秘めているんだから。君が君自身で仕舞い込んだ可能性を引っ張り出すのは、本人か……きっと、私達のように相手の愛情を受けた者じゃないと出来ないんだ」

　堪えるように震える日向の肩を、霧子の両手が支えている。

「誰かに向ける愛情の中で、それを犠牲だと言わせない為に……どうか、君自身を無くさないでくれ。いつか蕾ちゃんが大きくなった時、自分のせいで優しい兄の可能性を閉ざしてしまったと、そう思わせない為に。君は、君自身の心で自分と向き合うんだよ」

　力強い言葉は、もう霧子の悲鳴では無くなっていた。

　生まれたばかりの子供のように泣く日向の声を聞く者は、金色の夕暮れに立つ長い黒髪の魔女、たった一人だけだった。




　やがて、日向が落ち着いた頃を見計らい、霧子は傍らのバッグを片手に立ち上がった。

　頭の中がふわふわして、思考が上手く定まらないまま、日向はその姿を見る。

「運命論、なんてものを私は信じない方だったけど、私と君が出会ったのは、どこか運命じみていたね。答えが欲しかった私と、問いを見失っていた君と。……日本での残り少ない余暇が、こんな風になるとは思わなかった」

　夕暮れを反射して輝く水面を背に、霧子はバッグを肩に担いでから、一歩前に出た。

「最後に、一つだけいいですか？」

「あぁ。なんだい？」

「初島さんのお姉さんは、今も幸せですか？」

「あぁ、心底幸せそうだよ。私がなんで悩んでるのかって自分で分からなくなるぐらい、幸せそうに過ごしている。だから、これは正真正銘……私の八つ当たりみたいなものだね」

　言ってから笑う霧子に、日向も声には出さずとも笑ってしまった。そう、こんなものはただの八つ当たりで、日向は霧子に姉の代用品として扱われたに過ぎない。

　それでも、この出会いが不要だったとはもう思わなかった。

「行ってらっしゃい、霧子さん」

「うん、行ってきます。……さよなら、日向君」




　段々と遠ざかる背中を、日向は眺め続けた。

　やがてその背中がほとんど見えなくなると、ベンチで寝ている蕾をゆっくりと背負う。

　揺すられた拍子に少しだけ目が醒さめたのか、背中の蕾が動く気配がした。

「おにーちゃん……もう、おうちかえるのー……？」

　いつも通りのその口調と、背中の重さを感じながら、日向は「そうだよ」と答える。

　もうすぐ夜が来る。黄昏たそがれの時間は終わり、これからは家の灯りの中で過ごす時間だ。

　ぴったりと日向に頰を寄せて負おぶさる蕾へ、日向は歩きながら問い掛けた。

「なぁ蕾、兄ちゃんと一緒に居て、楽しいか？」

「うん、たのしいよー！」

　そう言うと同時に、首に巻き付けた蕾の腕にぎゅっと一際強く絞められる。

「く、苦しいんだけど……」

「でもねー、つぼみはね。おにーちゃんがたのしいと、もっとたのしいよ」

「……そっか」

　首が少し絞まった拍子に咽むせたお蔭かげで、また少しだけ涙が出た。

　背中に感じる重さを確かめながらそのまま歩き続けていると、ポケットの中から振動を感じて、スマートフォンを取り出した。

　画面を確認すると、案の定メッセージが届いている。日向は蕾を落とさぬよう、器用に片手で操作して内容を確認し、笑ってしまった。

「どうやら、皆まだまだ……遊び足りないのかな」

　夏の終わりを感じるのは、もう少し先になりそうだった。
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　空港の国際線ターミナル、その手荷物検査場の前にある広場で霧きり子こは晴はる香か、修しゆう二じと出発前に最後の会話をしている。

「手荷物はこれだけ？　中に変なもの入ってない？　税関は大丈夫？　後はえっと……お金！　お金ちゃんと持ってる？」

　小さな背丈で、霧子の周囲をあちこちと見回る姉の晴香に、霧子は苦笑いで答える。

「大丈夫だよ姉さん、もう子供じゃないんだから……全部持ってる、家を出る前にチェックもした。言われた通りにチェックリスト作って全部オッケーでした、はい」

　いつもなら少し鬱うつ陶とうしいぐらいの姉の心配が、今の霧子にはとても恋しい。

「向こうに着いたら、メールでも何でもいいから、とりあえず連絡する事……後は、向こうの先生方には礼儀正しくだよ、言葉が通じないから余計に！」

「うん、大丈夫。通訳の人も居るし、他にも日本人は何人か居るみたいだから」

　霧子が安心させようと言葉を紡ぐけれど、晴香の顔は不安に満ちている。

　まだまだ姉の中では、自分は小さな子供のままなのかもしれないと思うと、なんだか懐かしい気持ちすら覚える。

　霧子は姉の隣に居る修二を見る。

「しゅーにぃ、姉さんを宜よろしくね。……次に会う時には甥おいっ子か姪めいっ子の顔が見たいなぁ」

　にやにやと笑いながら言う霧子に対し、修二の顔はピクリとも動かない。

「そう思うのなら、定期的に帰ってきて顔を見せてやりなさい。………息災でな」

「うん、そうする」

　そうして再び目の前に居る姉に向かって、少しだけ背中を屈かがめる。

　姉妹は少しの間見つめ合い、どちらからともなく抱擁を交わした。

「霧ちゃん……」

「姉さん、今までありがとう、ずっとずっと……ありがとう」

　両親を早くに亡くした二人は、それでもここまで幸せに生きて来られた。

　父方の祖父母も引き取った二人に優しく、家族としての愛情をくれた。

　それでもやっぱり、親の愛が恋しかった子供の霧子を一番に支えてくれたのは、この小さな姉だった。

　幼稚園の参観日には、必ず祖父母と一緒に来てくれて。

　学校が休みの日には、友達とも遊ばずに一緒に居てくれて。

　頑張って母親が手料理として出す様なレシピを覚えてくれた。

　自分が小さな身体の事で苛いじめられていても、家では表に出さずに霧子に笑顔をくれた。

　両親の遺産があったけれど、それを将来への貯蓄と霧子の学費にする為に、アルバイトに明け暮れた。

　全ての時間を霧子に費やして、それでもこの姉から笑顔が絶える事は無かった。

　一体どれだけ、この小さな身体で頑張ってきたのだろう。

　今の霧子がどれだけ願っても、あの時の晴香の時間は還かえってこない。

　この姉はきっと、その時間を惜しむ事すらしないのだろう。

（誇ろう、私は、姉さんの妹である事を）

「これから、沢山自分の時間を過ごして」

「霧ちゃん」

　背中に回された姉の手に、ぎゅっと一際強く締め付けられる。

「今まで、ありがとう、姉さん」

「………うん」

　伝わるだろうか、自分の気持ちは。どこまで伝わっているだろうか。

「遠い場所からでも、日本に届くように演奏するよ」

「……うん」

「ちゃんと此こ処こに帰って来るから、それまで……待ってて」

「うん」

　そうして二人は手を離す。

　出発の時間を告げるアナウンスが流れる。もう乗り込まないとならない。

　最後に見る姉の顔は、もうぼろぼろに崩れていた。

「姉さん、鼻水出てる」

　笑って霧子はポケットからティッシュを取り出して、晴香の顔を拭ふいてあげた。

　そうして、晴香と修二の顔を順番に見て、踵きびすを返す。

「行ってきます」

　手荷物検査を済ませ、ゲートから搭乗待合に入る。

　待ち時間は僅わずかで、もう搭乗口には列が形成されている。

　最後尾に並ぶと、数分もしない内に列が動き始める。

　霧子も前に進み、係員に搭乗券を確認して貰もらう。

　このゲートを潜れば、もう後へは戻れない。少しだけ、足が竦すくむ。

　その背中に、大きな声が掛けられた。

「霧ちゃぁぁぁああん！　頑張れえええぇぇ！」

　離れた場所から、ここまで届くぐらいの大声に、周りからざわめきが起きる。

　声に振り向いて視線をやると、そこには修二に肩を支えられて泣き顔で叫ぶ晴香の姿がある。

　今も昔も変わらない小さな勇者の姿に霧子は、精一杯の笑顔にピースサインを添えて向き合った。
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　霧きり子こが発たった翌日、日向ひなたはまた少し遅めの起床となった。

　昨夜ゆうべは考え事が多くて、寝付きが悪くなってしまったが、頭はスッキリしている。

　やるべき事は、もう決めていた。

　正確には、やりたいと思う事を幾つか決めていた。

　これまでの生活を大きく変える訳では無い、今までの生活にほんの少しだけ変化を付ける。ただそれだけだった。

　部屋の片隅に置かれたラケットバッグに歩み寄ると、ジッパーを開けて中を改める。

　ガットの切れたラケットが二本、持ち主の帰還を待ち続け、眠っていた。

　先まずはここから始めよう。以前の様にプレーが出来なくてもいい。練習時間だって毎日は取れない。それでも構わないと、誰の為でもなく、自分の為にやりたい事をやろうと思えた。

　一度バッグにラケットを仕舞うと、階段を上って廊下を走る音が聴こえてくる。

　いつもの朝だ、何も変わりはしない。

　日向は腰を屈めて、朝一番の笑顔と衝撃に備えた。




　蕾つぼみを抱えてリビングに行くと、父は相変わらずダイニングテーブルでコーヒーを、母はキッチンで洗い物をしていた。

　テーブルの上には日向の分に用意された朝食が、ラップを掛けられて置かれていた。

「おはよう、ちょっと遅くなった」

　日向が席に着いて隣の椅子へ蕾を座らせながら言うと、対面に座る父の仁ひとしは日向を見てにやにや笑う。

「なんだ、女の子と電話でもして夜更かしか？」

　この色ボケ親父は最近、何かと勘繰ってくる事が多くなったが、ある意味ではそれも日向が送る学校生活が気になっての事かもしれない。そう思うと親心というものを少しだけ理解出来た。

　だがそれはそれとして、反応すると調子に乗る事は目に見えていたので仁は一いつ旦たん無視しておき、キッチンに居る母親に声を掛ける。

「母さん、今日は俺……商店街の方に行くけど、なんか買ってくるものある？」

　その提案に母の明あか吏りは手元を見ていた視線を一度上げ「うーん……」と考え始める。

「今晩食べるものにもよるんだけど……何がいい？」

「おすし！」

　間髪容いれずに蕾が答えるが、当然ながら寿す司しなんてものは何かの節目や、祝い事じゃないと食べられない。明吏は蕾の言葉に困った様に笑った。

「残念、お寿司は良い事があったり、お祝いする時に取るものなのよ」

　その返事に蕾は唇を尖とがらせて少しむくれてしまう。本気で食べたかったのかもしれない。

　蕾の表情に苦笑いしながら、明吏は日向にもう一度向き直った。

「商店街って、参考書か何かを買いに行くの？」

　そう言われて、日向は結局参考書も買っていない事に気が付いた。

　買いに行った日は結局、霧子に振り回されて日和ひよりに連れられ、書店には戻らず仕舞いだったからだ。

「あー、そうか……それも買っておかないと、だけど」

　言い出す事が少し恥ずかしくて、ちょっとだけ語尾を濁してしまう。

「おにーちゃん、おかいものいくの？」

　隣に座って会話を聞いていた蕾が、日向に爛らん々らんとした目を向けてくる。

　その瞳ひとみに背中を押されて、日向は自分の願いを口にした。

「ラケットに、ガットを張って来ようと思って」

　そう口にした瞬間、キッチンに居た母と、対面に座る父が日向を凝視して沈黙した。

「…………また、やるのか？」

「うん、部活には入らないし、スクールにも戻らないけど。もう一回、やりたいなって」

　父が驚いた風に聞き返してくるので、日向はその表情に笑いながら返答した。

「蕾、今日はお寿司でいいわよ」

「ほんと!?　やったー！」

　キッチンでは顔を綻ほころばせて母がそんな事を言い出し、蕾が両手で万歳する。

　たったこれだけの事で、こんなにも大騒ぎする程、今朝の新あら垣がき家は平和だった。




　朝食を食べた後は母に頼まれた買い物メモをポケットに仕舞い、ラケットバッグを背負って日向は靴を履く。

「蕾、本当にお留守番でいいの？」

　玄関まで見送りに来た蕾に声を掛けるが、蕾は父に後ろから抱き締められて動けなくなっている。

「今日は蕾は俺と一緒に居るんだもんねー！」

　悲ひ愴そうな顔で告げて来る父親に、何とも言えない表情で日向は視線を返す。

　蕾はそんな父の頭を困った顔で撫なでてあげているので、これはどちらかと言うと蕾が気を遣ったのだろう。

　五歳児に気遣われる父親に、日向も思わず苦笑いを零こぼした。

「あんまり遅くならない内に戻るだろうから」

「いってらっしゃーい！」

「そんな早く戻って来なくていいんだよ！　母さん、塩撒まくぞ塩！」

　温度差のある父と妹から見送られ、日向は商店街へと向かった。




　家から歩き始めて商店街に向かう前に、日向はもう一度あの場所に行ってみようと思い、駅前まで足を向けた。

　臨海公園に着くと、かつてギターの音色が聴こえた場所に向かってみたが、当然の事ながら辺りに楽器の音は聞こえてこない。

　唐突に現れて、そして去って行った魔女の姿は、今は遠いロンドンの空の下にあるのだろう。

「イギリスって言えば、それこそファンタジーでは魔法の本場だもんなぁ」

　独り言を呟つぶやきながら、霧子が座っていた場所に立ち、海を眺めた。

　そのまま十分程、何も考えずにただ景色を見ていた時、不意に誰かが自分に近付いてくる足音を聞いて日向は我に返った。

「……日向君？」

　声を掛けられて振り返ると、そこに居たのは私服姿の悠里だった。

「悠ゆう里り？」

「あ、良かった、違う人だったらどうしようかと思ったよ！」

「悠里こそ、どうしたの？　モールに買い物？」

　日向の質問に、悠里は頷うなずいた後、逆に日向の持つラケットバッグに目を向けた。

「私は買い物だけど……日向君は？　って、凄すごい荷物だね……それ、テニスラケットのバッグでしょ？　運動でもしに行くの？」

「あぁ、今日は違うんだ。ガット、切れちゃってるからさ。張り直してみようと思って。またその内、やってみようと思ってるんだけどね」

「へぇー！　いいね、うんうん！　日向君は帰宅部だし遊びに行く事も少ないし、運動不足っぽいから凄くいいと思う！　あ、運動不足は私も同じなんだけどね……」

　悠里の言葉に、日向は笑いそうになった。家ではテニスの話題であれだけ大騒ぎになった。雅みやびや日和が聞いても同じように大騒ぎするかもしれない。

　けれど、悠里にとってはそうではないのだろう。そんな些さ細さいな事が単純に嬉うれしかった。

「悠里と話してると、なんだか肩の力が抜ける気がする」

「そ、それって褒められているのかな……」

「んー……どうだろう、褒めてる気がする」

「言った張本人がそれなの!?」

　困惑した表情で詰め寄ってくる悠里へ笑って誤魔化していると、悠里が日向の周囲をきょろきょろと何かを探すような仕草を見せた。

「そういえば日向君、蕾ちゃんの姿が見えないけど」

「うん、今日は家で両親と一緒に居るってさ。だから、今は一人なんだ」

　日向の言葉を聞いた悠里は「一人……一人、なんだ」と呟いた後、ハッと何かを思い付いた顔になった。

「そ……それじゃあ、私と二人でモールに入る……？　わ、私は別にほら、何か目的があった訳じゃなくて、単に誰か知り合いが居たらいいなぁ、とか購読してる本の新刊が出てないかなぁ、とかだったから……ひ、日向君の用事を先に済ませても全然大丈夫だし！」

　早口で捲まくし立てる悠里に若干気け圧おされつつ、日向は返答を頭の中で考えてみた。

　きっと以前の自分であれば、こんな学年アイドルみたいな同級生と二人だけで人気の多いモールを歩く事に対して、一歩下がって対応しただろう。

　けれど、今はもう目の前に居る女の子はただのクラスメイトではなく、積み重ねた想い出を共有する相手だ。

「うん、それじゃ、行こうか」

　すんなりと答えた日向に、悠里が呆あつ気けに取られたような表情を見せた。

「……日向君、何かあった？　え、もしかして蕾ちゃんと喧けん嘩かしたとか？」

「うん？　どうして？」

「そんな素直に『行こうか』なんて言うとは思わなかったから……」

　疑問の表情を浮かべながら、悠里が日向の顔をまじまじと観察し始める。

　どう答えるべきかと一瞬悩んだ日向だったが、やがて一つの結論に辿たどり着いた。

「何かあったとしたら、その原因を作ったのは悠里かな」

「え、私？　私、なんかしちゃった!?」

　身に覚えの無い責任を被かぶせられ、悠里は分かり易く狼ろう狽ばいした。その表情がおかしくて、口元が綻ぶのを止められない。

「もう少しね。もう少し……自分に正直になる事にしたんだ」

　どこか頑かたくなだった自分を見つめ直して、一歩踏み出す為に。

「だからさ、今は悠里と一緒に歩きたい。それだけなんだけど……駄目かな？」

「……え」

　言葉の真意を測りかねて悠里は一瞬静止した。

「悠里が、最初に背中を押してくれたから」

　あの時、霧子が日向へと呼びかけた時。もしも今のように、友人達が居なかったら、別の言葉が出ていたかもしれない。

「忘れていた事を、沢山思い出させてくれたんだ」

　あの時、悠里が日向と蕾の事を気に掛けてくれなかったら、日向と蕾の世界は今も二人だけの箱庭だったかもしれない。

「ありがとう、悠里」

　両親の力になろうと、蕾の拠より所になろうと、その為に出来る限りの事をしてきた。

　自分自身の言葉を噓にしない為に、その他の事を後回しにして、結果として大切な人を傷つけてしまった事もあった。

　その失われた時間を振り返る事は、蕾と過ごした日々を否定する事になると恐れていた。

　けれど今、日向の傍には悠里達が居て、日和が戻り、霧子が残した言葉がある。

　引き換えにする必要は無く、全て一緒に積み重ねていけばいいと、そう教えてくれた。

　その全ての始まりをくれたのは、目の前に居るこのクラスメイトなのだ。

「ちょっとちょっと……き、急になによぉ……」

「はは……なんか、駄目だね。こういうのは、やっぱり恥ずかしい……行こうか」

　赤面する悠里に釣られて恥ずかしくなり、日向は悠里に背を向けて先に歩き出した。




　目の前を遠ざかる日向の背中を眺めつつ、悠里は途端に激しく鳴る鼓動を鎮めようと、片手で胸を押さえた。

　ありがとう、と。その時の日向の顔が、脳裏に焼き付いてしまって。

　きっと、あの顔が見たかったのだ。時折見せる、あの柔らかい日向の笑みを、ずっと見て居たかったのだ。その気持ちを、悠里ははっきりと自覚した。

「あ、あは……ちょっと、これ……どうしよ……」

　せめて、帰り際に言って欲しかったと思いつつ、火照る顔を手で扇あおぎながら、悠里も日向の後を追うように、足を一歩前に踏み出した。
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　部屋に貼られたカレンダーの残り日数を確認して、日和ひよりは自室で一人、溜ため息いきを吐いていた。

　最近はずっと、部活がある時以外はこうしてぼんやりしている事が多くなっている。

　夏休みの前半はキャンプや花火など、楽しい出来事が沢山あった筈はずなのに。

　あの夜に日向ひなたの部屋へ入ってからずっと、気持ちが沈んでしまうのを止められず。

「……私、駄目だなぁ」

　もう大丈夫だと思っていた。日向と自分は、今はもう別の世界を見ていて、違う時間の中で生きている。

　その事については、自分なりに理解していたし、現に顔を合わせた時も平気だった。

　途切れた縁が元に戻って、こうして一緒に何処かへ出掛ける事も出来る。

　それだけで、十分だと思っていた。

「………っ」

　それでも、あの部屋に飾られていたトロフィーやラケットを見ると、胸の傷が開くように痛むものがあった。

　大丈夫だと思っていたものは、ただ縫合された傷口のようになっていただけで。

　ただの一度、あの光景を見ただけで箍たがが外れたように痛みを訴えた。

「日向君……」

　ベッドに横向きに倒れたまま、机の上にある写真に目を向ける。

　その中では、中学の制服を着始めて間もない頃の日向と日和が、照れたような笑みを浮かべていた。

　棚にあるアルバムを開けば、他にも沢山の想い出が今も変わらずに日和を出迎えてくれるだろう。

（……辞めちゃおうかな、私も）

　いっそ、ラケットを置いて普通の高校生になってもいいのではないか。

（もう、テニスなんてしなくても……日向君とは普通に会える。二人で強くなる必要も無い……）

　手放さなければ、日向と再び会う事が出来ると思っていた。

　しかし結局、日和は自分の意志で学校を選び、日向に会いに来た。日向と一緒じゃなければ、高みを目指す事も無いのだからと。

　日向と再会する目的は果たしてしまったのだから、もう辞めてしまおうかと、何度も考えて……出来なかった。

（日向君が手放しても……私が手を放しちゃ、いけないんだ……）

　これは、大事なものなんだと、声を張り上げるように。

　二人とも手を放してしまえば、その瞬間からこの想い出が色いろ褪あせてしまう気がして、出来なかった。

　そして、その手を放せないで居る過去の日和が、あの日向の部屋を見て泣き叫ぶのだ。

　置いていかないで、と。まるで、帰りを待ち続けるように。




　……カチ、カチ、と壁掛け時計の秒針の音だけが響く部屋の中、聴き慣れたメロディが鳴り響き、日和は閉じていた目をゆっくりと開いた。

「あー……寝ちゃってたぁ」

　んっ、と身体を伸ばして枕元にあるスマートフォンを手に取る。ぼんやりとした思考の中、画面を操作しながら今しがた見ていた夢の内容を思い出していた。

「夢にまで出てくるなんて……馬鹿みたい」

　自分に対して憎まれ口を叩たたきながらも、口角は緩んでしまうのを自覚する。

　メッセージを確認して返信したら、もう一度夢の続きを見よう。そう、思って。

「あれ、日向君からだ……」

　それは最近ではすっかり主流になったグループのメッセージではなく、個人に宛てられたものだった。

「……ただいま？」

　たった一言、それだけを書いた文章と、その下にある写真に目を凝らす。

　遠目には、それはただの白い紙……細かい文字が刻んであるその画像をタップして、拡大してみる。

「なにこれ……レシート？　日向君、おばさんに送るのを間違えたんじゃ……っ」

　言いながら内容を見ていき、息が止まった。レシートではない、これは。

「ショップの、名前。それと……」

　項目の箇所には、日和もよく知る商店街のテニス用品店の名前。

「……ガット張り代。って、これ……引換券？　ただいま、って……え？」

　次第に内容を理解する。目の奥がツンとして、じわりと涙が溢あふれてくる。

「それならそうと、早く言ってくれたら良かったのに……！」

　キャンプ場でラケットを振った時、あんなに辛つらそうな顔をしていたのに。

　二度と彼は戻る事は無いと思っていたのに。一体、誰がどんな魔法を使ったのだろうか。

「……ふ、ふふ……あはは！　ば、馬鹿みたい……私、もう、ほんと」

　振り回された怒りと、戻ってきてくれた嬉うれしさと、安あん堵ど感で、もう笑うしかなくて。細かい事は、これから聞きに行って、そして文句の一つでも言ってやろうと決意して。




「おかえりなさい、日向君……日向先輩」




　今はただ、ずっと言いたかった言葉を、一人呟つぶやいた。








あとがき






　お久し振りです、双ふた葉ば三みつ葉ばです。

　先まずはこの度、本を手に取って下さった皆様、ありがとう御座います。

　こうして二巻を皆様にお披露目する事が出来たのも、読者様のお陰です。

　『子こ守もり男だん子し』の二巻、如何いかがだったでしょうか？　何か心に訴えられるものがあればいいなぁと、このあとがきを書きながら、現在進行形で思っております。

　一巻の時に、感想で『ハーレムラブコメかと思ったらファミリードラマを読んでいた』『最近の流行はやりに迎合していない』との声を多数頂きましたが、多分この巻もそんな感じになっているかな、と思います（笑）。

　私がいわゆるライトノベルを読み始めたのは、中学生の時でした。そして、その時の感動や作品を通じて得られたメッセージは、今の私に色濃く影響を及ぼしていると言っても過言ではありません。叶うならば、この本を通じて何か新しいきっかけや、悩み事に対する一つの解答を得られた方が居れば良いと、心からそう思います。

　この物語を書き始めた時、私の中では彼等はそれぞれ、不器用で、若くて、一人一人が何か足搔あがいている途中の、そんなキャラクター達でした。そしてそれは、恐らく今も続いています。

　そんな彼等が、一つずつ成長していく過程で恋愛をしたり、優しさを分け合ったり、時には本心がうまく伝わらなかったり。私は、そこにこそ重点を置いてみました。それが、物語を読む中で最も重要な事の一つだと、私自身がそう思っていたからです。

　何か思う事があった時、もう一度開いてみようと思える、そんな本にして頂けたら作者としてこれ以上無い幸福です。

　最後に、相も変わらず右も左も分からない私にいつも丁寧にアドバイスして下さる編集のＳ様、ありがとう御座います。優しい方が担当で良かったです……（笑）。

　そして一巻に引き続き、素晴らしいイラストを描いてくださった、なたーしゃ先生。本当に、いつも私のイメージ通りで、けれどそれすらも超えてくるイラストをありがとう御座います。

　皆さんの支えで、この物語は一つの形となりました。





令和某日　双葉三葉









電子書籍特典　書き下ろし短編

『暑い日の御褒美』







　夏休みを目前に控えた平日の午後、日向が祖父母宅から蕾と一緒に買い物に出ている時の事だった。

「あっついー……」

「もうちょっと祖母ちゃんの家で涼んでいれば良かったかなぁ……」

　既に陽が落ち始めているものの、遮蔽物の無い道では西日の直射日光も強烈な熱を浴びせてくる。

　日向は眉をへの字にして暑がる蕾と手を繫ぎながら帰路に着いていた。

　朝方の天気予報では、今日は三十度を超える見通しとなっていたが、まさかここまで暑くなるとは思っておらず。

「いよいよ夏本番って感じはするけどね……」

　日向としては慣れたものだが、蕾はまだまだ暑さに対しての順応が弱く、暑い日が続くと体調を崩す事も多い。体温調節の機能がまだ成長しきっていない子供は、油断するとすぐに熱中症の危険がある為に慎重な判断が必要だった。




　商店街に入り、行きつけのスーパー『はとや』に入ると、すぐに冷房の冷たい風が二人を出迎えてくれる。

「すずしーぃ……」

　はふっ、と蕾が気持ち良さそうに目を瞑る傍ら、日向は買い物籠をカートに乗せて蕾を呼び寄せた。

「あんまり長い事、冷房の中に居るのも身体に良くないし……ちゃっちゃと済ませて帰ろうか」

「うんっ」

　涼んで元気を取り戻したのだろう、蕾はカートに乗ろうとせずに自分の足で歩き出す。

　暫くは店内を見て回り、献立を考えながら食材を籠に入れていく日向の前で、蕾が急にそわそわとしだした。

「蕾、トイレしたい？」

「ううん、へいきー」

　ふむ、と日向が頷いて再び商品棚に目を向けていると、また蕾がそわそわと……どこか日向を先導するように、うろちょろと店内を歩き回っている。

（……これは、あれか）

　脳内で店内のマップを呼び出し、蕾の行く先に何があったかと思い出す。

　日向の勘が正しければ、蕾は恐らく……。

　ちょっとした悪戯心が湧いて、日向は蕾が行きたそうな場所の反対へとカートを押し出す。すると、蕾は日向に離されまいと慌てて傍に寄って来るのだが、視線は相変わらずそわそわとした感じで別の場所へ向いてしまう。

　結局、最後の最後まで蕾は自分からは何も言い出す事はせず、レジの近くまでやって来た。そのままレジの列に並ぼうとする日向に、蕾が少しだけ残念そうな表情を見せた。

（まぁ、今日は暑いし……あんまり意地悪するのも可哀想かな）

　ふっ、と気付かれぬように笑った日向は、蕾の頭に手を乗せた。

「……今日、暑いからさ。冷たいものでも買って行こうか」

「かう！」

　日向の言葉を聞くや否や、蕾は間髪入れずに答えてから一目散に店内を駆けだした。

「あ、こらこら、走らない。他の人の迷惑になっちゃうよ」

　その背中に声を掛けるものの、蕾には聞こえていない様子で止まる気配は無い。

　日向はすれ違う人達に軽く頭を下げながら、蕾の後を追った。




　蕾が立ち止まったのは、冷凍食品などを取り扱うコーナーの一角、氷菓子のコーナーだった。

　既に両目で何を取ろうか思案中のようで、色とりどりのパッケージを見ながら口を半開きにしている。

（冷たいもの、としか言って無かったんだけど……ジュース類は眼中になし、かぁ）

　きっとそれを指摘すると、蕾は恥ずかしがって拗ねてしまうかもしれない。

　それはそれで見てみたい反応な気もしたが、一番はこうして喜んでくれる顔を見る事なので、そちらはまたの機会に楽しみに取っておく事にした。

「決まった？」

「うん、これ！」

　蕾が冷凍庫から引っ張り出したのは、メロンの器に入ったシャーベット。

　もう何年も前、それこそ日向の両親が学生だった頃からあるぐらいのもので、今は生産量が減ったのか、コンビニでは見かけなくなってしまっている商品だった。

「また面白いものを選ぶね……じゃあ、俺は……」

　日向が自分の分にと選んだのは、抹茶味のカップアイス。甘い物は苦手ではないのだが、極端に甘すぎると飽きが来てしまうので、日向が選ぶ時は基本的にこの辺りのラインナップが優先される。

「えー……それ、にがいやつだよ……」

「その苦みが好きなんだから、大丈夫なんだよ」

「でも、それだとひとくちあげっこできないよ？」

「成程、それが狙いか……」

　素直過ぎる蕾の言葉に、日向は笑いながら抹茶アイスを冷凍庫に戻した。

　そして代わりに取ったものは、同じカップアイスのシリーズで、オレンジ風味のものだった。

「こっちならどうでしょう？」

「うん、いいでしょう！」

　ご満悦な蕾と笑い合いながら、その他にも両親用に二つのカップアイスを購入し、今度こそレジへと向かった。




　店外に出ると、むわっとした暖気が押し寄せて来るが、時間が経った事で先程よりも随分と落ち着いている。暑いには暑いのだが、暴力的という程でもない。

　スーパーの袋と蕾の手、両手にそれぞれの重さを感じながら、日向は薄暗くなってきた道をゆっくりと歩いた。

「お風呂入ったら、アイス食べようか」

「うん！」

「そして今日の晩御飯は中華です」

「ちゅうか……からい？」

「辛くないよ。でもピーマンが入ります。平気？」

「んー、だいじょう……ぶ！」

　アイスという御褒美を前にした蕾は、あまり得意ではない野菜の名前を出されても臆する事無く答えた。

「そういえば、もうすぐ夏休みだなぁ……」

「うん！　つぼみも、なつやすみあるよ！」

「大丈夫、ちゃんと知ってるよ。何がしたい？」

「ん……んんー……」

　日向にとって、今年は蕾と過ごす二度目の夏休みだ。

　高校二年の夏休みと言えば受験勉強が進学組ならば定番なのだが、こうした時に蕾と過ごす時間を得る為に、日向の日頃の努力は実を結んでいる。

「わかんない！」

「そっか、分かんないか。まぁ、分かんないよなぁ」

　まだまだ蕾の知る世界は狭い。

　出来る事ならば、それを広げるような体験が出来ればいいと、日向はそう考えていた。




　この数日後、日向は終業式にて、唯から一つの提案を受ける事となる。





了





















子こ守もり男だん子しの日向ひなたくんは帰き宅たくが早はやい。２
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